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夢に向かつて一歩進むと、新しい自分に会える。

その喜びが、また一歩、自分を前に進めてくれる。

夢に挑んでいる人にはきっと、新しい未来が見えています。

私たち富士通もまた、夢に挑み続けています。

豊かで可能性にあふれた未来をつくる。

だねもが暮らしやすいネットワーク社会をつくる。

そんな夢を、あなたと一緒に追い続けていきたいから。

富士通は、挑戦をするすべての人を応援しています。

′
‘

θ
″ラ1ン
富士通は「2012北信越かがやき総体」を応援しています。

夢へ、

未来へ、

一歩ずつ。
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高 体 連 の 歌

作詞 増田 文雄
作曲 小松  清
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このマークは、若人の力と技と明朗な精神を象徴するものである。マークを

構成している 3つの「K」 は、次のドイツ語の頭文字をとったもので、若人の

情熱を示す紅色によって浮き出され、高体連のシンボルマークとされている。

KRAFT  KUNST  KLARH巨 IT
力       技      明朗な精神

2012北信越かがやき総体

男
は
今

弟
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け
ら

参加する選手それぞれに、輝きを持って頑張ってほしいという気持ちが込められています。

作  者  桑野 花菜 (新潟県立新潟江南高等学校 )

「緑の大地」は、北信越が自然豊かで美しいということです。この美しい

土地で、選手のみなさんに楽しんでもらいたいという願いからつけました。

作  者  志賀 由梨 (新潟市立赤塚中学校)
揮  竃  春山 桃子 (新潟県立新潟南高等学校)

勝利に向かって全力を出す選手と、力強く羽ばたく朱鷺をイメージして

作りました。今大会会場 5つの県を表し、ピンク色は新潟県、オレンジ色は

富山県、黄色は石川県、緑色は福井県、青色は長野県になっています。また

奥の翼は、選手のスポーツマンシップをイメージした深い群青にしました。

選手と朱鷺が 5つの県の架け橋となり、素晴らしい大会になることを願つて

います。

● 21)12  作  者  太智花 美咲 (石川県立金沢辰巳丘高等学校)

人物は高い目標や夢に向かって全力で飛んでいく様子を。足元
の水しぶき

は努力の涙と汗をイメージ。バックの夕焼けは遅くまで頑張って練習
して

きたことと、赤く燃える闘志を表現しています。

作  者  古川 響子 (石川県立羽昨工業高等学校 )
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(学校名は応募当時)

● 高体連マーク

● 大会愛称

● 大会ス回一ガン

● シンボルマーク

● 総合ポスター図案
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(公財)日本バドミントン協会優勝旗  (公財)全国高等学校体育連盟会長杯

(公財)全国高等学校体育連盟準優勝楯 (公財)全国高等学校体育連盟
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女子学校対抗 優勝 0準優勝
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(公財)日本バドミントン協会優勝旗  (公財)全国高等学校体育連盟会長杯

(公財)全国高等学校体育連盟準優勝楯
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あ い さ つ

公益財団法人

会  長

全国高等学校体育連盟

田 清 一

皇太子殿下、同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、平成 24年度全国高等学校総合体育大会、「2012
北信越かがやき総体」が、新潟県、富山県、石川県、福井県、長野県において 「君は今

希望とともに緑の大地をかけぬける」を大会のスローガンとして、このように開催できます

ことは、まことに意義深く、高等学校における体育・スポーツ活動のよリー層の振興と発展を

願う者にとり大きな喜びであります。

栄えある全国高校総体に出場される選手および学校関係者の皆さん、出場おめでとうござ

います。これまでのご努力と東日本大震災の被災地をはじめとして特に厳しい環境の中での

練習、そして各地区の予選を乗り越えて出場されることに、心から敬意を表するとともに、

大会で実力を遺憾なく発揮されますことを願つております。

現在、イギリス・ ロンドンでは第 30回オリンピックが開催され、 日本選手の活躍に注目
が集まるなど、国をあげてスポーッ活動への関心が高まっております。同様に、国内最大の

高校生スポーツの祭典である本大会に出場する選手の皆さんへも、次代を担うトップアス

リー トとしての期待をこめた熱い視線が注がれています。どうか各競技種目の高校生 トップ

アスリー トとしての自信と誇りを胸に堂々と競技し、今こうしてスポーツに打ち込める幸せ

に感謝しつつ、全国に夢と感動を発信してくれることを期待します。

さらに、本大会に参加した全国の選手諸君は、この機会にぜひとも地元の人々との交流を

深め、信頼と友情の輪を広げるとともに、思いやりや人と人とのかかわりの大切さを学び、

これからの日本社会を担う有為な人材として、一層成長することを強く望んでおります。

おわりに、本大会の開催にあたりご尽力いただきました新潟県、富山県、石川県、福井県、

長野県の各実行委員会、高等学校体育連盟および会場になりました市町村、そして各競技団

体をはじめとして多くの関係の皆さまに、心より御礼申し上げ、大会会長のあいさつといた

します。

-8-



あ い さ つ

公益財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長  綿 貫 民 輔

日頃培ってきたバドミントンヘの夢と努力によって全国各地の予選を勝ち抜き、郷土の期待と

母校栄誉を担って出場される選手諸君を「戦災と福井震災の 2度の災害から立ち直つた不死鳥

の町」福井市と「曹洞宗の大本山を有する」永平寺町へ迎え「平成 24年度全国高等学校体育

大会、高松宮記念杯第 63回全国高等学校バ ドミントン選手権大会」が開催されますことは、

私の深い喜びであります。

この大会は高校生最大のスポーツの祭典です。これまでに数え切れないほどの感動のドラマが

展開され、多くの諸先輩が輝かしい歴史と伝統を創り上げてきました。

選手諸君には「君は今 希望とともに 緑の大地をかけぬける」のスローガンのもと、日頃の

練習の成果を余すところなく発揮され、活躍されることを期待しております。

また、この機会に全国各地の高校生と友情を深めるとともに、互いに競い合い、将来日本を

代表する選手となり、世界にはばたいてくださるよう念願するものであります。

おわりに、本大会の開催にあたり、深いご理解とご協力をいただき、その準備のため格別な

るご尽力をくださいました地元関係各位、ならびに大会役員・補助員の皆様に心より感謝申し

上げ、あいさつといたします。

-9-



祝 辞

文部科学大臣  平  野  博 1 文

平成 24年度全国高等学校総合体育大会 「2012 北信越かがやき総体」が、全国から多数

の参加者を得て、盛大に開催されますことを、心からお祝い申し上げます。

本大会に出場される選手の皆さん、本当におめでとうございます。これまでの皆さんの

懸命な努力と、それを支えてこられた御家族や指導者をはじめとする関係の皆様の御尽力に

心から敬意を表します。

本大会は、高等学校における最大規模のスポーツの祭典であるとともに、我が国のスポー

ツの発展にも大きな役割を果たしてきた伝統ある大会であり、全国から集まった高校生の皆

さんの最後まであきらめないひたむきでさわやかなプレーが多くの熱戦や感動を生み出して

きました。

今年は、時を同じくしてロンドンオリンピックが開催されます。

日本選手団の活躍に期待が集まり、例年にも増してスポーツヘの関心が高まることと思い

ます。

選手の皆さん、今大会のスローガンである「君は今 希望とともに 緑の大地をかけぬける」
のとおり、目標としてきたこの最高の舞台で、自らを信じ、これまで培つてきた成果を最大

限に発揮してください。

大きな希望と夢を抱いて全国から集まった多くの仲間たちとともに、夢中でかけぬけたこ

の熱い夏が、選手の皆さんはもちろん、この大会に関わる全ての高校生の皆さんにとって、

決して忘れることのない一生の宝物となることを期待しています。

結びに、今大会の開催に向け諸準備に御尽力いただきました関係者の皆様、そして、「北

信越UNION～ 絆～」の愛称のもと、一致団結して本大会の準備と運営に携わった多くの
地元高校生の皆さんに敬意を表し、御礼を申し上げますとともに本大会の成功を祈念して、

お祝いの言葉といたします。

-10-
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平成 24年度全国高等学校総合体育大会 「2012北信越かがやき総体」に、全国各地の厳しい

予選を勝ち抜き、本大会に出場を果たされました選手・監督の皆様を心から歓迎申し上げます。

今大会のスローガンの「君は今希望とともに緑の大地をかけぬける」のとおり、北信越 5県は、

青く澄んだ日本海、緑豊かな田園地帯、 日本の屋根北アルプスなど自然豊かでおいしい食べ物
も数多くあります。福井県には、恵まれた自然の中に、一乗谷朝倉氏遺跡や曹洞宗大本山永平

寺など、数多くの歴史文化がありますので、 この機会に魅力あふれる「福井県」を満喫して頂
ければ幸いです。

現在、世界最高のスポーツの祭典といわれるオリンピックがロンドンで開催されており、 日
本からも多くの選手が参加しています。その選手の多くが、高校生の最大のスポーツの祭典、

インターハイや国民体育大会で活躍した選手たちです。本大会に参加された選手の皆様には、

日ごろ鍛えた力と技を思う存分に発揮し、ご活躍されることを期待するとともに、将来、大き

く飛躍されることを願っています。

福井県では、 6年後に国民体育大会が開催されますが、本大会で活躍された選手の多くが再

び福井国体で、来県し活躍されることを楽しみにしています。

また、競技種目別大会では、地元高校生がさまざまな活動に参加し、大会を支えていますので、

次代の若者同士の交流を図り、友情の輪を広げられることを願っています。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただいた多くの関係者の皆様に深く感謝を申し上げると

ともに、本大会が一人一人の心に深く刻まれる思い出深い大会となりますことを祈念して、歓

迎のことばといたします。
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歓迎のことば

福井市長  東  本寸 新
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「平成 24年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会 高松宮記念杯第 63回全国
高等学校バドミントン選手権大会」を、福井市において盛大に開催できますことをお喜び申し

上げます。そして全国各地からお越しになられた、選手、監督、並びに関係者の皆様を心から

歓迎申し上げます。

近年、健康で豊かな生活を送る上で、スポーツの価値や社会的役割の重要性がますます高まっ

ております。そのため本市では、すべての市民がスポーツを通していきいきと健康に暮らすこ

とができるよう、市民の方々と連携、協働して、様々な施策の推進に努めております。また、

6年後の平成 30年には福井国体を控えております。本市で 14競技が開催される予定であり、

市民の皆様のスポーツに対する期待や関心はとても大きなものになっております。

このような中、全国47都道府県の予選を勝ち抜いた高校生が集い、本大会が開催されます
ことは、市民の方々のスポーツに対する関心を一段と高めるとともに、本市のスポーツ推進に

大きく貢献するものと考えております。

どうか、選手の皆さまには、 日ごろの練習の成果を遺憾なく発揮され、ベストを尽くしてい

ただくとともに、お互いの親睦や交流を深める、思い出に残る大会になりますことを願ってお

ります。

ところで、本市には、戦国時代に栄華を極めた城下町跡をほぼ完全な姿に復元した「一乗谷

朝倉氏遺跡・復原町並」や、市の中心部には福井藩主松平家の別邸「養浩館」等、歴史ロマン

あふれる観光スポットが数多くございます。ぜひこの機会に訪れていただき、本市が誇る美味

しい食材や料理、特産品等とともにご堪能いただきたいと思います。

最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力いただきました関係者の皆様に、心から

敬意を表しますとともに、本大会のご成功と、選手の皆様の今後ますますのご活躍を祈念いた

しまして、歓迎のことばといたします。
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歓迎のことば

永平寺町長 1公  :本 文 雄

「平成 24年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会 高松宮記念杯 第63回

全国高等学校バドミントン選手権大会」を、全国各地から多数の選手 。監督並びに大会関係者の

皆様をお迎えし、ここ永平寺町におきまして盛大に開催できますことは、大きな喜びであり町

民とともに心から歓迎申し上げます。

全国47都道府県の厳しい予選を勝ち抜き、この大会に出場される選手の皆さん誠におめで

とうございます。

はじめに、東日本大震災により、尊い命を失われた方々のご冥福をお祈りするとともに、

被災された方々に対し、謹んでお見舞いを申し上げます。また、被災地の一日も早い復旧 。復

興を心から願っております。

永平寺町は県都福井市に近く、人口 2万人の町であります。曹洞宗大本山永平寺や吉峰寺、

いにしえの壮大なスケールを感じさせる手繰ヶ城山古墳などの国指定の松岡古墳群。国立福井

大学医学部、福井県立大学の二大学が立地し、長野県松本市に至る中部縦貫自動車道と北陸自

動車道の二つの高速道路が走る町。本県最大の河川九頭竜川の中流域に位置する、すばらしい

自然環境の町であります。また、特に教育や子育てに力を入れ、明るい子どもたちの声が弾け

るまちづくりを目指しています。

さて、「君は今 希望とともに緑の大地をかけぬける」の大会スローガンのもとに開催される
「2012 北信越かがやき総体」では、 日ごろ鍛えた「力と技と明朗な精神」を存分に発揮され、

高校生日本一を目指して、夢と感動あふれる熱戦が繰り広げられることを期待しております。

さらに競技を通じて交流と自己研鑽を図られ、若さ一杯思い出の多い大会になることを、 ご期待

申し上げております。

また、お越しいただきました、 この機会に当町の豊かな歴史・文化・自然環境など、町の

魅力に接していただきたいと思います。

結びに、本競技会の成功と、多大なご尽力を賜りました関係者の皆様に、深く敬意と感謝を

申し上げ歓迎のことばといたします。
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公益財団法人 全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長 帰 山 好 和

『君は今希望とともに緑の大地をかけぬける』のスローガンのもと、平成 24年度全国高等学

校総合体育大会バ ドミントン競技 高松宮記念杯第63回全国高等学校バ ドミントン選手権大
会が福井県の皆様のご尽力のおかげで盛大に開催できますことは誠に喜ばしい限りであります。

現在、世界最大の祭典であるオリンピックがイギリスのロンドンで開催されており、 11人
の日本代表選手がウェンブリーアリーナに集い、日本念願のメダルを賭けて戦っているわけで

す。オリンピック競技大会は 1896年 にギリシャのアテネで第 1回大会が開催されて以来、
ロンドンで第 30回を迎え、バドミントン競技は 1992年 のバルセロナから正式種目となり
6回 目の大会です。近代オリンピックの父、クーベルタン男爵の『勝つことではなく参加する

ことに意義がある』という言葉が表わすとおり、 日本代表選手がここまでの努力を遺憾なく発
揮し、大いに活躍してくれることを祈りたいと思います。

また、オリンピック競技会と同時に、いよいよ日本の高校生最大の祭典である高校総体も

1963年 に新潟県を中心とした第 1回大会が開催されて以来 63回 目を迎え、ブロック開催
2回日としてここ福井の地で始まります。北信越かがやき総体の名のごとく、参加する選手諸

君が今まで培ってきた成果を精一杯発揮し、指導者の皆様の期待を一身に背負いながらも平常

心を保ち、互いに頂点を競い 1都 1道 2府 43県の代表として輝きながら、その熱戦を新たな

歴史の 1ページに刻んでほしいと思います。そして、全国各地の高校生がインターハイを通じ

てそれぞれの分野で一つに繋がり、友情の輪を大きく広げてくれることを期待しています。

最後になりましたが、平素より熱心に指導されている指導者の皆様に心より敬意を表すると

ともに、本大会開催にあたりご指導ご協力を賜りました関係各位と地元高校生諸君の献身的な

活動に心よりお礼申し上げます。

-14-



歓迎の ことば

福井県バ ドミントン協会

会 長  中 嶋 光 司

平成 24年度全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯第63回全国高等学校バドミントン選

手権大会が、 ここ福井県で開催されますことは、本県バドミントン関係者として大きな喜びで

あり、心よりお祝い申し上げます。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜いて本大会に出場される選手・監督の皆様、また参加されます

役員の皆様、ようこそ福井へおいで下さいました。心より歓迎申し上げます。

開催地となる福井市および永平寺町は、戦国大名朝倉氏の一乗谷史跡や曹洞宗大本山永平寺

など、歴史と文化が息づき、また緑豊かな自然に恵まれた土地であります。

さて、本大会は高校生にとって最大のスポーッの祭典です。参加される選手の皆さんは、

日頃の厳しい練習で培った心と技と力を遺憾なく発揮し、熱いプレーを繰り広げ、私たちに大

きな勇気と感動を与えてくださることを祈念してやみません。そしてこの大会を青春の一ベージ

として深く心に刻み込んでいただきたいと思います。

また、この大会を期に、さらにプレーに磨きをかけて、 これからの日本バ ドミントン界を

担うプレーヤーを目指し、国内はもちろん世界の舞台でも活躍されることを期待しております。

終わりに、大会の開催にあたり多大なご支援・ご協力を賜りました関係の皆様に厚くお礼申

し上げるとともに、本大会のご成功と選手並びに関係各位のますますのご活躍
。ご健勝を心よ

りお祈り申し上げ、歓迎のことばといたします。

-15-
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歓迎のことば

福井県立藤島高等学校  嶋  11苛  :太  志

皆さん、こんにちは。そしてまた、ようこそ福井へおいでくださいました。心から皆さん

を歓迎いたします。さて皆さんは、ここ福井に対して、どのようなイメージをお持ちですか。

福井のイメージなどと言われても、困ってしまう人も多いかもしれません。 しかし、福井に

は、越前ガニや若狭牛、自山の雪解け水で育つたコシヒカリをはじめとして、たくさんの美

味しい食材があります。また、山、川、海など、とてもすばらしい自然環境に囲まれていま

す。福井市では、戦災・震災を乗り越え復興を果たした記念として毎年 「フェニックスまつり」

が開催され、今年はちょうど大会期間中に祭 りが行われます。ぜひ、福井ならではのすばら

しさを堪能してください。

さて、「平成 24年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技」が今、スター トしよう

としています。『君は今希望とともに緑の大地をかけぬける』、まさしく、 このスローガンの
如く、厳しい予選を勝ち抜いてきた 98チームが期待と希望を膨 らませ、全国から集まり、こ

の地で熱い戦いを繰 り広げます。皆さんはこれまで、いろいろな困難を乗 り越え、ここまで

勝ち上がってきたことと思います。

私は高校に入学してか ら弓道を始め、 3年間一生懸命練習 してきました。弓道を通 して、
礼儀を身につけること、基本を守ることを学びました。バ ドミントンも同じではないでしょ

うか。大きな試合になればなるほど、基本通 りのフットワーク、最後までシャ トルを追いか

ける体力と、諦めない強い精神力が必要でしよう。 自分を信じ、いままで培ってきた多大な

努力の成果を、惜しむことなく出し切ってください。私たちは大勢の人に支えられています。

我々高校生が、エネルギーあふれる姿を見せることで、感謝の気持ちを表 し、社会に希望と

感動を与えてください。

最後にもう一度だけ。みなさんはたくさんの人たちの代表であ り、 この大会の主役です。

皆さんの熱い思いと感動をこの全国高等学校総合体育大会の新たな 1ページに刻みつけ、 こ
れまでにない素晴 らしい大会をつくってください。さあ始まります。自分の力を強 く信 じ、

最後まで 「希望とともに」全力で 「かけぬけて」 ください。健闘を祈ります。

Never Give UD!!
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人

勝

平

孝

夫

砕

』

林．
時

木

木

］

嘲

」

』

谷

本

良

岡

割

轟

躊

申

讐

長

横

小

武

青

高

川

倉

赤

村

松

坂

奈

丸

釜

石

高

竹

小

彦

男

雄

博

幸

二

樹

寛

一
樹

之

充

久

修

治

孝

聡

彦

彦

巳

則

行

徹

恵

郎

丈

威

秀

　

一
真

俊

　

信

秀

泰

　

範

　

佳

　

―

ヽ
善

正

勝

善

　

‐一

崎

村

藤

田

田

林

原

水

沢

澤

藤

木

井

本

嶋

方

場

井

田

田

原

本

島

川

卿

柴

峯

斎

杉

羽

小

桑

清

滝

三

後

鈴

藤

梶

岡

平

獅

岡

前

岩

小

宮

牛

中

松

博

毅

文

成

哲

健

勇

隆

隆

朗

明

淳

稔

次

満

美

史

生

昭

子

一
広

磨

均

一

雅

公

重

昌

　

　

　

　

　

寿

　

　

　

義

　

正

裕

貴

利

淳

浩

明

球

　

徳

野

菌

岸

和

生

原

林

林

澤

諜

巻

田

　

田

村

多

野

剛

渡

々木

坂

本

中

村

田

水

外

山

中

蒲

植

小

小

滝

御

小

柴

榊

迫

田

本

高

宇

石

佐

松

山

田

中

島

内

茂 夫

畑 伸 一

土屋 龍一郎

彰 郎

公 郎

(平成24年 6月 27日  現在 )

清

彦

夫

男

秋

次

蔵

雄

均

芳

信

慶

忠

´

一

明
治
輝

史

昭

夫

信

幸

誠

彦

進

吉

典

健

輝

英

　

雅

小竹 登美子
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平成24年度全国高等学校総合体育大会 バドミントン競技大会役員

名 誉 会 長 綿 貫 民 輔

名 誉 副 会 長  東 村 新 松 本 文 雄

名 誉 顧 問 西 川 誠  朝 比 奈 豊  吉 田 哲 也

嶋

山

林

中

青

雄

雄

義

義

照

高

根

田

田

関

常

内

人

彦

秀

勝

政

勝

一
　

司

夫

誠

子

清

　

祐

郁

　

慧

田

　

宅

根

，

田

三

　

二

関

玉

多

り

田

盛

上

一
生

怜

男

滋

肇

治

市

也

栄

彦

清

節

　

稔

　

　

　

恵

純

　

泰

田

郷

根

井

本

川

川

鷹

本

木

塚

戸

本

山

遠

藤

清

荒

松

松

鈴

手

夫

雄

志

義

一
雄

一

隆

光

哲

源

耕

邦

完

崎

村

星

野

田

牧

中

田

嶋

回

川

野

竹

赤

牧

龍

印

田

巨

野

山

堀

氏

　

藤

野

合

村

高

森

齊

牧

河

西

晴

諭

乃

男

治

夫

子

夫

光

　

義

則

憲

博

‐

田

　

　

‐

　

　

‐

島

　

中

藤

田

藤

長

　

長

〈
〓

逸 男
光 司

慶 行

林  芳 正
橋 本 角 市

平田 登志郎

修 一

幸 一

利 明

克 彦

一 郎

正 雄

助 一

正 人

坂梨 登美代

森 本 新 一

小 竹 英 雄

長岡 千恵子

上 坂 久 則

上 田  誠
朝 日 高 範

小 林 長 男

林  雅 則
人 田 幸 明

川 端 武 和

籾 井

江 畑

松 倉

関

佐

原

内多 小五郎

畑  忠 雄
東  哲 郎
矢尾 正次郎

中池 由岐夫

皆 川

塩 谷

峯 田

村 田

森  田  一
塩 り|1 甫
清水 規矩雄

小 官 淳 宏

漬 中  誠
今 北 基 夫

佐 藤 芳 朗

岡 村 英 男

藤 原 和 文

川 畑 紀 義 平 泉

笠 原

加 藤

澁 谷

成  田

△
一

治

一

二

武

晃

明

男

房

忠

正

昭

　

　

嘉

秀

隆

野

一竪

上

田

木

‥

‥

村

井

垣

村

権

青

牧

伊

野

油

板

田

岡

地

林

島

吹

福

菊

竹

川

嗣

保

雄

勝

　

一二

―

藤

二

俗

也

記

人

淳

岳

朗

夫

宣

志

雄

利

徳

寛

男

幸

伸

己

武

員

輔

隆

一

二

勉

昭

臣

喜

伸

博

清

幸

武

光

　

忠

敏

和

勝

　

通

慶

清

喜

亮

　

正

正

．‐

稀

田

利

山

本

見

村

野

中

村

田

田

谷

江

守

田

本

野

野

利

森

人

植

毛

村

岡

里

木

星

田

梅

広

芝

熊

角

江

織

橋

大

藤

足

問顧

和  美井

崎

田

吉

岡

柴
一　
裕

有

昇

勝 信

吉 昭
′・:●, ム゙
アG `ロ

孝  治

尚 彦

祐 記

清 盛

秀 樹

勝 則

荒

近

平

野

関

田

奥

藤

田

齋

多

伊

林  正

村

大 月 啓
小野田 幸

山本 多治郎

宇佐美 賢樹

丹 羽 治 夫

達 雄

了 滉
清 隆

正 樹

加 藤 貞 信

宮 崎 弥 麿

石 丸 浜 夫

島川 由美子

谷 本 忠 士

玉 村 正 人

小 畑
原 田

南 澤

崎

　

内

橋

岩

禿

竹

高

士

孝

之

夫

男

雄

光

彦

要

一
雄

二

海

一
菜

政

嘉

秀

茂

久

泰

清

義

　

琴

幹

健

廣

修

綾

崎

田

本

川

村

田

西

田

チ

田

木

畑

江

矢

村

安

村

岡

宮

長

山

小

覚

酒

吉

青

下

堀

片

中

美

茂

夫

之

充

子

正

一

一

一
幸

栄

文

春

枝

充

多

　

邦

芳

永

公

信

雄

信

耕

裕

直

直

善

藤

永

長谷川 重治

金 井  兼
古 谷 活 也

見谷 喜代三

川 治

松 川

石 原

粟 田

一

次

和

樹

弥

一
男

恵
健
辰
正
和
洋
弾

本

国

村

木

　

藤

波

西

谷

今

鈴

泉

伊

滝

行

樹

紀

史

孝

正

義

浩

博

紀

人

子

武

治

和

長 谷

藤

元

崎

邊

藤

合

後

金

川

渡

佐

河

藤田 みすず
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雄

弘

彦

博

六

壽

司

明

由

徹

男

夫

美

幹

　

克

　

一
長

博

昌

昌

　

幸

健

英

壁

村

塚

田

田

　

藤

野

尾

田

野

葉

元

真

中

手

杉

山

澤

加

西

中

池

河

千

村

航

進

男

武

也

正

敏

正

寛

潔

紀

夫

忠

邦

　

和

　

真

芳

正

　

正

英

安

原

原

田

岡

坂

森

田

　

田

澤

崎

藤

栗

吉

浅

保

全

石

林

本

相

河

之

勉

弘

一
基

章

章

造

三

稔

満

治

男

勝

　

義

浩

　

熙

　

興

潮

　

茂

欽

則

木

中

森

瀬

澤

岡

口

村

森

藤

井

谷

登

鈴

演

金

有

高

末

谷

田

西

近

今

銭

能

征

裕

吉

夫

元

忠

也

彬

広

浩

夫

一

二

男

雄

彦

三

治

彦

宏

彦

幸

暢

俊

誠

篤

俊

基

一

島

木

　

本

本

田

崎

本

森

茂

林

山

山

澤

川

嶋

義

司

出

義

栄

子

夫

澄

之

和

啓

　

和

　

陽

龍

忠

通

枷

藤

原

田

木

岡

村

山

級

小

遠

萩

向

鈴

井

中

澤

渡

一
治

一
治

泰

健

慶

ト

内

倉

野

，

竹

仲

平

山

辺

谷

田

渡

三

村

操

成

之

治

良

信

正

口

田

木

橋

山

永

鈴

猿

博

尚

桂

武

衛

誠

一
則

嗣

偉

希

　

正

五

昌

秀

秀

啓

岡

脇

井

‐

田

田

谷

本

永

木

泉

平

高

坪

吉

三

山

増

鈴

雄

昇

男

充

毅

文

高

和

幸

幹

　

和

敏

　

和

弘

盛

博

壁

田

田

山

垣

原

岡

時

島

真

森

京

杉

岩

藤

松

岩

樽

夫

博

昭

隆

行

弘

正

亨

健

信

　

　

常

泄

邦

　

　

弘

＝

Ｌ

　

　

　

　

　

Ｉ
・

也

上

り
　
一
中

西

内

月

‐

立

村

早

坂

田

岩

杉

茂

菊

足

信

聡

力

美

雄

二

一
徹

治

勝

　

　

茂

和

洋

俊

干

賢

・
ヽ
　

；
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｍ
Ｆ

田

本

調

松

飼

原

家

田

東

近

根

小

小

猪

大

堀

羽

坂

治

稔

己

也

永

樹

司

和

恵

勇

‐

正

純

幸

盤

俊

正

‐

藤

―

崎

本

畑

村

岡

村

リ

齋

本

山

松

川

田

丸

上

中

玄

小

井

藤

井

峨

野

川

崎

村

田

部

竹

村

原

三

斉

磯

嵯

上

瀬

岡

中

富

阿

佐

西

永

貞

　

　

欽

　

時

　

秀

養

健

治

彦

一
昇

和

国

子

信

明

隆

雄

照

子

郎

一
公

博

浩

朗

嗣

敏

之

大

宏

征

一
美

輝

憲

夫

龍

宏

朗

　

和

寛

孝

周

　

忠

忠

疇

安

稔

清

芳

，

紀

」

欽

健

‥

‐

計

浩

正

龍

口

隆

紀

耕

洋

直

宏

伸

彰

正

英

　

好

藤

地

原

野

川

山

中

相

浦

脇

城

ァ

山

田

北

藤

了

圧

川

田

藤

崎

之

村

　

川

原

野

田

藤

上

部

田

　

山

加

築

菅

日

官

杉

田

成

松

里

金

神

中

山

豊

佐

金

神

石

濱

佐

山

山

野

原

細

小

高

杉

斎

村

南

杉

　

帰

参 与

大 会 委 員 長

大 会 副 委員 長

長 谷 川 伸

前 り|1 仁
鳴 田 伸 行

高 橋

野 村

萩 原 昭 人

砂  昌 一 郎
酒 井 宏 明

佐々木 修一

義 則

昌 誠

繁 一

山 田

吉 川

寺 崎

増 永

大 塩

田 崎

下 込

加 藤

由 雄

秀 則

輝 夫

健 治

貞 司

公 一

伊 藤 雄 竹 野 誠 司

佐々木 淳子

斎 藤 明 博

一　
通

賢

敏

一
彰

純

村

戸

田

木

三

靖

光

司

治

一

二

平

峰

正

勇

良

謙

健

良

藤

辺

藤

林

木

村

束

工

渡

近

平

高

西

大

渡

寺

田

松

飯

彦

和

隆

民

明

治

則

登

靖

二

夫

哉

信

正

　

一
英

俊

芳

　

　

研

健

哲

原

山

藤

倉

　

原

松

里

関

井

達

本

上

米

遠

白

谷

吉

上

新

尾

新

安

穐

武

雄

司

修

生

栄

聡

利

敬
　
　
久
　
　
・ヽ

田
田
本
田
部
蔭
駐

福

原

新

和

服

山

松

］員委

治

史

伸

裕

野

野

樋

高

弘

章

克

巳

泰

哲

真

正

縣

上

田

田

山

井

官

岩

前野 親二郎 邊  励
田 裕 昭

部井 秀郎

尾 和 彦

田 道 彦
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三

則

史

行

彦

俊

均

一
之

稔

明

男

二

子

己

則

典

郎

忍

俊

樹

彦

行

美

郎

弘

人

喜

司

之

博

範

憲

勝

吉

善

盛

邦

　

慎

尚

　

俊

和

公

温

博

和

秀

一
　

充

直

憲

博

明

，一ヽ
康

幸

芳

真

靖

　

美

田

原

田

本

上

石

村

原

井

沢

木

原

野

田

内

山

橋

須

田

屋

秋

田

田

上

勿

阪

井

峙

本

原

切

田

村

小

岸

官

村

白

中

吉

金

宮

高

佐

平

丸

宮

森

高

高

岡

古

千

岸

浜

井

宝

小

阪

山

山

木

岩

桂

浩

平

之

生

誠

徹

昭

正

透

朗

春

朗

行

子

子

郎

郎

剛

樹

也

剛

憲

也

見

史

滋

弥

典

嗣

昭

郎

明

樹

樹

吾

一
幸

弘

貴

　

典

　

　

和

吉

豊

博

朝

幸

計

」
口
亘

直

順

　

成

一
博

浩

　

欣

隆

昭

克

達
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坂 東
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嗣
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(平成24年 7月 6日 現在 )
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岡

縣

和
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大 会 委 員 長  帰 山 好 和

大 会 副 委 員 長

レ フ ェ リ ー  田部 井 秀 郎

競 技 審 判 部 長

競技審判副部長

競 技 主 任

競 技 役 員
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司

靖

一
一　
　
一

貞

　

研

　

光

込

関

井

　

藤

下

尾

新

　

伊

紀
　
　
一
弘

章

　

俊

正

　

賢

泰

哲

　

隆

崎

　

田

縣

上

　

井

河

　

山

山

井

　

芦

之

哉

直

直

羽

岡

な立
　
士
ロ

本

　

中

瀬

山

　

村

広

郎

　

繁

之

司

功

雅

桂

　

博

下

橋

田

山

高

藤

泰 弘

悦 久
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健 治
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吉
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嶋
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文 宣

祥
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(平成24年 7月 2日 現在)
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田
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村
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堂前 友 美世

村 田 千津留
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高橋 真樹 子

川 上 志保 美

森 国

松 嶋

小 林

さゆ り

明 彦  多 田 利 男
儀 一

幸 枝  水谷内 ちのえ
美智子

(平成24年 7月 2日 現在)

受付案内接待係

救  護  係 由紀子

真 紀

駐 車駐 輪場係

筆  耕  係  櫻 井 徳 史  佐 孝 宏 典

大 会 写 真 係

練 習 会 場 係
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吉

明

伸 作  木下 多加志  中 村 槙 吾 森 下 雅 之吉 田

文

　

美
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晴

金
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野
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河

為

今

美
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朋
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石
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酒
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カ ∠ム
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日
中
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ロ
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美
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史

治
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健
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岸
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宏

根

知

春

宇 野 光 洋

田

山

藤

栗

貴

一

康

雄

谷

川

落

田
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子
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裕
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嵐

杉
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五
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司
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美田
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史
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田
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師  五十嵐 宣子
三 谷 和 美

護

医
　
　
　
一看 前 川

山 田

子

子

洋

喜

田

廣

島

道
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競 技 補 助 員

奥  |II  京菜

香

若

美

出

下
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菜
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翔
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予ｎ，
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真

未
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場
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知
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見 寺 悠 伽
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鍛川 恵里佳
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希

輝
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早

佳

咲

大

善

間
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野

木

島

高

高

馬
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中
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奈
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佑

手

予
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真
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朝
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澤

岩

竹
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・・て

由日
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堂

山
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翔

斗隼

江
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細

坪

香

真

紀
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内

内

屋

竹
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梓
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陽
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司
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詩

嶋
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田

中

清

奥

人

諒

香

尚

　

有

選 手 招 集 係

進  行  係
(オ ー ダ ー )

森 田

藤  本
早 川

小 林 俊 哉

齊 藤 真 希

佐 田 京 香

七 野

坪 川

渡 邊

あか り

苑 加

真 子

輔

貴

孝

弥

大

美

佳

優

中

島

山

端

和

大

西

河

輝

洋

香

直

雅

望

上
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蔵
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佐

清

哉

樹

摘

歩

美
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美

鮎

崎

田
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澤
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平
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行
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菜
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友
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人
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穂

美

哉

健

宗
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美
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越

下

田

根

谷

吉

大

藪

横

刀

杖
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記録報道広報係  塩 浦
大  柳
北 村

田崎 奈津美

東 み はる

々木 茉衣

水 菜 々美
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滉
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岡
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嶋
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(平成24年 7月 2日 現在)
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種別 月 日 内容 場所 開始時間

大会準備

7月 30日 (月 )

7月 31日 (火 )

7月 31日 1火 )

競技会場準備
競技・運営リハーサル

式典・表彰リハーサル

各競技会場

フェニックス・プラザ

9:○○

1 7iOO

Zミ
二ら全
こチヽ

7月 30日 (月 )

7月 31日 (火 )

7月 31日 (火 )

8月 1日 (2К )

第 3回常任委員会

専門部委員長会議

監督会議

審判会議

福丼市体育館

曰 日 △ +
1利 不 工ヽ 8月 1日 (水 )

リハーサル

開会式
フェニックス・フラザ

9100

14:OO

競  技 8月 2日 (本 )
学校対抗
1回戦～3回戦

《男子》
福丼県営体育館
福丼市体育館

《女子》
北陸電力福丼体育館「フレア」
永平寺緑の村ふれあいセンター

競 技
表彰式

8月 3日 (金 )
学校対抗
準々決勝～決勝
学校対抗表彰式

《男子・女子》
福丼県営体育館

9:30

競 技

8月4日 (土 )

8月 5日 (日 )

個人対抗 ダブルス
1回戦～準々決勝

個人対抗 シングルス
1回戦～準々決勝

《男子》
福丼県営体育館
福丼市体育館

《女子》
北陸電力福丼体育館「フレア」
永平寺緑の村ふれあいセンター

9:○○

競 技
表彰式

閉会式

8月6日 (月 )

個人対抗
ダブルス・シングルス
準決勝・決勝
個人対抗表彰式
閉会式

《男子・女子》
福丼県営体育館

9:○○

-31-
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10:OO
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開 会 式 実 施 要 項

平成 24年 8月 1日 (水 )

フェニックス・プラザ

14:00～

式次第

各チームの代表者 1名は、代表者集合所に13:40ま でに集合してください。
優勝・準優勝杯・優勝旗を返還する生徒および連続出場表彰を受ける学校の代表生徒は、 13120
までに大ホールステージ前に集合してください。なお、代表生徒は選手入場代表者以外の生徒にして

ください。

レプリカの箱は、開会式終了後、受付で受け取つてください。

2.役員・補助員

① 式典役員および生徒補助員は式場の所定の場所に9100までに集合してください。
② 開会式後のプラカードは、会場ごとに選手案内係が分類し、各会場の総務主任が各会場へ運んでくだ
さい。

日

場

訥知
　
〈
ム

麺
＾
事

Э

Э

〓息
　
‐
　
‘

い圧

③

No. 時刻 (時間 ) 次 第 登 壇 者 氏  名 備 考

13:40 選手集合完了

13:55 来賓・大会役員着席

3 14:00(15) ア トラクンヨン
福井県立福井商業高等学校
チアリーディング部 (JETS)

14:15(1) 開式通告 司会者

14:16(40) 選手入場 各チーム代表者 チーム紹介

14:56(1) 開会宣言 大会副委員長 三田村 彰 ファンファーレ

14:57(2) 国旗儀礼 君が代

14:59(3) 高体連の歌 高体連の歌

15:02(10) 優勝杯・優勝旗返還 大会委員長 帰山 好和 得賞歌

10 15:12(2) 大会委員長あいさつ
(公財 )全国高等学校体育連盟
バ ドミントン専門部長

帰山 好和

11 15:14(2) 大会会長あいさつ (公財 )日 本バ ドミントン協会会長 綿貫 民輔
12 15:16(2) 歓迎のことば 福井県教育長 林  雅則

13 15:18(2) 歓迎のことば 福井市長 東村 新―

14 15:20(2) 歓迎のことば 生徒代表 嶋崎 太志
15 15:22(2) 激励のことば 福井県バ ドミントン協会会長 中嶋 光司

16 15:24(2) 選手宣誓 大会委員長・選手代表
千京
鈴木
拓寛
沙知

ファンファーレ

17 15:26(5) 連続出場校表彰 大会委員長 帰山 好和 得賞歌

18 15:31(1) 閉式通告 司会者

19 15:32 監督・選手退場
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フェニックス・プラザ 大ホール 座席表

ステージ

(Aゾーン)

(Bゾーン)

出

入

ロ

出

入

ロ

出

入

ロ

出

入

ロ

出

入

ロ

出

入

ロ

ロロロ国

,|

道・視察

席
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日

場

訥知
　
〈
ム

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

平成 24年 8月 3日 (金)競 技終了後 (15:30～予定 )
福井県営体育館

式次第

4. 注意事項

5. 表彰式配置図

補井県旗

◎表彰係・補助員

①

②

③

④

被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。

優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行います。

3位校の表彰は男女別に2校同時に行います。

表彰はすべて表彰エリアで行います。

メダル・表彰状

国旗

プラカー ド

監   督
コ ー チ
マネ ー ジャー

選   手

福井市旗 永平寺町旗

◎表彰係・補助員

メダル・表彰状

◎総括者◎進行係

◎放送係

報道員

視察員

役員

大会役員席

子男子女

2イ立 審判員

補助員

位

△
◎
◎
◎
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
○
○
〇
〇
〇
〇
〇

堆
△
◎
◎
◎
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

△
◎
◎
◎
○
○
○
〇
〇
〇
〇

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
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No. 時刻 (時間) 次  第 登 壇 者 氏  名 備 考

15:20 選手集合完了

15:20 来賓 。大会役員着席

15:30(1) 開式通告 司会者

15:31(3) 選手・監督入場 行進曲

15:34(2) 成績発表 競技役員長 田部井 秀郎

15:36(40) 表 彰 得賞歌

16:16(1) 閉式通告 司会者

16:17(2) 選手・監督退場 行進曲

日本協会

表彰エリア



個 人 対 抗 表 彰 式 閉 会 式 実 施 要 項

，
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平成 24年 8月 6日 (月 )競 技終了後 (15:30～予定 )

福井県営体育館

式次第

注意事項

①   被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
②   男子シングルス→女子シングルス→男子ダブルス→女子シングルスの順で、優勝者、準優勝者、
第3位の各4名 (組)を順に表彰します。

③   表彰はすべて表彰エリアで行います。

表彰式配置図

国旗

◎表彰係・補助員

日

場

期

会

◎進行係

◎放送係

報道員

視察員

役員

福丼囁旗

メダル・表彰状

福井市旗 永平寺町旗

大会役員席

メダル・表彰状

◎総括者

子

(ダブルス)

表彰エ リア

女

(ダブルス)

子

(シングルス)

○△

〇△

〇△

〇△

男

(シングルス)

△〇

△〇

△〇

△〇

優 勝
準優勝

3位
3位

審判員

補助員

No. 時刻 (時間 ) 次  第 登 壇 者 氏  名 備  考

選手集合完了

来賓・大会役員着席

3 13:30(1) 開式通告 司会者

13:31(2) 選手・監督入場 行進曲

13:33(2) 成績発表 競技役員長 田部井 秀郎

13:35(15) 表彰 得賞歌

13:50(1) 大会委員長挨拶 大会委員長 帰山 好和 司会者

13:52(2) 開催会場地挨拶 福井県実行委員会会長 八田 幸明

13:54(2) 国旗儀礼 君が代 CD

10 13:56(1) 閉会宣言 大会副委員長 三田村 彰

11 13:58(1) 閉式通告 司会者

12 13:59(2) 選手・監督退場 行進曲

○○△

〇〇△

〇〇△

〇〇△
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△〇〇

△〇〇

△〇〇

△〇〇

5.
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◎表彰係・補助員

13:20

13120



タイムテーブル (学校対抗の部 )

8月 2日 (木)第 1日 目 (1回戦～3回戦)男子

8月 2日 (木)第 ¬日目 (1回戦～3回戦)女子

8月 3日 (金)第 2日 目 (準々決勝～決勝)男子 ・ 女子

― ト

タイム

福井市体育館 福井県営体育館

9:30～
1回戦

BT
1

BT

2

BT

3

BT
5

BT

7

BT
8

BT
9

BT
10

BT
ll

BT
12

BT
13

BT
14

BT
15

BT
16

BT
17

2回戦 BT18 ‐́ BT25 BT26 ～  BT33

3回戦 BT34～ BT37〈 2コート使用 ) BT38～ BT41(2コ ート使用)

― ト

タイム

北陸電力福井体育館「フレア」 永平寺緑の村ふれあいセンター

9:30～
1回戦

GT
1

GT

2

GT

3

GT
4

GT
5

GT

6

GT

7

GT

8

GT
9

GT
10

GT
ll

GT
13

GT
14

GT
15

GT
16

GT
17

GT18 へ′ GT25 GT26 ～ GT33

3回戦 GT34～ GT37(2コート使用 ) GT38～ GT41(2コート使用 )

― ト

タイム

福井県営体育館

9:30～

準々決勝

BT
42

BT
43
BT
44
BT
45
GT
42

GT
43
GT
44
GT
45

12100～

準決勝

BT
47

GT
46

GT
47

14:00～

決勝

BT
48

GT
48
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タイムテーブル (個人対抗の部 )

8月 4日 (土)第 3日 目 (1回戦～準々決勝)男子ダブルス

8月 4日 (土)第 3日 目 (1回戦～準々決勝)女子ダブルス

― ト

タイム

福井市体育館 福井県営体育館

9:00～
1回戦

BD

1

BD
2

BD
3

BD
7

BD
8

BD
9

BD
18

BD
19

BD
20
BD
21

BD
24

(9:50～ )
1回戦

BD10 ‐́ BD17

2回戦

′′ BD43 ～  BD50 BD59 BD66

3回戦 BD67 ～  BD74 BD75 ～ BD82

4回戦 BD83 ～ BD86 BD87 BD90

準々決勝 BD91 ‐́ BD92 BD93 ～  BD94

― ト

タイム

北陸電力福井体育館「フレア」 永平寺緑の村ふれあいセンター

9100～

1回戦

GD
1

GD
3

GD
4

GD

5

GD
6

GD
7

GD
8

GD
9

GD
18

GD
19

GD
20
GD
21

GD
22

GD
23

GD
24
GD
25

(9:50～ )
1回戦

GD10 ～ GD17

2回戦 GD35 GD42 GD51 へ′ GD58

′′ GD43 ^′  GD50 GD59 ^´ GD66

3回戦 GD67 GD74 GD75 へ′ GD82

4回戦 GD83 ～ GD86

準々決勝
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BD
23

BD
25

BD26 ～  BD34

BD35 ～ BD42 BD51 ～  BD58
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GD26 へ′ GD34

GD87 ^´ GD90

GD91 ^´  GD92 GD93 ～ GD94



タイムテーブル (個 人対抗の部 )

8月 5日 (日 )第 4日 目 (1回戦～準々決勝)男子シングルス

8月 5日 (日 )第 4日 目 (1回戦～準々決勝)女子シングルス

― ト

タイム

福井市体育館 福井県営体育館

9100～
1回戦

BS
1

BS
3

BS

4

BS
5

BS
6

BS

7

BS

8

BS
9

BS
18

BS
19

BS
20

BS
21

BS
22

BS
23

BS
24
BS
25

(9150～ )
1回戦

BS10 ～ BS17 BS26 ～  BS34

2回戦 BS35 ～  BS42 BS51 BS58

′′ BS43 ～  BS50 BS59 ～  BS66

3回戦 BS67 ～ BS74 BS75 ～  BS82

4回戦 BS83 BS86 BS87 ～  BS90

準々決勝 BS91 ～  BS92 BS93 ～  BS94

― ト

タイム

北陸電力福井体育館「フレア」 永平寺緑の村ふれあいセンター

9:00～
1回戦

GS
1

GS
2

GS
3

GS
4

GS

5

GS
8

GS
9

GS
18

GS
19

GS
20
GS
21

GS
22

GS
23

GS
24
GS
25

(9:50～ )

1回戦
GS10 ～ GS17 GS26 GS34

2回戦 GS35 ^′  GS42 GS51 ^´  GS58

′′

3回戦 GS67 ～  GS74 GS75 ^′  GS82

4回戦 GS83 ^′  GS86 GS87 ～  GS90

準々決勝 GS91 へ′ GS92 GS93 へ′ GS94
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タイムテーブル (個人対抗の部 )

8月 6日 (月 )第 5日 目 (準決勝～決勝)男子・女子 ダブルス・シングルス

― ト

タイム

福井県営体育館

9:00～

準決勝

BD
95

BD
96

GD
95

GD
96

10:00～

準決勝

BS
95

BS
96

GS
95

GS
96

11:00～

決勝

BD
97

GD
97

12:00～

決勝

BS
97

GS
97

凡例

BT・・・ 男子学校対抗
GT・・・ 女子学校対抗
BD・・・ 男子個人対抗ダブルス
GD・・・ 女子個人対抗ダブルス
BS・・・ 男子個人対抗シングルス

GS・・・ 女子個人対抗シングルス
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競技上の注意

競技審判上の注意

[全般的事項]

1. この大会は、 (公財)全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成 24年度 (公財)日本バ トミントン協会

10

競技規則、大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。

審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジヤッジは、学校対抗では準々決勝、個人対抗では準決勝より

つけるものとします。その他の試合においては原則としてつけません。

選手は試合開始予定の 1時間前までには会場に到着し、必ず「受付」を済ませてください。

競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。

試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコー トを変更することがあります。コールには十分注意をし

てください。

試合を連続して行う場合のインターバルは次の通りです。

<学校対抗> 学校対抗が連続する時は、 30分 とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は、 20分とします。
各試合 (マ ッチ)のインターバルは次の通りです。

○ すべてのグーム中に、一方のサイ ドのスコアが 11点になつたとき、 60秒を超えないインターバルを認めます。
(選手は 20秒前にはコー トに入ること)
〇 第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間には 120秒を超えないインターバルを認めます。(選
手は 20秒前にはコー トに入ること)
インターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に 2人までです。主審の「(コ ー ト番号)20秒 」で、コー
トから離れてください。なお、コーチングン~卜 を設けます。

個人対抗単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
その際のシャトルは、大会本部が用意します。

試合 (マ ッチ)中の水分補給、汗ふきなど主審の許可を得てください。なお、水嚢の使用は、インターパル中のみと
します。

○ 容器は倒れてもこばれないスクイーズボ トルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れてください。

○ 水嚢は、ベンチ、コーチングシー トで保冷バックなどに入れ、保管してください。

サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。

主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。

次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 (競技規則第 16条 )

○ 息切れなど、体力回復等の遅延に関わる行為、又は、ア ドバイスを受けるためにプレーを遅らせる行為。

○ 主審の許可なしにコー トを離れること。

○ 故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。

○ 審判員や観客に対して横柄な振る舞い、下品で無礼な態度、言動。

○ 見苦しい着衣でプレーをする。

○ ラケットや身体でネットなどのコー ト施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振る舞い。

競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入ったシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。

(背面の文字は明確に判読できるもの)

競技中の怪我や病気は、主審が判断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に従うことになります。

審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合には、次のサー

ビスが為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、団体戦においては、当該選手と監

督、個人戦においては、当該選手に限ります。 (監督は「IDカ ー ド」を必ずつけてください)

選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)と も握手することを心がけてください。

会場により会場ルールが設けられている会場があります。

競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモー ドにしてください。また.競技フロア内での携帯電話

の使用は、一切認めません.

その他は監督会議における打ち合わせ事項に準じます。

11

12

13

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20
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[学校対抗に関する事項 ]

1. 監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとし、以後の変更は一切認められません。
2. タイムテープルの次に指定する試合に出場するチームに限り、当該日の試合開始前に競技会場コートでの練習を認めます。

試合開始時刻 9:30～ (先番 )→  練習時間 (10分間)8120～ 8:30

試合開始時刻 9:30～ (後番 )→  練習時間 (10分間)8:30～ 8:40
3. 初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審が直接手渡します。
4. オーダー用紙は、 6枚複写で記入し、 (1)～ (5)を提出し、 (6)を 自校で保存します。
5. オーダー用紙は試合開始の 30分前に、封簡に入れオーダー交換所に提出をしてください。なお、対戦校立ち会いの

もとでオーダー交換を行いますので、時間厳守てお願いします。

6. 定時 (指示のあった時刻)までにオーダー用紙の提出が無いときには「棄権」とします。
7. エントリーをしている者 (監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5～ 7名 )は、試合開始 15分前に選手

集合所に集まり、係員の指示に従ってください。

8. ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
9. 入場は、主審の誘導により、組み合わせ番号の先番チームからとします。
10. 試合開始前の練習は、試合ごとに、あいさつの後、主審の指示に従って 3分間とします。

11. 試合は 1回戦より2～ 3コ ー ト並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して試合をする場合のインター

バルは 10分とします。

12. 試合は勝敗決定 (3マ ッチ先取)後、打ち切りとします。

13. 勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカー ドに続いて整列し、勝利チームから退場

をしてください。

[個人対抗に関する事項 ]

1. 選手の変更はいかなる場合でも認められません。
2. タイムテープルの次に指定する試合に出場する選手に限り、当該日の試合開始前に競技会場コートでの練習を認めます。

試合開始時刻  9100～  → 練習時間 (10分間)8:00～ 8:10

試合開始時刻  9150～  → 練習時間 (10分間)8:10～ 8:20

3. 選手は試合開始 10分前に選手集合所に集まり、係員の指示に従ってください。

4. 入場は、主審の誘導により、組み合わせ番号の先番選手からとします。
5. 試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従って、 3分間とします。
6. 勝敗が決定したら対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカー ドに続いて整列をし、勝者から退場をしてく

ださい。

一般上の注意

各競技会場とも、開場は午前 7時 50分です。

競技者は会場到着後、 IDカ ー ドを着用の上、「受付」を済ませてから入場してください。

各競技場とも、係員の指示や会場の表示に従って、外履きと上履きの区別をつけてください。

競技フロア内での飲食やクーラーボックスの持ち込みを禁止します。但し、学校対抗の際、ベンチでの水分補給を認

めます。濡れた場合は、各校の責任できれいにしてください。

部旗 。応援旗を使用する際には、競技に支障がないように配慮をお願いします。なお、大会本部が競技や大会運営に

支障があると判断した場合は、指示に従って撤去してください。

応援の際、競技に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパ、笛などの鳴り物、うちわ、

メガホンなどを利用した応援は禁止します。競技に支障があると競技役員長が判断した場合は、競技規則に基づき厳

正に対処します。

フラッシュ・ス トロボを用いての写真撮影は禁止します。また、会場施設内の電源 (コ ンセント)の使用は禁上します。

ご協力ください。

ゴミは各自で責任を持って処理をし、「可燃物ゴミ」「不燃物ゴミ」「ビン」「カン」「ペットボ トル」の分別収集に

協力をお願いします。「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。

競技中の疾病・傷害については応急処置のみ主催者で行いますが、その後は各自で処置をしてください。

防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行ってください。

競技会場で 2階の観覧席から応援する場合、フロアヘの落下事故防止のため、最前列は着席して応援してください。

また、通行に支障が生じる通路での応援も配慮をお願いします。

9

10

11
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平成 24年度 全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯
第 63回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

男子学校対抗 組合せ表 (BT-49)

埼   玉   栄

安 芸 府 中

大   町   北

西       陵

城      東

秋       田

東 大 阪 大 学 柏 原

勝       山

甲 斐 清 和

聖ウルスラ学院英智

柳  井  商  工

沖 縄 水 産

岡 崎 城 西

旭  り|1 実  業

常 総 学 院

九州国際大学付属

神 戸 村 野 工 業

伊       東

高 岡 第 一

水 島 工 業

日 章 学 園

高   松   東

那    賀

横       浜

東 奥 学 園

埼  玉 )]

広  島 )2

長  野 )3

長  崎 )1

徳  島 )5

秋  田 )6

大  阪 )7

福  井 )8

山  梨 )9

宮  城 )10

山  口 )H

沖  縄 )12

愛  知 )13

北北海道 )14

茨  城 )15

福  岡 )16

兵  庫 )17

静  岡 )18

富  山 )19

岡  山 )20

宮  崎 )21

香  川 )22

和 歌 山 )23

神 奈 川 )24

青  森 )25

16 1ヽ 17
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津

立 岐 阜 商

葉  敬

代

良 大 学 附

知

本  学

東  第

幌  第

児 島 商

勢 崎 清

暁

子

都  宮

沢 市 立 工

分

叡

福  島 )

佐  賀 )

島  根 )

岐  阜 )

千  葉 )

福  井 )

熊  本 )

新  潟 )

奈  良 )

高  知 )

山  形 )

東  京 )

南北海道 )

京  都 )

鹿 児 島 )

群  馬 )

二  重 )

愛  媛 )

鳥  取 )

栃  木 )

石  川 )

岩  手 )

大  分 )

滋  賀 )

18

19

20

21

22

24

34

35

36

12

41

15

.lヽ

39

40

41

26

27

29

31

32

10

11

12

13

14

15

16

1

6

8

26富

27唐

28大

29県

30千

01足

32人

331ヒ

34奈

35局

36山

37関

38本 L

39乙

40鹿

41伊

43新

44米

_‐■。~■

46金

4'前

48大

49 1ヒ

岡

南

東

業

愛

]]

東

越

属

西

園

副||

業

明

田

」ヒ

南

業

沢

西

山

9

3「

33

17
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平成 24年度 全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯
第 63回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

女子学校対抗 組合せ表 (GT-49)

富 士 官 北 (静 岡 )

秋   田   北 (秋  田 )

園  田  学  園 (兵  庫 )

常 総 学 院 (茨 城 )

九州 国際 大学付 属 (福   岡 )

文 化 学 園 長 野 (長  野 )

鳥 取 敬 愛 (鳥 取 )

2

1

6

1ヽ

21

23

21

i34

.35

12

.13

(38

40

41

ビ|ヽ

27

ゼH

21)

1,0

31

1,2

10

11

12

13

||

15

16

26埼   玉   栄 (埼  玉 )

27山 本 学 園 (山 形 )

28柳 井 商 工 (山 口 )

29高 松 第 一 (香 川 )

30皇   學   1館 (二  重 )

31玉 名 女 子 (熊 本 )

32四 天 王 寺 (大 阪 )

山 (福  井 )

訓 (京   都 )16

1勝

コ

38富 山国際 大学付属 (富   山 )

34旭  り|1 実  業 (北 北海道 )

35鹿 児 島 女 子 (鹿 児 島 )甲 斐 清 和 (山 梨 )Ю

高   知   南 (高   知 )ll

ザ (沖   縄 )12

松 徳 学 院 (島 根 )‖

滋賀短 期大学 附属 (滋   賀 )

川 崎 総 合 科 学 (神 奈 川 )15

36作 新 学 院 (栃 木 )

37富

40添

岡 (福   島 )

聖 ウルスラ学院英智 (官   城 )]3 38金 沢 向 陽 (石 川 )

09佐 賀 女 子 (佐 賀 )

16 lS
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上 (奈   良 )

群業商７
一
コヽ
一
市生桐

乙

新

諌

と

新

前

西

別

安

潟  青  陵 (新  潟 )17 42蒲  田  女  子 (東  京 )

13倉  敷  中  央 (岡  山 )

41城 東 (徳   島 )

“
武 生 商 業 (福 井 )

45宮 崎 商 業 (宮 崎 )

16岡 崎 城 西 (愛 知 )

馬 )

1ヽ 耐 久 (和 歌 山 )

わ の 森 三 愛 (南 北海道 )19

早  商  業 (長  崎 )18

田 (愛  媛 )20

沢 (岩  手 )21

武 台 千 葉 (千  葉 )22

府 鶴 見 丘 (大  分 )23

芸  府  中 〈広  島 )24

阜 )=5

49青  森  山  田 (青  森 )

岐業商阜岐一ι
コ
ヽ
一

県

ヽ
'

25

1,7

3(3
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男子個人対抗ダブルス 組合せ表 (BD-98)

田

日
　
本
　

晰

高
　
新
　
＾
「
　

高

り

` 
田

鍋 島

森 下

古

岩 川

贅

達

潤

|千

怜

雄

"lk

翔

拓

隼

途

夢 之

義

雄

農

斗・松 居

也・膀 瑞

也・福 岡

晃・早 川

基 ウIヽ  ′||

央・藤 井

介・平 丼

晃・渡 邊

太・書 藤

郎・岩 渕

也・女 藤

彦・黒 岩

介・西 川

樹・後 藤

亮・新 倉

走・ 常 山

仁 、米 谷

■・ 口 原

改・本 社

エ ツ lヽ 西

肇・ 山 峙

郎・武 井

吾・ 上 原

太・ 高 橋

実・ 服 部

史・ 高 橋

規・ 塚 本

也・ 野 村

輝・ 水 日

亮・ 吉 ロ

介・ 渡  ‐

仁・ 西 脇

馬¨ 堀

樹・ 窪 ロ

新・ 上 野

司・ 森 口

綺・ 岡

人・渡 部

司 」11 峙

吾・近

太・橋 本

太・ 日

斗・ 宮 嶋

■ ―

浩

祥

大

航

湧

責

貴

尚

貴

隼

聖

裕 次

■

■

幹

拓

翔 太

尋

遥

敬

雄

正

雅

秀

歩

耕

陸

恭

拓

邊

悠

正

周

貴

慎

村

. 翔

優

本

隼

高

航 大

智

丼  砂

L  勇

本  智

山

本  腱

本 健 太

渡  裕

瀬  世

in 彩

村  圭

口

丼  大

村  健

石

村  大

葉  信

日  ,

部  雄

口

瀬  拓

優

田  和

山 ★

津
"1円

1

福  修

村

崎  孝

田 薄

本  恭

川

林  優

倉  義

平  贅

嶋 腱 太

内 槙

本  侑

口 友

乙 女 拓

狩  光

森 園 隆

藤  有

丼  大

山  主

本  聖

野 秀

瀬

塚1 智

沢  郁

L 拓

・ ■森 )

・ 山梨 )

・ 佐費 )

・ 奈良 )

・北北海道 )

・ 鳥取 )

・ 番り|| )

・ 福岡 )

・ 崚阜 )

・ 茨城 )

・ 秋田 )

・ 石り|| )

・ 長崎 )

・ 東京 )

・ 着手 )

・ 福井 )

・ 兵庫 )

・ ■知 )

・ 千葉 )

・鹿児島 )

・ 愛嬌 )

・ 山口 )

・ 富山 )
・ 泄贅 )

・ 熊本 )

・ 栃木 )
・ 宮城 〉

・ 島根 )

・ 商知 )

・ 長野 )

・ 福島 )

・ 和欧山 )

・ 沖綱| )

・ 神奈川 )

・ 二重 )

・ 岡山 )

・南北海道 )

・ 群馬 )
・ 京都 )

・ 宮崎 )

・ 0岡  )

・ 福井 )

・ 大阪 )

・ 徳島 )

・ 山形 )

・ 大分 )

・ 広島 )

・ 新潟 )

・ 埼玉 )

郎 〈

之 く

平 〈

地 〈

平 (

真 〈

大 (

宏 (

吾 〈

文 (

佑 (

也 〈

郎 〈

売 〈

斗 〈

太 く

稔 〈

朗 (

■ (

介 (

太 (

佑 (

太 (

幸 (

治 (

ケ (

太 (

人 (

兵 (

真 (

黎 (

斗 (

伸 (

斗 (

弘 (

司 (

翼 (

大 (

也 (

哲 く

弥 (

翔 (

良3(

編 (

凛 (

食3(

賢 〈

大 (

太 (

官     岡

高  知  西

都     賀

伊 勢 崎 清 明

西     陵

安 芸 府 中

高 岡 第 一

水 島 工 業

伊     東

前     沢

常 総 学 院

唐  津  南

比  叡  山

県 立岐阜 商業

千 葉 敬 愛

東大阪大学柏原

全沢市 立工業

日
=学

国

旭 '|1 実 業

高 松 商 業

大    東

関 東 第 一

沖 縄 水 産

,11  形  南

足     羽

聖ウルスラ美智

法政 大学 第二

城     東

神 戸村野 工業

別 府

“

見 丘

札 幌 第 一

1ヒ     越

名 経 大 市 郎

′ヽ  代  東

作 新 学 院

来  子  北

東 央 学 回

新     田

京 都 両 洋

靱 井 商 工

福 井工大福丼

鹿 児 島 商 業

埼  玉  栄

伊 勢 工 業

秋 田 工 業

甲 斐 ,百  和

奈 東大学附属

蕪     南

自 由 ケ 丘

・ 福島 )l

・ 高知 )2

・ 和歌山 )3

・ 群馬 )4

・ 長崎 )5
・ 広島 )6

・ 富山 )7

・ 岡山 )8

・ 静岡 ),

・ 岩手 )1。

・ 茨城 )11

・ 佐賀 )12

・ 滋賀 )13

・ 岐阜 )14
・ 千葉 )lS

・ 大阪 )16

・ 石り|| )1,

・ 宮崎 )]`

・北北海道 )1,

・ 香
"| )20

・ 島根 )21

・ 東京 )22

・ 沖縄 )23
・ 山形 )24

・ 福丼 )26

・ 宮城 )26

・ 神奈り||)27

・ 徳島 )28

・ 兵庫 )"

・ 大分 )30

・南北海道 )31

・ 新潟 )32

・ 霙知 )33

・ 熊本 )3(

・ 栃木 )35

・ 鳥取 )“

・ 書森 )37

・ 愛嬢 )∞

・ 京都 )●

・ 山口 )40

・ 福井 )4〕

・ 鹿児島 )42

・ 埼玉 )43

・ 二重 )“

・ 秋田 )45

・ 山梨 ):o

・ 奈良 )07

・ 長野 )48

・ 福岡 )(9

60海

51滝

52近

“
山

“
佐

55林

66大

57大

"中

59サ ||

慎 吾

亮 太

俊 樹

洋 日

満 確

理 貴

直 人

季 生

雅 教

泰

裕 貴

凌

健 太

■ 森 山 口

甲 府 商 業

唐 津 工 業

奈 良大学 附属

旭 り|1 工 業

米  子  北

高 松 第 一

自 由 ケ 丘

大  垣1  西

常 総 学 院

大 館 鳳 喘

金沢市立工業

西     陵

関 東 第 一

前     沢

勝     山

社

曖 工 大 名 電

千 葉 敬 贄

鹿 児 島 商 業

新     田

柳 井 商 エ

高 岡 第 一

比  叡  山

′ヽ  代  東

宇 都 宮 南

聖ウルスラ美智

大    東

土     佐

大  町  北

宮     岡

田     辺

糸     満

川崎総合科学

皇  學  館

水 島 工 業

札 幌 第 一

伊 勢 崎 清 明

乙      調

口 章 学 園

,     東

勝     山

東大阪大学柏原

城    東

山 本 学 園

大  分  西

福 山 工 業

北   越

埼  玉  栄

谷

川

藤

埜

藤

谷

7[

星

岡

疇

駒

井

岡

森

西

松

唐

高

大

中

荒

竜〈

人〈

宏 〈

翼〈

太〈

朗 〈

基 〈

惑 〈

人〈

● (

椋 (

“

〈

吾〈

涼 〈

均 〈

太く

大〈

貴 (

担 (

也 (

太 (

樹 (

之 (

史 (

平 (

■ (

浩〈

■ (

平 (

崚 (

吾 〈

己 〈

矢 (

郎 (

哉 (

也 (

輛 (

也 (

■ (

平 (

智〈

翔 (

税 (

太〈

彰〈

■ (

貴 (

じ (

斗〈

遠 藤

山 口

小 形

村 瀬

稲 川

瑞 丼

下

ω」ヽ 玉

61ロ

62松 村

“
細 口

“
菊 地

“
石 川

“
竹 村

。1高 橋

“
■ 藤

。9検 島

i07,1内

7]古 川

72松

'3河 崎

7`田 中

75日 山

76浅 原

77岸 野

,8高 橋

,9太  田

∞ 保 木

31弓 倉

"玉
城

80書  ロ

84人 谷

“

福 田

“
二 技

87栞 原

“
吉 田

89山

∞ m 中

91千 京

"常
山

“
熊 村

"田
中

%′
1ヽ 野

%藤 尾

97池 田

田 金 子

裕 太・木

未 成・近

翔 夫・戸

佑 典・渡

謙 太・福

将 幸・勢

達 哉・東

優 太・桐

光

慎 二・ 興

吉  田

長 金  利

吉  ,||

畠  山

小  村

占
'|1英
太

神 谷  真

工 1・ 嵐 隆

南 京  孝

菅 原  栄

栞  原

松 崎  慎

成 松  ―

佐 藤 宏

水 間  陽

内 藤 智

石 塚1 巧

樋 口 =

大  堀

稲 迪  勇

二 浦  光

吾 野  文

松 浦  健

桐 iΠ  啓

勝 矢  悠

中 十1 洸

高 野  将

中 村  友

佐 藤 優

古  屋

松 島  翔

口  口

原 「, ク,

哺・中

'

祐

祐

利 希

嵩

京

浩

卓

壼

崚

唯

卓

カ

遼

贅

下

航

拓

明

康

責

翔

昌

拓

祐

聖・奥

也・ 中

哉・篠

志・丼

平・柿

平・早

朗 ′Iヽ

也・ 弓

星■西

洋・鹿

斗・竹

郎・ 岡

起・ 山

太・ 早

矢・ 大

京 ウlヽ

平・ T

寛・石

良・ 畠

利・篠

志 ツ」ヽ

太・ ―

樹・君

馬・ 中

樹・井

瀬
　
一●

力
　
輪駿

田

助・菅  原

玲・榎 戸  拓

太・大  場

樹・岩 口 知

巳・成 宮  勇
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渡 ▲ あ か

口 村 泉

金 城 あ さ

鈴 木 里

都 集 奈

機 本 美

寺 川 桃

綿 矢 汐

和 口 真

木 村  安

岡 田 炒

我 妻 美 沙

鈴 木 麻

中 村 麻

前 野 汐

清 水 美

原 沙 轟

検 山 文

木 戸  美

北 上 詩

久 木 崎 壼

重 信 萌

石 椰 田 弓

藤 口 麻

早 川 炒 保

宮 崎 み な

小 林 加

小 口 沙 弥

阿 部 美 沙

口 中  瑞

小 松 鮎

伊  澤

藤 井  優

岸 上 紗

井 上 菜

伊 逮 は る

長 谷 川 由

小 見 山

“

柄 友

麻 生 真 以

前 日 悠

春 木 真

芹 澤 妃 那

泥 川 佳

入 江 未

黒 子 友 里

山 川 莉

金 澤  加

宮 浦  玲

勝     山

市 口 女 子

諫 早 商 業

夙 り|1 学 院

御 段 場 西

札 幌 静 修

玉 名 女 子

作 新 学 院

文化 学固長野

城     東

青 森 山 口

・ 埼玉 〉 1

・ 岩手 )2

・ 沖縄| )3

・ 富山 )4

・ 高知 )5

・ 和歌山 〉6

・ 愛知 )7

・ 福井 )8

・ 大分 )9

・ 鳥取 )1。

・ 茨城 )1〕

・ 官城: )!2

・北北海道 )13

・ 福岡 )14

・ 群馬 )15
‐ 島根 )16

・ 愛媛 )17

・ 岐阜 )18

・ 大阪 )19

・ 新潟 )20

・ 鹿児島 )21

・ 山口 )22

・ 神奈り11)20

・ 滋賀 )24
‐ 福島 )25

・ 宮崎 )26

・ 二重 )27

・ 広島 )28

・ ;メ ロ )2

・ 奈良 )∞

・ 千葉 )31

・ 香川 )32

・ 山形 )33

・ 京都 )34
・ 山梨 )3S

・ 佐賀 )"

・  石り|| ),

・ 岡山 )3

・ 福井 ),

・ 東京 )40

・ 長崎 )41

・ 兵庫 )42

・ 静岡 )43

・南北海道 )14

・ 熊本 )15

・ 栃木 )46

・ 長野 )17

・ 徳島 )48

・ 青森 )19
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A沙 奈

口 紗 由

浦 未

部 優

木  ●

本 理

西  ■

西  見

口 み な

■ ■

石

都 宮 茉

田

添 麻 依

口 希

中  芹

澤 美 沙

口 看 菜

堀

佐 耶

口 瑠

口 莉

地 番 奈

野  黎

池  紗

田 佳

間  優

田 彩

森  朱

保 口 法

瀬  ■

口 掟

町 理 紗

田 愛 理

野  菜

々 木

村  朱

城

澤 明 佳

藤

口 麻

橋 久 澤

本  律

力1 佳

疇  梨

丸  萌

瀬  法

口 紗

口 彩

ね・瀬 り|| 夕
`子

(

美・久 保 口 夏 菜 (

ひ・日 場  曖 佳 (

饉・永 井 曖 加 (

・々山  本  朋 (

晴・川 嶋  咲 稀 (

音・寺 川 琴 音 (

里・上 国 優 利 愛 (

依・嶺     和 (

里・口 島 優 佳 (

季・山 下 祐 子 (

紀・山  本  調 (

友・佐々木 柚里菜 (

裕・金  森  望 (

■・前 野  汐 莉 (

■・井 口 麻 友 〈

乃・豊 口 玲 奈 〈

香・沐  千  里 く

咲・今 井  優 歩 〈

歩・桑 原 花 菜 〈

希・堀 口 彩 加 〈

夏・福 本  涼 香 (

技・中 家  好 美 (

子・三 津 ワ|1有 美 (

里・早 口 砂 希 (

み・定 宗  瑠 莉 〈

奈・山 岡  夕 記 く

香・大 橋  梨 乃 (

紀・照 井 あ す か 〈

苺・松 口 結 首 (

実・岡  部  疇 (

菫・稲 澤  美 奈 (

香・伊 :藤  由 手 〈

帆・蔭 山 千 波 (

月・濱 口 真 衣 (

力‐毛 利  未 佳 (

季・星  千  智 (

彩・加 藤  美 幸 〈

美・中 村  美
“

(

子・塩 原 未 来 (

希・松 本  悠 里 〈

奈・山 中 春 希 (

子・勝 俣 莉 里 香 (

那・篠 苅  莉 菜 (

来・橋 村 有 加 里 (

奈・林  理  菜 (

歩 切 平ヽ 安 佳 望 (

奈 ウ1ヽ 原 美 咲 く

奈・永 原 和 可 那 (

埼  玉  栄

専修 大学 北上

コ     ザ

富山国際大付属

高  知  南

那     賀

星     城

勝     山

別 府 鶴 見 丘

境

石 岡 第 一

聖ウルスラ美智

旭 サ|1 実 業

九州国際大付属

桐 生 市立商業

松 徳 学 院

新     口

県 立崚 阜 商業

四 天 工 寺

新 潟 青 陵

鹿  児  島

枷 井 商 工

川崎 総合 科学

夫 津 商 業

富     岡

宮 崎 商 業

暁

安 芸 府 中

検 手 城 南

添     上

西 武 台 千 葉

高 松 商 業

山 形 城 北

乙      訂||

甲 斐 清 和

50島 口 き ら ら・上

51高 橋  李 奈・金

52山 田 水 基 恵・松

53工 藤| ひな子・本

54阿 部  聖 奈・鈴

55上 坂 千 葉 未・松

56奥 原  ,希 望・中

57弘  瀬1 文 ツ」ヽ

い財  津  穂・平

59辻  場  貪・矢

∞小 沐  莉 菜・古

61情 原  み き・宇

62山 ロ ソ コカ・松

60中 西  理 結・川

“
石 サ|1 可 奈・篠

“
山 口 千 晴・山

“
川 越  愛 奈・松

67今 林  里 沙・牟

68大  堀  優・大

69光 延 亜 衣 里・宗

70若 山 佳 織・川

71須 甲 望 美・谷

72田 岸  美 幸・菊

73久 枝  り な・伊

'4鳥
居  彩 乃 ウlヽ

75塚 本  祥 子・久

76外  間  結・外

77片 桐  悠 夏・桶

78徳 本  莉 穂・吉

79中 村 真 瑠 美・久

“
松 本  麻 佑・長

81画 尾  千 空・寺

82長 谷 力1琴 音・関

“
太 口

"1真
希・山

“
高 橋  令 奈・菅

“
鈴 木  沙 力・佐

“
上 野  亜 実・中

87森  み ず 徳・結

田佐 ′|1 珠‐紀・長

89菅 生  愛 也・佐

9。 鈴 木  知 夏・西

91櫻 本  絢 子・三

92安 部  美 里・橋

98■  山  巴・古

94秋 田 知 咲・岡

95′

'ヽ

山 美 星・金

96原 田 祐 里・深

97栞 原  瑠 美・武

98伊 藤  月 規・廣

青 森 山 口・ ■森 )

名 経 大 市

“

・ 愛知 )

武     生・ 福井 )

聖 心 ウル スラ・ 富綺 )

甲 斐 清 和・ 山梨 )

帯 広 大 谷・北北海道 )

大  宮  東・ 埼玉 )

情 和 女 子・ 商知 )

諫 早 商 業・ 長崎 )

柳 井 商 工・ 山口 )

新 潟 青 陵・ 新潟 )

口 日 学 国・ 兵庫 )

宙山国際大付属・ 富||! )

皇  學  館・ 二重 )

伊 勢 崎 清 明・ 群馬 )

京 都 外 大 西・ 京都 )

●1  岡  北・ 山形 )

鹿 児 島 女 子・ 鹿児島 )

宙     岡・ 福島 )

佐 賀 女 子・ 佐贅 )

生     回・ 神奈川 )

大 津 商 業・ 滋賀 )

清 水 ヶ 丘・ 広島 )

新     口・ 彙媛 )

聖ウルスラ英智・ 宮城 )

城     東・ 徳島 )

石     り||・  沖縄 )

西 武 台 千 葉・ 千葉 )

金 沢 向 陽・ 石川 )

添     上・ 奈良 )

とわ の 森 三 愛・南北海道 )

九州国際大付属・ 福岡 )

作 新 学 院・ 栃木 )

富 士 宮 北・ 静岡 )

松 徳 学 院・ 島根 )

勝     山・ 福井 )

県 立崚 阜 商業・ 岐阜 )

四 天 工 寺・ 大阪 )

常 総 学 院・ 茨城 )

秋  田  北・ 秋田 )

大  分  西・ 大分 )

鳥 取 敬 愛・ 鳥取 )

高 松 第 一 香川 )

前     沢・ 岩手 )

倉 敷 中 央・ 岡山 )

松 商 学 園・ 長野 )

耐     久・ 和歌山 )

日本橋 女 学館・ 東京 )

玉 名 女 子・ 熊本 )

絵

美

歩

奈

里

沙

映

歩

み

奈

悠

佑

蒼

子

望

里

希

子

彩

香

花

来

子

菜

葉

奈

花

乃

里

子

奈

香

子

佳

彩

里

杏

里

想

莉

美

香

奈

紗

子

子

貴

花

佐

金

含

子
　
陽
　
央

女
　
向
　
中

質

　
沢
　
敷
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平成 24年度 全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯
第 63回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

男子個人対抗シングルス 組合せ表 (BS-98)

埼  玉  栄・ 埼玉

津    ・ 二重

埼玉拓

航

慎

真

拓

　

悠

祐

嵩

祐

拓

浩

明

貴

遼

慶

啓

裕

祥

直

謙

恭

健

上

岡

崎

谷

原

　

矢

口

野

山

口

田

山

藤

原

倉

口

地

田

江

藤

ロ

井

濱

松

神

菅

林

勝

溝

岸

田

原

太

常

遠

栞

弓

桐

菊

新

大

齋

水

宏

貴

圭

卓

慎

藤

中

藤

田

田

佐

田

後

福

細

達

崚
　
翔

形
　
田
　
部

小
　
上
口
　
渡

将

真

拓

耕

優

邊

島

尻

戸

川

林

渡

横

河

榎

小

小

斗

平

也

吾

海

太

太

太

志

也

巳

平

良

裕

太

也

吾

太

基

人

太

兵

亮

亮

良F

星

平

平

大

輝

貴

自β

稀

人

寛

治

朗

翼

彦

洋

大

黎

幸

静

良|`

汰

吾

徳島

沖縄

宮城

広島

太 (

巳 (

哉 (

和 (

也 (

走 (

貴 (

太 (

竜 (

晃 (

司 (

貴 (

朗 (

人 (

京 (

嗣 (

介 (

翼 (

改 (

行 (

真 (

泰 (

樹 (

人 (

輔 (

玲 (

樹 (

平 (

凌 (

平 (

換「  (

偵3 (

朗 (

翔 (

哉 (

介 (

竣 (

貴 (

嗣 (

聡 (

平 (

太 (

輝 (

樹 (

人 (

也 (

輔 (

新 (

斗 (

55下

66林

57成

58カロ

59高

60松

61小

62木

63藤

64山

65山

“
高

67岡

68吉

69藤

70藤

71川

72稲

73木

71河

75古

76近

77日

78日

福井工大福井・ 福井
旭 り|1 実 業・北北海道

島根

栃木

福岡

大  町  1ヒ 。 長野

東大阪大学柏原・ 大阪

北     越・ 新潟

城

沖

聖

呉

大

宇

自

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

2

4

7

10

11

12

13

61

東

産

園

田

水

学

津

縄

和
　
二

東

南

丘

宮
　
ケ

都

由

14

15

16

17

18

20

21

22

23

24

26

26

27

28

29

30

31

32

33

34

36

37

38

10

11

42

43

44

45

16

47

48

19

|,7

21

213

:6

50西

51伊

52江

53筑

51鍋  島  達

埼  玉  栄

沖 縄 水 産

新 発 田 商 業

花 北 青 雲

高  知  西

東大阪大学柏原

米  子  北

自 由 ケ 丘

山形 市立 商業

伊 勢 崎 清 明

京 都 両 洋

名 経 大 市 屯

`
高  松  東

相 模 田 名

日 章 学 園

奈 良大 学 附属

高 岡 第 一

東 奥 学 園

旭 サ|1 実 業
人  代  東

安 芸 府 中

常 総 学 院

県立岐 阜 商業

勝     山

比  叡  山

甲 斐 清 和

唐 津 工 業

伊     東

金 沢 市立 工業

水 島 工 業

関 東 第 一

新     田

大  分  西

勝     山

聖ウルスラ英智

大  町  北

大     東

横 手清 陵 学院

西 武 台 千 葉

神 戸村 野 工業

西     陵

暁

柳 井 商 工

城     東

鹿 児 島 商 業

耐     久

作 新 学 院

官     岡

拳

拓

達

本

波
　
ロ

後

農

理
　
勇

壮

谷

富

藤

俊

航

藤

中

田

浦  健

笠  裕

村 大 二

野  琢

下

埜  洋

崎  雄

村

川

慶

井  湧

綺

川  義

村  健

崎  駿

屋

光

航

英 太

遼 太

拓

大

利 希

陽

川

淳

尚

村

駿

健

莉

沖縄

新潟

岩手

高知

大阪

鳥取

福岡

山形

群馬

京都

愛知

香川

神奈川

宮崎

奈良

富山

青森

長野

島根

秋田

千葉

兵庫

長崎

二重

山口

徳島

鹿児島

和歌山

栃木

福島

伊 勢 崎 清 明・ 群馬 )
田     辺・ 和歌山 )
柳 井 商 工

前     沢

西     陵

高 松 第  ―

千 葉 敬 愛

神 戸村 野 工業

別 府 鶴 見 丘

山 本 学 園

県 立岐 阜 商業

水 島 工 業

関 東 第 一

秋     田

高  知  南

日 章 学 園

比  叡  山

金沢 市立 工業

乙     訓|

常 総 学 院

青 森 山 田

岡 崎 城 西

′ヽ  代  東

足           羽

米  子  北

奈 良大学 附 属

||1口

岩手

長崎

香川

千葉

兵庫

人分

山形

岐阜

岡山

東京

秋田

高知

宮崎

滋賀

石川

京都

茨1:裁

青森

愛知

熊本

福井

鳥取

奈良

唐  津  南・ 佐賀 )
川崎総合科学・ 神奈川 )

新     田・ 愛媛 )

札 幌 第  … 南北海道 )
鹿 児 島 商 業・ 鹿児島 )

高 岡 第  一  富山 )

甲 斐 清 和・ 山梨 )

科 学 技 術・ 静岡 )

富     岡・ 福島 )

・ 北北海道 )

熊本

広島

茨城

岐阜

福井

滋賀

山梨

佐賀

静岡

石川

岡山

東京

愛媛

人分

福井

官城

札 幌 第 一・南北海道 )

佐 々 木 秋

稲 盛  悠

小 森 園 隆

官   雄

荒 井  大

大 狩  光

島 倉 賢 大

川 音  勇

北 村  元

西   智

服 部  秀

松 本 健 太

森  山

79松  岡
8。 吉 川

8]日 本

32吉 村

83石  井
84浅 原

85水  間
86早

87井  田
88佐  藤
89上

∞原

91松

92山

93桐

94野

95勢

96花

97大

田

|す

川

和

陸

拓

公

田

村

瀬

野

堀

-46-
98桃  田  賢



平成 24年度 全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯
第 63回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

女子個人対抗シングルス 組合せ表 (GS-98)

奥 原  希 望

有 田 和 佳 奈

橋 口  夏 季

古 ′|1 佳 奈

中 村 真 瑠 美

長 谷 川 由 季

重 イ言 萌 夏

佐 々木 柚 里菜

宮 崎 み な み

中 家  好 美

大  堀   優

小 山  朋 恵

上 野  亜 実

久 枝  り な

柿 本  由 乃

山 り|1 莉 歩

結  城   杏

二 橋 久 瑠 美

柳   郁  美

鈴 木  沙 知

川 添 麻 依 子

大  官  東

土     佐

鹿 児 島 女 子

前     沢

添     上

金 沢 向 陽

柳 井 商 エ

旭 り|1 実 業

宮 崎 商 業

川崎 総 合 科学

富     岡

大     東

県立岐 阜 商業

新     田

大  分  西

文化学 園 長野

四 天 王 寺

鳥 取 敬 愛

西 武 台 千 葉

勝     山

皇  學  館

乙     訂||

佐 賀 女 子

常 総 学 院

聖ウルスラ英智

九州国際大付属

耐

清 水 ヶ

邊 あ か

葉  美

倉 知 百

本  理

津

上  紗

沙 稀

谷 川 琴

村

乙      訓

新     田

作 新 学 院

富山国際大付属

鹿 児 島 女 子

新     屋

勝     山

鳥 取 敬 愛

伊 勢 崎 清 明

高 田 商 業

聖ウルスラ英智

聖 心 ウル スラ

東京 学館 新 潟

九州国際大付属

県立岐 阜 商業

夙 り|1 学 院

城     東

甲 斐 清 和

青 森 山 田

金 沢 向 陽

鶴  岡  北

滋賀短 大 附属

埼玉  )

高知  )

鹿児島 )

岩手 )

奈良 )

石川  )

山口 )

北北海道 )

宮崎  )

神奈川 )

福島 )

50渡

51稲

52石

53松

54財

55岸

56原

57長

58中

59今

6。 佐

61員

62櫻

63篠

“
谷

65我

“
本

67阿

68松

69中

70望

71金

72井

73大

'4星
75松

76北

77井

78宮

79加

80峰

81中

82石

83+

34高

85廣

86森

8'小

88小

89芹

∞外

91松

92山

93小

94光

95山

06上

97大

98大

埼玉 )

二重 )

島根 )

北北海道 )

長崎 )

京都 )

愛媛 )

栃木 )

富山 )

鹿児島 )

秋田 )

福井 )

鳥取 )

群馬 )

奈良 )

官城| )

宮崎 )

新潟 )

1

2

3

4

5

6

7

8

11

12

13

14

16

16

17

18

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

.〕 7

じ1

27

32

ね

奈

希

沙

穂

帆

乃

音

幸

沙

花

美

子

望

奈

紀

奈

英

美

里

生

奈

月

美

智

希

乃

沙

由

幸

美

華

枝

由

咲

花

穂

実

里

子

花

佑

朋

菜

里

夏

瑛

蛍

彩

埼

皇

松

帯

諫

関

佐

耐

華

足

富

栄

館

院

谷

業

学

大

商

玉

學

徳

広
　
早

里

結

友

林

藤

柄島根

岐阜

愛媛

人分

長野

大阪

鳥取

千葉

福井

二重

京都

佐賀

茨城

官城

福岡

広島

秋田

愛知

栃木

青森

熊本

徳島

東京

滋賀

新潟

兵庫

群馬

沖縄

静岡

山形

福井

富山

香川

長崎 )

山梨 )

南北海道 )

岡山 )

95

本  約

田  希

間  美

妻 美 沙

部  優

部

ネ.¬岡英

朱

菜

加

菜

岡

村

月

澤

上

園

院

央

西

学

学

中

城

和

総

敷

崎

美
　
万
　
美

上
　
本

藤

岐阜

兵庫

徳島

山梨

青森

石川

山形

滋賀

大分

茨城

岡山

愛知

広島

戸

居

村

瀬

地

生

川

和

宗

森

鳥

中

深

菊

菅

小

田  輝  里

佐 耶 香

陽 加

彩 乃

麻 裕

法 子

香 奈 子

愛 也

由 香

晴 佳

田  麗

波 美 華

祥 子

由 希 乃
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学校対抗 記録用紙
No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名

高校高校 高校高校

複

１

複

「

一

一

一

複

２

一
一
一

複

２

一

一

一

単

１

単

１

一

一
一

単

２

一
一
一

単

２

一
一
一

単

３

一
一
一

単

３

No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名

高校高校 高校高校

複

１

複

１

複

２

一
一
一

複

２

単

１

一
一
一

単

「

単

２

一
一
一

単

２

単

３

一
一

一

単

３

一

一
一

No. 学校・選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名
校一い回高校 高校高校

複

１

一
一
一

複

１

一
一
一

複

２

一
一
一

複

２

一
一
一

単

１

一
一
一

単

１

一
一
一

単

２

単

２

一
一
一

単

３

一
一
一

単

３
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個人対抗 記録用紙
No 選 手 名 学校名 都道府県名 ス コ ア 選 手 名 学校名 都道府県名

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

一

一

一

一

一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一

一

一

一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一
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★ 開会式会場 フエニックス・プラザ

A 福井県営体育館

C 北陸電力福井体育館「フレア」

B 福井市体育館

D 永平寺緑の村ふれあいセンター

● 練 習 会 場

① 本田小学校

④ 日之出小学校
② 足羽小学校

② 湊小学校

0 和田小学校

③ 松本小学校

0 春山小学校

◎ 啓蒙小学校

①ヽ
至三国 至あわら 至全沢 至全択 至全沢
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自
動
車
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"江
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」C南
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鳴鹿―T
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観 占=
松
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ん
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競技会場アクセス図

◆福井県営体育館

福井市福町3-20
~「

EL0776-34-0960

◆フェニックス・プラザ
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競技会場アクセス図

◆北陸電力

福井体育館「フレア」

吉田郡永平寺町松岡室2卜5-3

TEL0776-61-4016

◆永平寺 緑の村

ふれあいセンター
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Δ
ｎ場△〓

△
ロ
０■
一〓
ロ 福井県営体育館 (8月 2日～ 5日 )

1階平面図

玄関

▲来賓役員入ロ

▲2階玄関ヘ
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試合会場 A 福井県営体育館 (8月 6日 )

1階平面図

玄関

▲来賓役員入ロ

▲2階玄関ヘ
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Ｄ場〈

〓
△
ロ
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〓
〓
ロ 福丼市体育館
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試合会場 B 福井市体育館

3階平面図
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試合会場 C 北陸電力福井体育館「フレア」
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０し場△〓
△
口
ユ式
二
〓
ロ 北陸電力福井体育館「フレア」

3階平面図
C階段
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試合会場 D 永平寺緑の村ふれあいセンター
1階 平面図
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月日

(曜 )

7月 31日

(火 )

8月 1日

(水 )

8月 2日

(本 )

8月 3日

(金 )

8月 4日

(土 )

8月 5日

(日 )

使用時間
8:30´ ′ヽ

16:00
8:30～
16:00

8:30′ ′ヽ

16:00
8:30～
16:00
8:30～
16:00

備考 大会初日 2日 目 3日 目 4日 目

練習会場タイムテーブル

※開会式14時～

予定

*練習会場では必ず受付を行って下さい。また、
練習コートは、1都道府県に1コート割り当てています

練習時間の調整は、各都道府県で行って下さい。
*ゴミの持ち帰りにご協力下さい。

施設名 府県名 施設名 コート番号 府県名

①
福井市
木田小学校

」ヒ北 ,毎 道

⑤
福井市
和田小学校

滋   賀

南 北 海 道 一呆 都

青   森 兵   庫
・
４ 山石 手 奈   良

宮   城 大   阪

秋   田 和 歌 山

②
福井市
湊小学校

山   形

⑥
福井市
啓蒙小学校

鳥   取

福   島 島   根

茨   城 岡   山

栃   木 ４

． 広   島

群   馬 山   口

埼   玉 徳   島

③
福井市
春山小学校

千   葉

′,
′

福井市
足羽小学校

香   川

東   京 愛   媛

神 奈 川 高   知
４

． 山   梨 ４

． 福   岡

静   岡 佐   賀

新   潟 長   崎

④
福井市
日之出小学校

富   山

③
福井市
松本小学校

大   分

石   川 熊   本

長   野 宮   崎
４

． 岐   阜 ′
４ 鹿 児 島

愛   知 由

‐ 縄

重 福   井
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練習会場 ① 本田小学校
住所 :福井市本田 1-1360  TEL(0776)36-3800

明倫中学校

木田小学校
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体

出
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練習会場
住所 :福井市学園 1-4-8

湊 小学校
TEL(0776)22-8805

松村

皮膚科医院
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ＮＣ
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大
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門
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練習会場 ③ 春
住所 :福井市文京 3-13-1

山 小学校
TEL(0776)22-8808

■

県立歴史
博物館/ ヽ

▲
、1,藤 福井県立0

GS
畿久
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練習会場

住所 :福井市日之出 5-1
'日 之出小学校
1- l    TEL(0776)54-1551

大 至丸岡

● ―クルK
ンクス

北陸銀行窪ゲンキー 鯖江

口
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練習会場

住所 :福井市和田 1-2-1
和 田小学校
TEL(0776)22-8817

コ コ

ケンキー 0
島田病院
∪

☆

和田小学校
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ショッピング●
センター
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ルポゼ啓蒙小学校
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プール
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6 5 4

2

ステージ

練習会場 ⑥ 啓蒙小学校
住所 :福井市開発 1-1008  TEL(0776)54-2819
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練習会場 ⑦ 足
住所 :福井市足羽 3-1-1

羽 小学校
TEL(0776)35-3804

①

橋

0福井競輪

●
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練習会場 ③ 松本小学校
住所 :福井市町屋 3-14-20  TEL(0776)22-8813

①
ケンタッキー
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至金沢 至丸岡
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学校対抗参加校一覧 (男子 )

都道府県名 出場校 出場回数 出場校

1 北北海道 1旭 り|1 実 業 高 校 7年連続9回日出場

2南北海道 本し幌 第 一 高 校 30年連続30回目出場

3 青森  東 奥 学 園 雇; ホ交 2年連続2回日出場

4 岩手  前  沢  高  校 2年ぶり21回目出場

5 宮!成  聖ウルスラ学院英智高校 3年連続3回目出場

6

7

秋 田 秋 田 高 校 2年連続 8回目出場

山形  山 本 学 園 高 校 2年連続2回曰出場

8 福島  富  岡  高  校 6年連続6回曰出場

9 茨城  常 総 学 院 高 校 2年連続25回目出場

10 栃木  宇 都 宮 南 高 校 2年連続12回目出場

11 群馬  伊 勢 崎 清 明 高 校 5年連続5回目出場

,2 埼玉  埼 玉 栄 高 校 14年連続14回目出場

13 千葉  千 葉 敬 愛 高 校 6年ぶり18回目出場

14 東京 関 東 第 高 校 15年連続24回曰出場

16神奈川 横  浜  高  校 2年ぶり3回目出場

16 山梨  甲 斐 清 禾日高 校 2年連続3回目出場

,7 新潟  北  越  高  校 6年連続29回目出場

18 富山  高 岡 第 一 高 校 7年連続16回目出場

19 石り|1 金沢市立工業高校 6年連続45回目出場

20 長野  大 町 北 高 校 3年連続7回曰出場

21 岐阜  県立岐阜商業高校 3年連続30回目出場

22

23

24

25

静岡  伊  東  高  校 9年ぶり7回目出場

愛知  岡 崎 城 西 高 校 5年連続21回目出場

重  暁   高   校 5年ぶり8回目出場

滋賀  比 叡 山 高 校 18年連続38回目出場

26.京都  乙  訓  高  校 初出場

27 大阪  東大阪大学柏原高校 15年連続27回目出揚

28 兵庫  ネ申戸村野工業高校 13年連続13回目出場

29 奈良  奈良大学附属高校 2年ぶり19回自出場

30和歌山 那  賀  高  校 3年ぶり9回目出場

31 鳥取  米 子 北 高 校 3年連続4回目出場

32 島根  大  東  高  校 5年連続18回曰出場

33 岡山 水 島 工 業 高 校 16年連続23回目出場

34 広島 安 芸 府 中 高 校 2年連続 2回目出場

35 山 □  柳 井 商 工 高 校 10年連続31回 目出場

36 徳島  城  東  高  校 10年Sり 11回目出場

37香 川 高 松 東 高 校 初出場

38

39

愛媛  新  田  高  校 6年連続14回目出場

高知  高 矢口 西 高 校 16年ぶり7回目出場

Ю 福岡  九州国際大学付属高校 2年連続16回目出場

4, 佐賀  唐 津 南 高 校 7年連続11回目出場

42 長崎  西  陵  高  校 11年連続12回自出場

“
 熊本  ハ 代 東 高 校 .17年連続17回目出場

44 大分  大 分 西 高 校 3年ぶり3回目出場

45 宮崎  日 章 学 園 呂 校 2年ぶり5回日出場

46鹿児島 鹿 児 島 商 業 高 校 2年連続31回目出場

47 沖縄 沖 縄 水 産 高 校 6年連続7回曰出場

48福丼1 勝  山  高  校 8年連続24回日出場

49福丼2 足  羽  高  校 8年ぶり15回目出場
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都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場校 出場回数

1北北海道 旭 川 実 業 高 校 3年ぶり18回 日出場

2南北海道 とわの森三愛高校 2年連続5回目出場

3 青森  青 森 山 田 高 校 13年連続13回目出場

4 岩手  前  沢  高  校 2年連続19回目出場

5 宮1成  聖ウルスラ学院英智高校 31年連続34回日出場

６

　

　

　

７

秋田 秋 田 北 高 校 5年連続6回曰出場

山形  山 本 学 園 高 校 初出場

8 福島  富  岡  高  校 5年連続5回目出場

9 茨城  常 総 学 院 高 校 3年連続22回目出場

10 栃木  作 新 学 院 高 校 7年連続9回目出場

11 群馬 桐生市立商業高校 17年ぶり4回目出場

12 埼玉  埼 玉 栄 高 校 5年連続21回目出揚

13 千葉  西 武 台 千 葉 高 校 4年連続14回目出場

14 東京  蒲 田 女 子 高 校 2年連続2回自出場

5 ネ申奈 川 崎 総 合 科 学 高 校 3年連続7回目出場

16 山梨  甲 斐 清 禾□高 校 2年連続24回目出場

17 新潟  新 潟 青 陵 高 校 5年連続51回目出場

18 富山  富山国際大学付属高校 初出場

19石川  金 沢 向 陽 高 校 25年連続29回目出場

20 長野  文化学園長野高校 2年連続3回目出場

21 岐阜  県立岐阜商業高校 3年連続24回目出場

22 静岡  富 士 宮 北 高 校 2年連続2回目出場

ワ

一

　

　

　

　

　

　

つ

た

　

　

　

・

　

　

　

つ

こ

愛知  岡 崎 城 西 高 校 2年連続5回自出場

二重  皇  學  館  高  校 2年連続 2回目出場

滋賀  滋賀短期大学附属高校 2年ぶり25回目出場

26 京都  乙  訓  高  校 2年連続2回目出場

27 大阪  四 天 王 寺 高 校 3年ぶり8回目出場

28 兵庫 園 田 学 園 高 校 2年連続 26回 目出場

29 奈良  添  上  高  校 4年連続11回目出場

∞ 和歌山 耐  ス  高  校 3年連続18回目出場

3イ  鳥取  鳥 取 敬 愛 高 校 2年連続3回目出場

32 島根  松 徳 学 院 高 校 8年連続8回目出場

33 岡山  倉 敷 中 央 高 校 2年連続7回目出場

34 広島  安 芸 府 中 高 校 3年ぶり2回曰出場

５

６

７

８

‐９

３

３

３

３

３

山□ 柳 井 商 工 高 校 16年ぶり8回目出場

徳島  城  東  高  校 9年連続21回目出場

香川  高 松 第 一 高 校 34年ぶり2回目出場

愛媛  新  田  高  校 10年連続12回目出場

高知 高 矢□ 南 高 校 初出場

40 福岡  九州国際大学付属高校 16年連続29回目出場

41 佐賀  佐 賀 女 子 高 本交 40年連続40回目出場

42 長崎  諌 早 商 業 高 校 2年連続2回目出場

43 熊本  玉 名 女 子 高 校 2年連続2回目出場

“
 大分  別 府 鶴 見 丘 高 校 4年ぶり2回曰出場

45 宮崎  宮 崎 商 業 高 校 6年連続29回目出場

46鹿児島 鹿 児 島 女 子 高 校 2年ぶり24回目出場

″ 沖縄 コ ザ 高 校 4年連続4回曰出場

“
福丼1 勝  山  高  校 2年連繍 9回目出場

49福丼2 武 生 商 業 高 校 2年ぶり3回曰出場
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男子選手名簿 (1)
.1都道°`
1府県

学 校
監

て

督
チ )

選手 (マ印はマネージャー)

し
実 校 本 山
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よ
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郎
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．
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介
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友
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Ｔ
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光
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岡
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だ
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‐
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．
紀

た
人

た
健

“
郎

一
均

く
石
　
人

沢 高    校 邊  清 3T 遠

2TDS木

淮 3TD

2TD
1

(イ 1'|1 13) 村

一

１

一

２
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史
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⇒
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潤
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．
ゎ
原

と
　
　
一
が

さ
佐
す
■

人 宮   健  マ
ｉ

十

，

一課生__」__五 ′
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一
あ

ん
真

き
貪
二
弘

，
村

ら

，
　
　
　
ほ
肩ハ

な
中

つ
塚

3TD 高 津  侑 澤

3T 宇 賀 神 崇 行

官  南 3TDS

3T

lT

:,T

太 島 2T

10
長谷川 良子

“
郎
た
太
吼
健

ぶ
淵
な
竹Ｄ
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・
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７
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．
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男子選手名簿 (3)
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監

て
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史
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．
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｛８

副|| 高 nll

優
一

田

一

m`

lT翔  太

卜

高 明  福 健 司
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］
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光
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．
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友
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．
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高
鴻
原

‘
柏
が
学

，
大
縫
阪
略
大
¨
東 生  お 山  明 山  口近  藤

rr,.,: d'.,.r,, i,i i, L

ffi rlr(有 口 主 ―) 花  丼

ち
税
ち
主【山

は
・ヨ
］

兵

ヽ
平

ろ
大

3ヽ 猪 塚

2T水 ロ

1■ L農 _

2D 戸 ロ

‐
平

る
優

，
書

た
大

」
撃
ま
　
こ
■
」
コ

原

な
成

，
＋

き
燿

．
貴

28日

や
社 21)

末 IT

ｔ

　

　

　

嗜

だ
田

ま
―

神 戸 村 野 宥 樹  3T
〓
松

丸
尾

友 金  幸 離

(細 川 泰 大 )

康

二_澁

3TI)

2TI)S

ぅ
校
ぅ
高
ぅ
薬
ざ
工

●
儘

た
直

ぅ
狡

゛
平
ん
賣
拌
豊

3TDS

3TD

2T

嗣

太

よ
洋
」
翔
“
幸
一

，

　

・

ま

　
　
　

　
　
　

一

．
埜

し
島

し
　
・

ま
　
　
　
う
　
　
　
“
・　
　
一

や
山

一
松

ひ
蒐

ｔ
嵩

０
＞

か
　
　
　
く

一
Ｊ

堀

(吉 村

奈

良
ゼ9

■

3T 丹 正   大 聖  3T
", 

イi   口ll
‘
森大  爆

一
二 血 _勁

ぅ
技

う
高

定

白
＾

な
奈

く
属
ぞ
附

く
学

，
大

山   翼 2TDS

一
田農
木
］コ

3TD 汐

3T 高

笙 __笙攻__」皇_也
た
口

ら
耐

一
　

　

一
こ

　

一

可
�
こ�

校

技

潤賀

(

辺

野久

1,T

2TD

高   校 1坂 森  ド 也

藤 サ|1 勇 佑

郎̈
百

大

弓

花

己  10山_本 盤__―
う
公釜_旦__塗_ユ 輸  3S

ゃ
也

―
，

…‐
智
か
観

■
て

　

た

１

一た
日

，
藤

Ｆ

Ｉ

を
ミ

一
．
　

　

む

´，
和

歌

山

倉__奎_」嘔 3DS_三_倉

た
太
ま

義

裕 輝 3T自 水  智 士

智 弘  3T 福 岡  祥 平

‐
稲

や
安

ヽ
福

8TDS

2TD

IT

貪

司

左

・ずい し うとむ)| も 0た  し ん
出 石  勉 )1森 口  慎
すぎかわ とも1ヽ す | さか ぐ ち  た く
S_121L_力 亜L_■_"L_口 ___五_

Ｆ

■

い

＜

　

Ｄ
一

一
ス

ィ

　

　

　

　

ー

一

一一ぅ
校

　

　

　

一

〓

高

　

　

　

　

．

た
北 勇

鳥

取
31

迫子

||

佐
一 介

内 収  林 谷  理

航  2T 中 原  拓 也  lT

司 3TD 松 本  健 太 朗 2T"

さ
樹

た
大

き
菫

う
　
　
　
い
　
　
　
ろ
　
　
一

め
侑

け
敬

ひ
邊

集

〓
晰

，
量

・白

や
山

さ
Ｌ

3TDS

2TD

2T

志

ヽ
肇

さ
■

嵩

”
　
白
大

ヽ

大

島

根
32

村

晨̈質

′」 2T

1,T

2TD

校  竹  口 悟 1 岸 野

(勝 部 賢治 )

2TDS
さ
責
。
澪

だ

国
い
井

た
太
ゆ
雄

ゃ
　
‐１．円

も
森

，
漱

わ
岡

‘
，

3T

2TD

2TD

ぅ

エ 川 武 丼
に

山
33

晃

ま
松

＾
水

”
佑 41ヽ 航 平葉  高  校

2T 古同 本  侑 也

渡 濃  ■ 宏

2TS

2↑ D

き
記

だ
大 3T厖 松

ぅ
郎
く
卓

だ
口

ふ
福

ゃ
也
ゆ
侑

し
島

お
大

ら
カ

・
島

の
野

央

真

」

樹

太

ｈ

　

　

う

　

　

ぅ
　
　
一
さ

怜

ゆ
湧
ゆ
悠
Ｆ

五__墨_
．
健

31

山一
」L__適

|‖ う

lt

贅 , |‖

尾  昌
〓
朴

恵 ‐』

曰 丼  大 地 3T中 生米 光  佑 香 望 文  3T

森   信  介  2T 宮 本  康 平  lT(来 楢 秀典 )

302_黎 _智_■
み
二

ぅ
ェ

つ
量

■
千

，
裕

3TD

2TDS

lT

，
校

う
高中

。
府

ふ
ｔ〓

あ
安

広

島

さ

一
早

い
石

に
西

カ

3TDS

3T

lTDS

MI

，
按

‥
高井  商  エ 竹 光  唯 至 拓 也  3T 近  本 哲   3TD

裕 晃  3T 古 り11  優 太  2TD
山
・
ロ 』

幸
で
秀

，
中

た
は

ご
吾

・
啓

た
田

さ
桐

ゃ
所し　
８

た
竜

か

し
村

た

な
■̈
さ

ｔ
利

き
之

康

岳

3TDS

3TD

■ 也拓 藤 本  和 宏 31熊 村 つ
　
　
Ｔ

３‐

　

２(村 山 恵 子 ) 野 村  陸 人 2TDS口 村

城
績
36首

く
也」慎

】
崎
ま
松

た

一
へ
　
ぅ

」
聖

機
本
は

い
佳口　一“

働
岡

ｔ
本

も
杢

と
一重

し

，
　
し
　
や
　
一ら
　
一に

一
松

よ
吉

み
宮
ｒ

唐
Ｊ

寸

　

　

　

　

　

―

ォ

ま

　

ぇ

１

一
‘

く
饉
お
コ

ｉ‐

北

¨
猪
お
大

に

―

一
　

　

一

一
ろ

Ｌ

一
お

０
　
．ひ
邸
し

佑

　

一か
卓
丁

“
朗

一
宙(イ生々木

i'7

．
校 二 ,11

J

人

裕_樹

21S

lT

高  校 1河 合高   松 良 典  3T雄 太  ロ

崚  2T

心 太
一
　

　

一

ｌＴ

一
　

ＤＳ

一
二_」 _埜__第 一

「
裕 基  2D

一
西

し

香
川

“
村

一
西

さ
木

な
中

平

さ
澤

さ

修

〓
光

ひ
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男子選手名簿 (4)

監      督
(コ ー チ )

選手 (マ印はマネージャー)学 校

・
新

た

［
］

，
一局 校 徳  永   督 2TD日 本  選 太 郎 2TS I''

(出 井 康 隆 ) り|1  和 諄  2T 渡 部  翔 大
愛

媛

ゃ
哉

た
逮

ち
内 2TD

2TDS

と
人
み
文

の
野

あ
吾

た
＋
　^
ゃ

ゅ．こ
暉　し

ｏ
吉
本
十

ち
知

ｔ
西

ぅ

一局 校 」
勝
」
今
ゎ

廣

渡
高

短

綺

邊 |ヽ

39

1: 笙二星

た

日黒 石  雅 宏  鍋 島 真 也  2T瑞

村 悠 希  2T(山 綺  昭彦 ) 本 山

大  高 橋

浩 之  3TD

夕堕 .生  ■人 埜_璧_祐 也__ヱ_

柿 _杢_恭 平 2D__庄_王_3D

3TDS

2T

2T

ゃ

也

な

粛

と

た
達
　
世

〓

佐 __L

′t州 国 際 大 学 付 属 高 校

.10

谷__■_塑_lT

2DS
・
‐入

祥

水

旱 手

2T

西  坂 乳_ヱ_
さ
生

■

松

な

中

な

山 元  渉 平 3T

馬 場  湧(永
●
生

み

原 口 拓 巳勝  彦
た
太

ゆ
薔
”

と
富

生
成

“
富

な
成

ぅ
校

う
高

・
丘

ぉ
ケ

ぅ
由

む
範

，
＞

～
　
　

・ヽ
菊

ん
相

ひ

さ
　
　
」
丼

さ
★
ゆ
雄

も
持

―
米

と
豊
ひ
広

や
山
¨

し
司
ぅ
教

が

賀
た
全
タ

ぉ

一
一

ぉ

人
κ
．
日
〓　
ざ

松 本  英 裕

(吉 村 典嗣 )

DS菫 L基 嗣

3TDS

2TD

IT

ぅ
技

佐

賀

尚

・
■ 津   南 形  連 彦 大  3T

黒 岩  聖 也 輔  2T

占 岡  和 起 3T

岡 本  直 也 2T

西 _重__研__△ 野_重__ 馬

；
幸

，
晃

崚
本

さ
木

ｉ
松

あ
青

ま
松

■
丸

か

●
●

ゃ
山

ゃ

健

・
直

′

太

■
緒

と

前

口

永

よ
祥

や
大

う

●
基

と
和

，

，

西
＾
技

ｔ
貴

長

綺
12

|・ |
一凸

2T BI

●
昭 村  健 ■ 3TD 新

■

徳

お

口  晃 司  2T

3TDS .:TDS

田

窪

塵_

3TD

3TD

2TS

一
平

ろ
寛

く
哉

樋 口

富 岡

３ＴＤ

　

２Ｔ

さ
樹

さ
将

こ
幸
」
寿

・

崚
ら
校

13

,蜀

ヽ
|

|'|

3D

2S

し
島

″
修

贅
椙
一
興′ヽ   代 中

ｔ

祐 聖

(村 崎 孝 文 )
〓
福

た

と
，夏  行

田  周 斗

権 藤  浩 _1

3T

3T

2TD

2DS

●
也

〓
季

●
紀

，
真

3T吉 村  拓 朗

3T 月ヽ 野  翔 太

お
大

ｉ
校

人

分

性二塵__寿

分

11

″,

西   高 升 巴  勇 希 大 塚  慎

1■ 藤  裕

‐__」[__■

鍛 t_佐 藤  宏 亮

3TS

2TD

吉 ロ

(大 ド 裕 子 )

ら

　
　

一

ほ
一自
杢

・
コ洲圧

″
毯古

み
丘

る
見
っ
●

つ
府

た
太
”
建

も
一九

さ
坂

き
輝

ん

ひ

一

し

ぅ
藤

せ

ご
後

い

“
原

「
藤

日
田

さ
佐

3TD

2TD

田 畑  圭

山  下

朗  3T

京 lTDS

，
校

人 智

宮

崎
潮 太朗

局

46
2T

武 末 昌 也 E石 恭 也 3T長 倉 利 彙

(本 部 崇仁 ) ′1ヽ 森 園

拳 太 郎

え
園

小
学

小 森 園 隆 平 lTDS
ぅ
校

ぅ
高

ぅ
業月商

」
島

し

児
力
鹿鹿

児
島

横 島

岩 吉

福 元

3TDS

3T

lT

ら
　

　

■

『

ｏ
村

ヵ‐
‐

な

中

ひ

曰

，
太

，
翔

11

鬼  塚 敦  義 将 幸 洸

」

(草 ノ瀬 公 ―郎 ) ３１

　

　

マ

3TDS 3TD

31D雄 太 朗

ゃ
也

な
直

ゃ
也
く
拓

せ
瀬

せ
勢

と
人

を
直

し
新

さ
気

ｔ
一死

ぐ

ロ
な
溝

ビ

平

3TS

2TDS

ll

祐  3T

人  2TD

志  マ

二

い
●

沖

縄
17

31)

校 イル

___■_
う |

．Ｉ
尚

〓
波

ｔ
縄

‐
拓 勝  人  3T水  産 蘭 里   友

正1原 和 ,  2T神 谷  真

照 屋  人|_|| (1ヽ

■

」
村

曖
本

な
中

十
杉

せ
二

ｏ
純

と
一九

ｔ
味

，
嘉

と
翔
た
大
と
翔
■
実
と
人
秘
伸
〓

大̈
倍̈
大̈蔦
孝
［隼
達̈．』

r.

校 石

近

抒

|||

・
‥
局

ら
校

尚勝

‐
井

ば
葉

ざ
木

|1 健 人

,|1  泰 成

牧 野  真 也 南 京

印 牧  将 広 近 藤

江 戸1 尚 志 中 山

I

3TDS

lTD

31S

lTD

■

羽

百，
足

福

井 2TD 山 口  勝 也  2T

IT 月腱 部  秀 治 lTDS

3Tl)

2T

lT

3T

lT

IT

牧 野  智 幸

〈森 石 顕 )

千 京  拓 寛

佐 々 木 抄 吾

牧 野  桂 大

義 江  浩 ― 郎

(丸 永 幸則 )

S 丸 永 幸 則
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女子選手名簿 (1)
都道

府県

監     督

(コ ー チ )

選手 (マ印はマネージャー)oヽ 学

鈴 木

中 條

馳」L

上坂

3TD

3T

2T

い
番

ｏ
香
．さ

ら
朝

ｔ
形
●

31DS

3'

■.々 本 |||111ヽ
北

北

海

道

布 川

佐 野

た
．
麻

　

佑

旭 川 実 業 高 校 中 條  白 資  3T下 苧 坪  英 雄

野 村  来 未  2T
ｔ
世

け口
罐瀬
』

ふ
雷
な
な
】ズ
く

璃

月

菜

ゅ
由

か
番

さ
希
一
な

ま麻
”風
ゅ二
，

‥　　　　　　　　・・　　一　，

中国

谷̈

口̈
一̈

は原
ま松
い池
Ｊ

ＴＳ

　

ＴＤ

　

ＩＴ

一

３

　

　

２

　

　

１

一

こ
子

を
奈

な
南

７

釘

　

２，
　
　
マ

南
」ヒ
海
道

川

久
`ヽ

日

21

―
＋a-rrrrr

の
わ 麻 佑 21厖

１
本

，
免

わ″
」な 沙 樹

ぅ
校

う
高

一ヽ
■

ぁ
一二

さ
森

し
義

＞
＞

さ
将

だ
忠

‐尾

螂^

せ
静
　^
て
＜

藤 口

(戸 祭

一
と
へ

，

・

一さ
Ｉ

い

丁
∴
洒

”
美

ヽ
魔
た
ｉ

″
敦

れ
　
ぬ
五

ぼ
保

た
日
ら
Ｌ

く
，べ
び
　
　
む
お
〓

嫌
冠

【
永
か
ェ

3TS 島田 きらら 3TD 上代 沙奈絵  3'D

2TS 宮 浦 玲 奈 2TD 永原 和可椰 "D

21___里壼堕1__送i選___ェ _____________________

三
口
，

ぅ
校

ぅ
高

だ
口

や
山

も
森

あ
■

玉 山  巴

古 川 佳 奈

岩渕 あきな

口 星__ぶ 美

高 楠  咲

3TD

2T

3D

2S

〓
前

」
０
手 ,_ r‐ 友 紀  マ

之

沢

↓
一

菅 原  智 子 3T 新口 由生紀  3T内  口  光  明

浅沼 今乃美  2T 石 サ|1 美 咲  2Tく石
"1 
淳 )

隆学 北 上 高 久保 口 夏菜  3D
ゅ́
修
一
ぉ
岡

ｔ

　

一

ぅ

―
■
・ｔ
盛

Ｌ
か
賀
ｒ

　
一

‥

　

・

た
．　
　
一

一
び
平
一
ほ
畠

「
―
―

一
　

　

一

一ぅ
校
〓
技

〓

　

一

う
菫．Ｊ

つ
立
一

ｔ
市

獄

一
＾

か

嗜
紀

ぇ
繭

ヵ

魂
抄

ｔ
　

ち

3TD

2T

小 池  炒 葉 3TD鳥 居 彩 乃

鳴海 壼結果  2T 飯 島 真 依

襴
聖 ウル ス ラ学 院 美 智

官

城 21

,,

曰 所   光  男

(深 瀬 潤 _)

”
校
う
高 美

と

一簿
一本
薔

山

ｔ

よ
口
”

あ

ヒ
前

秋
田

3TD

2T

3D

2S

ビ
生

く
口
〓

井
一

す
菅

ふ
福
一
て
熙
一

，
高

，

メ

た
北

校

校

紀実
一
部
一

城  南

′し

校

・
薩

，

田 浦  直 彦  佳 藤  想
(,:r,ri oar)
(武 田 引.()  

「
1京  "|〔ロ

て
手

ら

一　

　

一

一
ぅ
高

一
あすか  3D|,I

14_

挑
′
　
ゆ

佐   藤

電__コ

也 3,“ 菊 地 曖 催  3T

悠  2T  長谷
"| 
いずも  2T

・

　

一

一寿
一壼

斎 藤
山

形71

新

・
″

4 岡

奎 _

也山 藤

光

ｉ
校

山 本 学 口 高 校 麗  3T浩  行

優 紀  2T昭 宏 )

松澤 美沙希 3DSＤ
　

Ｓ

さ
佐

北   高

Ｆ
，
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．
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］
Ｆ
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．
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澤
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ろ
尋

ヵ
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〓
奈

ゃ
多
い
贄

ぁ

Ｔ
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ぅ
優

な
菜

嗜
紗
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希

ｔ
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さ
紗

も
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技

と
富
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∴
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吐
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も
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う
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学
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城
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お
岡
一

一
う
・Ｌ
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一塑

て
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齋
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珠 紀
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″
聾

，
由

●
夫

い
磯

―
て

ぅ
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一
こ
子

一

ぅ
一
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一
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．

一
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］

き
希
ユ
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き
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さ
紗
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お
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史
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lT

3T
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大 幡

林

「
住

な
菜
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晴

り
理

作
栃

木
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技
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"1 
琴 音 関 町  '1紗 子
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2TD

，
川

一
野

あ
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一
「
川

前
竹
簿
前

パ
■

颯
石
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2TD

lT
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群

弓
ll

篠 田

上

F佳
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高
●
校

さ
勢

し
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司
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４
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校
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女子選手名簿 (2)
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監
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．
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台
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３
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．
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２
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＜
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簿
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．
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．
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．
殿 H,

歩

院 去  信 吾 秋 海  2T

(佐 野 博範) 後藤 佳
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岡
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女子選手名簿 (3)
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＜

，
校

奈

良

上

′
添 哲  司  中材 真菫美 3116 久保口 法子 3TD 木村 佳嘉美  3T
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た
耐

2T 寺 村 佳 子  a

lT 浦 勇 形 I

美 晴  3D川 崎

ニ
ユ

み
味

ち
千

ま
真

咲 |`|

Ｄ
　
　
ヽ

３
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女子選手名簿 (4)
監      督
(コ ー チ )

Ж 清
N。  
。・ ~  `堂~府
県  ・

選手 (マ印はマネージャー)校

31,S

3T

原  沙 稀 乃
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栄 光 の あ と
●学校対抗の部
1・1護 1用 伴地 千

“

り|, 参加 1位 2 位 3 位

第 1回
(1950)
横 浜  市

り,「 12 関  東  学  院  〈神奈川 ) 横 浜 緑  ケ 丘  (神奈川 ) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石
"1)

女 r 30

'L   
幌    東  (北海道 ) ,, 幡  (石  川 ) 新 月 中 央 (新 潟 )

第 21・ 1

(1951)
|し 幌 市

ツサ
`

12 関  東  学  院  〈神奈川 ) 聖   学   院 く東 京) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石 川 )

女 ,・ .すヽ |し   幌   自 〈北海道) |し  幌  i 国  (北 海道 ) 安 薇 女 子 (福 島)

第 3回
(1952)

諄 通 寺 町
男 r 金  沢 水 (石 川 ) 金 沢 泉 ヶ 丘 (石 川 ) 北 海  (北海道 )

女 r 札   颯   南  (北海道 ) 善 通 寺 第 一 〈善 川 ) 札   幌   東  (北海道 )

第4回
(1953)
口I 形 市

ッ,r 65 北 海  〈北海道 ) 関  東  学  院  〈神奈川 ) 関 東 学 院 六 浦  (神奈川 )

女 r 09 尚 綱 女 学 院 〈宮 ■) 石  (青  森 ) 若 松 女 子 (福 島)

第5回
(1951)
金 沢 市 "r

金  沢 水  〈石 ,1) 松 工 商 業 〈島 根) 聖   学   院  (東  京)

女 F テ! 坂 出  〈香 川 ) 若 松 女 子 〈福 島) 善 通 寺 第 (香 サ11)

第 61・ |

(1955)
神 戸 市 "′

.〕 S 聖   学   院 〈東 京) 金  沢 水  〈石 川 ) 山 形 市 立 商 業 (山 形 )

女 子 .39 山 嘔 女 子 く日 山 ) 尚 銅 女 学 院 〈官 城 ) 善 通 寺 第 (香  '1)

第 71・ 1

(l156)
イ111 台 市

男 子 || 松 江 商 桑 く島 根) 自 石  (官 城 ) ●  (青  森 )

女 i・ || 善 通 寺 第 ・ (香 川 ) 山 陽 女 子 (岡 山 ) 尚 編 女 学 院 (富 城)

第8回
(1957)
松 江 市 "r

11 山 形 市 立 商 業 〈山 形) 松 江 商 業 (島 根 ) 聖   学   院  (東 京)

女 子 10 善 通 寺 第 ・ 〈香 川) 敬 壼 学 国 〈秋 田) 前 橋 市 立 女 子 (群 馬 )

第9同
(1958)
新 潟 市

ッ:r 11 山   形   南 く山 形) 絆 幡  (石  川) 潟  (新  潟 )

女 r 10 善 通 寺 第 ・ 〈香 川 ) 山 陽 女 子 く岡 山 ) 尚 綱 女 学 院 (宮 城)

第10回
(1959) "r

11 山 形 市 立 商 葉 (山 形) 帯  広 条  (北海道 ) 茨 木  く大 阪 )

欠 1´ 11 善 通 寺 第 (舌  ,11) 坂 出  (番  ,II) 敬 ■ 学 口 〈秋 田)

第 11回
(1960)
久 留 米 市

,,r 13 山 形 市 立 商 業 (山 形) 横 浜 緑  ヶ 丘  (神 奈川 ) 神 戸 商 業 〈兵 庫 )

女 r 13 普 通 寺 第 (香 川 ) 敬 受 学 回 (秋 田) 高 岡 女 子 〈官 山 )

第12回
(1961)
弘 前 市

ツサ1・ 1! 新 潟 商 業 (新 潟 ) 横 浜 緑  ヶ 丘  (神奈川I) 松 工 商 案 〈島 根 )

女 r 12 敬 愛 学 園 (秋 田) 新   庄   南 (山  形) 真 岡 女 子 (栃 木)

第 13回

(1962)
高 岡 市 '1,

12 聖   学   院  (東  京 ) 山 形 市 立 商 業 (山 形 ) 新 潟 商 業 (新 潟)

女 i` 13 高 岡 女 子 (官 山 ) 敬 愛 学 園 (秋 田 ) 新 潟 中 央 女 子 (新 潟 )

第 11・]
(1963)

“

 岡 市 "′
11 新 湯 商 業 〈新 潟 ) 富 山 商 桑 〈官 山) 薔  広 条  (北海道 )

女 ′ 13 新 潟 女 子 工 芸 〈新 鴻 ) 新   庄   南 く山 形) 山 形 城 北 女 r(山 形 )

第 15回

(1961)
京 都 市

′,′ 15 奮 山 商 桑 (富 山 ) 新 潟 商 業 (新 月) 秋 日 経 大 附 (秋 田 )

女 j・ 11 敬 ■ 学 口 (秋 田) 布 施 女 子 (大 阪 ) 善 通 寺 第 一 (香 川)

第 161・ I
(1915)
熊 本 市 "r

lF 宮 山 商 業 (富 山) 高 岡 商 業 (富 山 ) 北 越 商 業 (新 潟 )

女 子 ti 真 岡 女 子 (栃 木) 成 安 女 子 (京 都 ) 布 施 女 子 (大 阪)

第17回
(1966)
弘 前 市 "f

46 富 城 県 工 業 (官 城 ) 高 岡 商 業 (歯 山 ) 書 山 商 栞 〈官 山)

女 r :F 敬 愛 学 国 (秋 ID 山 陽 女 子 (岡 山) 新 調 書 陵 〈新 鴻)

第 18回

(1907)
金 沢 市 "r

16 金 沢 市 立 工 業 (石 川 ) 奈 良 市 立 ― 条 (奈 良 ) 新  潟  商  業 〈新 潟) 高  岡  商  業  (富  山)

女子 1ヽ 新 潟 書 陵 (新 潟 ) 東   大   阪  (大  阪 ) 官  田  女  子  (岐  阜) 真  岡  女  子 (栃  木)

第 19回

(1968)
福 II∫  || "r

高 岡 商 業 (富 山 ) 金 沢 市 立 工 業 (石 川) 条  商  業 く新 滉) 日  大  山  形  (山  形)
女 f 1ヽ 東   大   阪  (大 阪 ) 新 潟 青 陵 (新 潟 ) 敬  ■  学  園  (秋  田) 成  安  女  子  (京  都)

第20回
(1969)
桐 生 市

男 F 18 金 沢 市 立 工 葉 (石 川〉 桐 生 市 立 商 業 (群 馬 ) 高  岡  商  業 (富  山) 宙  山  商  業  (■  山)
女
「

|ヽ 東   大   阪  (大 阪 ) 成 安 女 子 (京 都 ) 真  岡  女  子 (栃  木) 新  潟  青  崚  (新  潟 )

第211・ |

(1,70)
名 古 屋 市 "r

lF 官 山 商 業 (富 山 ) 新 潟 商 業 (新 潟 ) 伊

“

工 業 〈二 重)正 強  (奈  良 )

女 F 17 真 岡 女 子 (栃 木) 成 安 女 子 (京 都) 新  庄  南 〈山 形)四 條 理 学 園 (大 阪)

第22回
(1971)
善 通 寺 市

男 r 17 正 強  (奈  良 ) 日 本 大 学 山 形 (山 形〉 高  松  商  業 (香 ,||) 高  岡  商  業  (歯  山)
女 F 11 四 條 曜 学 □ (大 阪) 成 安 女 子 (京 都〉 鶴 鳴 女 子 (長 崎)奈 良 条  (奈  良)

第23回
(1972)
新 庄 市

り,「 17 止 強  (奈 良 ) 岐   阜   東 (岐 阜) 金 沢 市 立 工 業 〈石 川)日 大 山 形 (山 形)

女 子 19 四 條 畷 学 園 〈大 阪 ) 新   =   南  (山  形) 安 孫 子 二 階 董 (千 葉)奈  良 条  (奈  良 )

第21回
(1973)
四 曰 市 市

り,r lS 金 沢 市 立 工 業 〈石 川 ) 日 本 大 学 山 形 (山 形 ) 正 強  (奈 良) 勝 山  (福 井 )

女 r 19 四 條 畷 学 国 く大 阪 ) 安 孫 r i階 堂 (千 葉 ) 成  安  女  子  (京  都) 真  岡  女  子  (栃  木 )

第25い |

(1971)
嗜 野 日「
塩 日 町

り,「 19 止 強  く奈 良 ) 日 本 人 学 山 形 (山 形 ) 金 沢 市 立 工 業 (石 川)1静 山  (福  丼 )

女 F 50 新 潟 青 崚 〈新 潟 ) 四 條 畷 学 国 (大 阪 ) 藤 国 女 r(責 山)善 通 寺 第 (番 り11)

第26回
(1975)
水 戸 町

リリr 19 金 沢 市 立 工 業 〈石 川 ) 正 強  (奈  良 ) 石  岡  第 (茨 城) 仙  台  商  業 〈官 城)
女 r う0 四 條 畷 学 圏 〈大 阪 ) 琴 平  (香  ,1) 成 安 女 r(京 都)藤 イと (石  サ||)

第27回
(1976)
中 野 市

り,「 19 全 沢 市 立 工 業 (石 川) 九 州 学 院 (熊 本) 延暦寺学回比叡山 (滋 賀) 奈  良 条  く奈 良)

女 j` 50 四 條 畷 学 口 (大 阪 ) 新 潟 青 陸 (新 潟) 土  佐  女  ■ (高  知) 真  国  女  子  (栃 木)

第28回

(1977)
倉 敷 市

サリ「 19 延薔寺学園比叡山 (滋  賀) 金 沢 市 立 工 業 〈石 川 ) 高 岡 商 業 (富 山)凛 浦  (長  崎 )

女 r う0 四 條 崚 学 問 (大 阪) 新 潟 青 陵 〈新 湯) 千 葉 学 □ 〈静 )奈 良 条 〈奈 良)

第?9回

(1978)

ツサ| 18 九 州 学 院 〈熊 本) 日 本 大 学 山 形 (山 形 ) 廷暦寺学園比叡山 (滋 賀) 津 工 薬 (福 島 )

女 r 49 ,1條 畷 学 園 く大 阪 ) 熊 本 中 央 女 子 (熊 本 ) 顔  口  女  子  (富  山) 新  潟  青  崚  (新  渇)

第30回

(1979)
大 津 市

ツサ「 19 今 市  く栃 木 ) 延暦 寺ヤ ロ 比叡 山  (滋 賀 ) 九 州 学 院 (熊 本)石 岡 第 (茨 城 )

女 r 19 ,1條 畷 学 □ (大 阪 ) 新 潟 青 陵 (新 潟 ) 延層寺学目比叡山 (滋 賀) 国  田 学  口 〈兵 庫)

第31回
(1980)
澪通寺市

1,「 19 廷 薔 寺学 国比 叡 山  (滋 賀 ) 今 市  (栃  木 ) 九 州 学 院 (熊 本)正 強  (奈  良 )

女 r 19 熊 本 中 央 女 子 (熊 本) 新 潟 青 陵 〈新 潟) 高  岡  女  子 (富 山) 千  葉  学  口 〈青 森)

第32回
(1981)

平 塚 市
藤 沢 市

男 r 19 11

"|(11∫
 梨 ) 日 本 大 学 高 〈神奈川) 延暦寺学国比叡山 (滋 ■) 奈  良 条  (奈  良 )

女 r 19 熊 本 中 央 女 子 〈熊 本) 高 国 女 子 (宙 山 ) 四 條 畷 学 田  く大 阪) 新  潟  青  陵  く新 湯 )

-79-

“

一
“



栄 光 の あ と

開催地 参,‖ |十 2 位 3 位

第拐ロ
(1982)
械 崎 市
加 世 田 市

男子 |ヽ 延暦 寺学 口比故 Ⅲl(滋 賀 ) 金 沢 市 立 工 業  く石 川 ) 市 立 尼 ● (兵 庫)桐 生 市 立 商 桑 (澪 月)
女子 ||| 熊 本信夭 女学 院  (熊 本) 小 山 城 薦 く栃 木 ) 滋  費  女  子 〈滋 ■)高  松  中  央 〈香 川)

豊 綺 |"
男子 1, 奈 良 市 立 ― 条 (奈 良 ) 延暦 寺学 園比 叡 山  〈滋 賛 ) 日 サII (山  梨)柳   井  工  桑  〈山 口)

女子 11 熊 本 中 央 女 子 (熊 本 ) 千 葉 学 国 〈青 森 ) ,1、  山  城  南  〈栃 木)四  條 崚 学 口  (大  阪 )

第3511

(19ヽ 1,
人 山 11

男子 II 延暦 寺ツ 同比散 山  (滋 賀 ) 上 尾  (埼 玉 ) 金 沢 市 立 工 業  く0川 )日 サ||(山  梨 )

女子 11 L 尾  (埼 玉 ) 熊 本 信 鸞 女 学 院 (熊 本 ) 4ヽ  山  城  南  (栃  木)四  條 畷 学 口  (大  阪 )

第 301・ 1
(19師 )
金 沢 市

乃子 1) 上 尾  (埼 玉〉 延暦 寺学 園 比叡 山  (滋 賀〉 金 沢 市 立 工 業 (石 川)熊 本 商 大 付 (熊 本)

女子 1, 新 調 青 崚 (新 潟 ) 延暦 寺学 同 比散 山  (滋 賀 ) 高  岡  女  子  (官  山)′ 1ヽ  山  城  南  (栃  木)

第 371。1

(1986)
下 関 市

男 子 10 延店寺学国比叡山 (滋 賀) 金 択 市 立 工 桑 (石 川 ) 弘 前 工 業 (■ 森)柏 原  (大  阪 )

女子 || 千 葉 学 口 〈青 森) 富 総 学 院 (茨 城) 高 松 中 央 (香 川〉 四 條 口 学 口 (大 阪)

第381,1

(19ヽ 7)
登 別 市

男 F
“

| 延暦寺学関比叡山 〈滋 ■) 常 総 学 院 (茨 城)弘 前 工 業 (■ 森)

女 子 |!) 四 條 畷 学 国 (大 阪 ) 千  葉 学  田 〈青 森)常  毬  学  院  (茨 崚)

第 3,い |
(1088)
イ 塚 |"

ガ子 上 尾  (埼 玉 ) 常 総 学 院 〈茨 城) 金 沢 市 立 工 業 〈石 川 )札  幌  第 (北海道 )

女 F 1, ,1篠 啜 学 口 (大 阪 ) 熊 本 中 央 女 子 〈熊 本 ) 佐 賀 女 子 〈佐 賀 )帝 総 学 院 〈茨 城)

t,\, 高 知  `|
男子 熊 本 商 科 大学 付 属  (熊  本 ) 越   谷   南  (埼 玉 ) 日 本 大 学 高 〈神奈川)札  幌  第 (北海道 )

女子 II 四 條 畷 学 園 (大 阪 ) 熊 本 中 央 女 子 (熊 本 ) 佐 賀 女 子 (佐 費)常 檀 学 院 (茨 城)

第 1l Ⅲl
(1'|())

塩 電 市
松 島 町

男 子 11 常 総 学 院 (茨 城) 金 沢 市 立 工 業 (石 川)

埼   玉   榮  (埼 玉)
熊 本 商 大 付 (熊 本)上 尾  (埼  玉)

女子 l, 佐 贅 女 子 (佐 費) 聖 ウル スラ学 院 (宮 城)藤 本信彙 女学 院 (熊 本)

第 121・ l

(1,,1, 富 士 市
男 r |, 常 総 学 院 〈茨 城) 金 沢 二 水 (石 川 ) 宮 城 県 工 業 (官 城)上 尾  (埼 玉 )
女 r 1, 熊 本 中 央 女 子 〈熊 本 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院 (宮 城 ) 常 総  学  院 (茨 城)埼   玉   榮  (埼 玉)

第4311

(1002)
高 鍋 町
西 都 ,"

男 子 || 常 な 学 院 く茨 城 ) 」
` (熊
 本) 関  東  第 (東 京)札  幌  第 (北海道 )

女 r |, 四 條 曖 学 団 く大 阪 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院 (官 城 ) 熊 本 中 央 女 子 (熊 本)常 総 学 院 く茨 城 )

第 41Ⅲ l
(l19i3)
宇 都 宮 市

男子 1, 高 松 商 業 (香 川 ) 常 総 学 院 (茨 城 ) 関  東  第 (東 京)上 尾  (埼  玉 )
女子 1, 四 條 畷 学 園 (大 阪 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院 (宮 城 ) 埼   玉   栄  (埼  玉)前    橋   東  (群  馬 )

第 151,1
(1011)
高 岡 市

ワ子 1, | 尾  (埼 玉 ) 帝 総 学 院 (茨 城) 熊 本 学 田 大 付 (熊 本)金 沢 市 立 工 薬 (石 川)

女テ 19

'Ч

天 工 寺 (大 阪) 常 絶 学 院 (茨 城 ) 聖 ウル ス ラ学 院 (宮 城)奮  山 商  業 (奮 山)
第 1611
(1995)
松 江 l" ',「

1, 11 尾 く埼 玉) 奈 良 lli 、t ―条  (奈  良 ) 関  東  第 く東 京)金 沢 市 立 工 業  〈石 川 )
女 r 1, 高 岡 女 子 (歯 山) 金 沢 向 陽 〈石 川) 精  華  女 子 〈福 岡)埼   玉   栄  (埼 玉)

第 17■ 1
(1990)
甲 府 `"
竜 工 町

霧子 11 代   東  (熊 本 ) 上 尾  (埼 玉 ) 札  幌  第 (北海道)常  総  学  院  (茨  城 )
女 F

“

I 埼   玉   栄  (埼 玉 ) 金 沢 両 陽 (石 川 ) 熊本 信彙女学 院 (熊 本)精  華  女  子 (福 岡)

第18L,

(1997)
長 岡 京 市

男 子 |● 上 尾  (埼  玉 ) 八   代   東  (熊 本 ) 金  沢  市  T (石  ′II)大  阪  学  芸  (大  阪 )

女子 || 二   栄  ('●  玉 ) 九 州 国 際 大 付 (福 岡 ) 熊 本 中 央 女 子 (熊 本)昭 和 女 子 (大 分 )

第 1,11

(19,ヽ )
高 松 1「

ワ子 11) 八   代   東 〈熊 本)
九 州 回 燎 大 付  く福 岡 )

高 松 商 業 (香 川 ) 関  東  第 (東 京)L 尾  (埼  玉 )

女 , 1, 金 択 向 陽 (石 川 ) 昭  和  女  子  (大  分)香   ′|1  中  央  (香  りII)

,"OⅢ l

(1,9,)
滝 沢 ||

男 r 11 関  東  第 八   代   東 (熊 本) 廷暦寺学団比叡山 (滋 資)札  幌  第 (北海道 )

女 F ll 九 州 国 際 大 付 (福 岡) 金 沢 向 陽 (石 川 ) 埼   玉  栄 (埼 玉)熊 本 信彙 女学 院 (熊 本)

第51回

(2000)
4務 原 ||

男子 10 関  東  第 埼   玉   栄  (埼 玉 ) 原  (大  阪)延暦寺サロ比叡山 (滋  賀)
女子 1, 滋 賀 女 子 (滋 賛) 高   関   西 (宙 山) 埼  玉  栄 (埼 玉)県 立 岐 阜 商 業 (岐 阜)

第 521,,l

(10()1)

八 代 市
宮 原 町
竜 ヨヒ 町

場 チ 関  東  第 (東 京 ) ′ヽ   代   東 (熊 本)

滋 賀 女 子 (滋 賀 )

延暦寺学固比叡山 (滋 賀)埼   玉  栄  (埼  玉)
金 沢 向 昴 (石 川)県 立 崚 阜 商 業 (岐 阜)女 r |● 青 森 山 田 (静 )

第う||・ 1

(2(|()2)

?<tlfi 男 子 1, 関  東  第 (東 京 )

青

'山
田 (静 )

延暦 寺学 園 比叡 山  (滋 ■ ) К   榮  (埼  玉)八    代   東  〈熊 本 )

金  沢  向  隕  (石  川)九 州 国 際 大学 付 属  (福  岡 )女 子

“

I 県 立 崚 阜 商 業 (岐 阜 )

第
'11。

1

(2003)

長 崎 市
大 ヽ  市

男子 1,

1,

埼   玉   栄 (埼 玉) 関  東  第
'こ

羽  (福  丼〉 粕 原  (大  阪 )

女 r 聖 ウル ス ラ学院 (宮 城) 青 森 山 田 (書 森) 熊 本 中 央 (熊 本)星 陵 (静 岡)

鳥 取 ||
男 r lt' 関  東  第 (東 京) 埼   玉   栄  (埼 玉 ) 延暦寺学口比叡山  (滋  賀)八   代   東  (熊  本)
女子 19 青 森 山 田 (議 ) 聖 ウル ス ラ学 院 (宮 城) 高   厠   西  (富  山)金  沢  向  疇  (石  ,1)

第 F61・ |

(20(li)
"F 
田 市 "F

1, 埼    E   栄  (埼 玉 ) 水 島 工 業 (岡 山 ) 延暦寺学固比叡山 (滋 賀)青  森  山  田 (青  奈)
女 F |● 青 森 山 田 (議 ) 聖ウル スラ学院美智  (官 城 ) 金  沢  向  賜  (石  サ||)埼    玉   栄 〈埼 玉)

第5i〔・ 1
(2111,)
奈 1ヽ  ||

男 子 崎   1:   栄  (埼 玉 ) 八   代   東  (熊 本 ) 原  (大 阪)勝 山  (福 井 )

女 r |‖ 青 森 山 田 (青 森) 金 沢 向 疇 (石 川 ) 熊 本信彙 女学 院  (熊  本)電 ウルスラ学院英智 (宮  城)
男 r 11 埼   玉   栄  (埼 玉 ) 八   代   東  (熊 本 ) 関  東  第 (東 京)比   叡   山 (滋  賀)
女 r 青 森 山 田 (青 森) 金 沢 向 疇 (石 川 ) 高   岡   西  (富  山)聖 ウルスラ学院英智  (宮  城 )

所 沢 ||

"千

l tl 崎   1,   栄  (埼 玉 , 八   代   東 (熊 本) 比   叡   口,(滋 賀)|1 東 第 (東 京 )

女子 1, 聖ウルスラ学院美智 (宮  城) 埼   玉   栄  (埼 玉, 代 白 百 (熊 本)越   谷   南  (埼  玉)

i riLrt l

cl( 0rl 大 阪 
「|
男子 1, 埼   玉   栄  (埼 玉) 八   代   東 (熊 本) 東大阪 大学 柏原 (大 阪)札  幌  第 (市

'ι

海道 )

女子

“

, 青 森 山 田 (青 森) 金 沢 向 賜 (石 川 ) 樟   蔭   東  (大  阪)聖 ウルスラ学院英智 (宮  城)

第 61:・ 1
(201(1)
糸 満 f"

男 子

女子

1' 埼   玉   栄  (崎 工) 同 (富 山〉

青 森 山 田 (青 森〉

岡  (福 島〉 関  東  第 (東 京 )

崎   |:   栄  (埼 玉)官 岡  (福 島 )|● 聖ウ
''ス

ラ学院美智 〈官 城)

弘 前 1
男子 ||

11

埼
=   
栄  (埼 玉)

青 森 山 田 〈繰 )

旭  サ〔1 実  業  軋 北海む

松 億 学 院 (島 根 )

岡  (福  島)比    叡   _| (滋  ■ )

岡  (福  島)崎   工   栄 く埼 玉)女子

第6111

(!(112)

福 丼 子ド
水平寺町

男 r

女子

９

一

９

１

一

１

-80-

熊 本 商 科 大学 付属  (熊  本 )

熊 本 中 央 女 子 〈熊 本 )

第 621,,l

(2011)



栄 光 の あ と
●個人対抗の部

門

『

地 種り|| 0,力 || l位 2 位 3 位

神 ,' 市

河単 11 永 丼   栄 (聖  学  院 ) 北 島  克 英 (聖 学 院 ) ||

女 単 71 渡 辺  公 子 (函 館 東 ) 佐 々 木 功 子 (尚 綱 女 子 ) 永 田   豊 子 (苺 通 寺 第 一 )

i:` 永 井 ・ 小 野 田 (聖 学 院 ) 北 島 ・ 吉 野 (聖 学 院 ) 北  方 関 (金 沢 二 水 )

,1 友 野 ・ 権 田 (山 陽 女 子 ) 1ヽ  林 宅 (山 陽 女 子 ) 永 田 ・ 藤 m(諄 通 寺 第 一 〉

第 7回
(1958)

イ山 台 市

男単 ,9 板 垣   隆 房 (山 形 市 立 商 ) 野  嘉 保 (聖 学 院 ) 4ヽ  宮   好 雄 (10東 学院六浦 )

女単 ,ヽ 検 丼  キ ヌ エ (薔 通 寺 第 一 ) 戸 田  寿 子 (山 陽 女 ア ) 小 林  桂 子 (山 陽 女 子 )

ツサ
`|

,8 吉 野 ・ 稲 永 (聖 学 院 ) 星 野 -1ヽ 口 松 工 商 ) 板 垣 ・ 山 岸 〈山 形 市 立 商 )

女機 Fヽ 横 丼 ・ 丼 上 (薔 通 寺 第 一 ) 山 下 ・ 大 西 (善 通 寺 第 ‐) 小 林 ・ 戸 田 (山 嘔 女 子 )

第 8ロ
(1957)

松 江 市

|ヽ
′
1ヽ  宮   好 雄 (関 東学院六浦 ) 中  卜1 智 (関 東 学 院 ) 平  ,f 隆 (松  工  商 )

女 単 |ヽ 田 島 外 茂 子 (薔 通 寺 第 一 ) 長 田 悠 喜 子 (北 陸 学 院 ) 尾 口  iに 子 (函 館 東 )

ワ|| S(, 小 宮 ・ 落 合 く関東学院六浦 ) 中 村 ・ 時 口 (関 東 学 院 ) 官 田 ・ 今 ● (松 工 商 )

女複 7, 田 島 ・ 山 下 〈薔 通 寺 第 一 ) 宮
"| 
・ 野 問 (善 通 寺 第  ) 北 島 ・ 松 田 (金  城 )

第 9・I
(1958)

新 潟 市

男 単 ,8 板 垣  善 意 〈 山 形 南 ) 摘 作 ( 宮  ■  ) 晃 (奈 良 商 工 )

女 単 71 山 崎 紀 久 子 (金  城 ) 1.1宮 癸 紀 子 (芽 室 東 ) 伊 村  |● 子 (字 治 山 田 )

i3 板 垣 ・ 金 森 〈 山 形 青 ) 船 山 ・ 永 丼 〈 山 形 南 ) 五 味 川 ・ 掘 田 (札 幌 ■ )

川 山  崎 ( 金  城  ) 三 森 ・ 木 村 (敬 愛 学 園 ) 蔵 本 ・ 有 本 (書 通 寺 第 一 )

第10回
(1950)

会津若松市

乃単 ヽ 1 岡 崎   意 二 (彙  ヶ 丘 ) 稲  丼 H〈  高  松  ) 三 井   治 之 ( 茨  木  )

女単 XI 蔵 本   文 子 (善 通 寺 第 一 ) 横 山  清 子 (敬 愛 学 回 ) 橋 本   和 子 (書 通 寺 第 一 )

ワ複 ヽ 1 永 丼 ・ 北 村 (山 形 市 立 商 ) 岡 崎 ・ 山 本 〈緑 ヶ 丘 ) 東 条 ・ 井 上 (高 松 商 )

女捜 :ヽ3 蔵 本 ・ 有 本 (各 通 寺 第 一 ) 晨 ;|・ 高 橋 (敬 愛 学 国 ) 福 本 ・ 三 原 (薔 通 寺 第 一 )

第 ll口

(1900)
久 留 米 市

ヽ 1 岡 崎 恵 二 (録  ヶ 丘 ) 稲  丼 硼 ( 高  松  ) 近 道  利 ― 〈神 戸 商 )

女単 横 丼   文 子 (薔 通 寺 第 一 ) 橘  美 智 子 (高 岡 女 子 ) 高 輌  未 子 (敬 彙 学 園 )

'′,枚 ヽ1 岡 崎 ・ 山 本 〈緑 ヶ 丘 ) 阿 都 ・ 笠 原 (新 潟 商 ) 福 島 ・ 高 見 (新  潟 )

女複 1ヽ

“

酒 丼 く高 岡 女 子 ) 高 橋 ・ ■ 崎 (敬 愛 学 園 〉 11' 内  藤 ( 吉  原  )

第12回
(I"1) 弘 前 市

男ψ ヽ1 秋 山   真 男 (11: 府  商 ) 大 竹   紘 〈新 鴻 商 ) 夕  lf 隆 (宇 治 山 口 )

女単 ヽ 1 望 野  政 枝 (富 士 見 ) 佐 藤  弘 子 〈新 庄 南 ) 小 笠 原 詔 子 (新 庄 南 )

:ヽ, 大 竹 ・ 安 沢 (新 潟 商 ) 森 谷 ・ 板 垣 〈 山 形 商 ) 中 村 ・ 松 浦 (絆 広 二 条 )

ヽ 1 小 笠 原 ・ 渡 辺 (新 産 南 ) 大 門 ・ 伊 藤 (敬 愛 学 固 ) 高 木 ・ 天 野 く掛 川 西 )

窮 ,3い l
(1962)

高 岡 市

男 || 2ヽ 西  ,′ 征 (聖  サ 院 ) 小 島 平 (緑  ヶ 丘 ) 斉 藤   正 勝 〈 富  士  )

女 単 (ヽ, 高 嫁  淳 子 (山 陽 女 子 ) 橘 妙  子 (高 岡 女 チ ) 室 崎  光 子 〈高 岡 女 子 )

11:| 2ヽ 西 野 ・ 須 田 (理 学 院 ) 本 田 ・ 荒 川 (新 爵 商 ) 小 島 ・ 欄 橋 〈 緑 ヶ 丘 )

女複 iヽ 高 塚 ・ 重 政 (山 陽 女 子 ) 村 松 ・ 多 田 (書 通 寺 第 一 ) 菫 崎 ・ 河 村 (高 国 女 子 )

第 11回

(1988)
鶴 岡 市

男 単 iヽ 襄 田  光 夫 〈 新 潟 商 )
||| 誠 (聖 学 院 ) 中  1マ 宏 (聖  学 院 )

女 単 1ヽ, 高 橋 と も 子 (山 形城北女子 ) 後 藤  和 子 〈新 潟 中 央 ) 高 森  幸 子 (札 幌 北 斗 )

乃捜 Fヽ 星 野 ・ 裏 田 (新 潟 商 ) 鈴 木 ・ 神 田 (新 潟 商 ) ■  村 (聖  学 院 )1支 |

女複 1ヽ 加 藤 ・ 石 綺 (新 潟 女 工 ) 高 橋 ・ 渡 辺 (山 形城北女子 ) 後 晨 ・ 茂 沢 (新 潟 中 央 )

第 15回

(1961)
京 都 市

り|| 芳 夫 (奈 良 商 工 ) 盛 野  博 之 (高 岡 商 )

く,0 佐 々 木 フ ミ 〈敬 壼 学 園 ) 竹 内  ■ 子 (新 潟 女 工 )

高 お ・ 池 田 (歯 山 商 ) 立 野 ・ 盛 野 (高 岡 商 ) 河  村 〈奈 良 商 工 )

女機 |(| 竹 内 ・ 石 本 (新 潟 女 工 ) 高 野 ・ 渡 辺 〈新 月 中 央 ) 僣 木 ・ 大 島 (■ 岡 女 子 )

第 16回
(1965)

熊 本 市

男単 ||」 栂 野 尾 昌 (■  山 商 ) 寺 前  信 之 (富 山 商 ) 沼 沢   利 (曰 大 山 形 〉

女単 近 藤  光 枝 (布 施 女 子 ) 山 本   来 工 (善 通 寺 第 一 ) 才 脇  妙 子 (布 施 女 子 )

92 栂 野 尾 ・ 寺 前 (富 山 商 ) 沼 沢 ・ 中 村 (日 大 山 形 ) ‖ 杉  山 〈岐 阜 工 )

女複 山 本 ・ 細 サ||(薔 通 寺 第 一 ) 上 野 ・ 石 綺 (真 岡 女 千 ) 近 藤 ・ 才 脇 (布 歯 女 子 )

第17回
(1966)

弘 前 市

男単 || 本 間  噸 茨 (新 湯 商 ) 我  妻 郎 (宮 城 県 工 ) 市  ′|| 清 〈宮 城 工 )

女単
`12

湯 木  博 工 〈山 疇 女 子 ) 浦 口  恵 子 (山 鶴 女 子 ) 遠 藤  幹 子 く 新 庄 南 )

男捜 !|(| 本 間 ・ 高 橋 (新 潟 商 ) 市
"|・

我 妻 (宮 城 県 ■ ) 牛 島 ・ 藤 永 (官 山 商 )

女機
`|せ

本 間 ・ 日 下 (新 潟
"陵

) 浦 口 ・ 湯 木 〈山 陽 女 子 ) 小 山 ・ 遠 藤 (新 =南
)

-81 -

男薇

女薇

t 郎 (四 日 市 農 芸 )

場    幸  雄 〈岐 阜 ■ )

僣  恵 美 子 (高 目 女 子 )
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第 18回
(1967)

金  沢  市

"単
3! 米  ロ 実 (富  山  商 ) 黒  田 10( 全  沢 ) 田

野 た

寛
男
( 正  強  )
(高  口 商 )

klロ 01 高  坂 薫 (新 潟 中 央 ) 相 沢  マ チ コ (新 滉 青 陵 )
一子
子

一一洋

栄

一一岡一良

田

一奈
池 一卸一融

一弘

東 阪

91 松 島 ・ 来 田 (宮 山 商 ) 笠 井

'F・

笠 井 教 ( 富  士  ) 高
山
来
本 任:

〈金 沢 市 工 )
(全 沢 市 I)

彙″ 01 相 沢 ・ 金 子 (新 潟 青 陵 ) 田  や 岡
池
崎
田

浅
山
(成 安 女 子 )
(東  大 阪 )

第 19回
(l,08)

福  山  市

り
|‖

| 92 二 上  敏 博 (高 岡 綺 ) 足 立  守 男 (崚 阜 東 )
田 所    光 男
遠 藤   好  男

(日 大 山 形 )
(日 大 山 形 )

女単 ,4 平 山  素 子 (東 大 阪 ) 堀 川 栄 美 子 く新 潟 青 腱 )
子
子

敏
代香

日
本

壺
橋

( 岡 子 )

り〕柱 9! 草 島 ・ 布 目 (歯 山 商 ) 上 ・ 宮 林 く高 岡 商 )
田
藤

松
遠

野
所

三
田

高 松 商
日 大 山 形

,1 早 坂 ・ 柿 綺 (新 庄 南 ) 清 水 ・ 藤 田 (真 岡 女 子 )
内
崎

陣
高

田
場

村
大

成 安 女 子
東 大 阪

第 ツ01・I
(1969)

相  生 市

"単

,2 尾 崎  幹 雄 (奮 山 商 ) 綸 山   敏 彦 (秋 田 経 大 付 )
中

国

小
内

樹
夫

雅
通

工
商

立

立

市

市
沢
生
金
桐

女単 ('4 柴 山 き よ イ (東 大 阪 ) 石 崎  茂 子 (■ 岡 女 子 ) 内
崎

陣
高

子
子

裕
弘

成 安 女 子
東 大 阪

り控
'1
尾 崎 ・ 中 川 (富 山 商 ) 内 田 ・ lH生 (桐 生 市 立 商 )

中

澪
谷
辺

村
渡

工
商

立

立

市

市
沢

生

金
桐

女薇 91 柴 山 ・ 高 崎 (東 大 阪 ) 及 川 ・ 脇 田 〈歯 田 女 子 )

場
内

大
陣

本
綺

坂
岡 Ｔ

子
一　
女

天・

安
東
成

第 21ロ
(l'70)

名 古 屋 市

'′〕|ド ,2 西 村  美 ● (富 山 商 〉錢 谷  欽 冶 〈大 聖 寺 ) 田
村

金
市

一，

，

一　

丘

一理

ヶ

一　
●
天
大

造
文

竜
栄

女単 ,1 陣 内  裕 子 (成 安 女 子 ) 秋 本 八 代 美 (四 條 曖 学 □ ) 子
子

理
智

真尾
伯

西
佐

園
条
学

・

曜條

良
四
奈

|」 森 田 ・ 松 島 (■ 山 商 ) 山 田 ・ 竹 野 (新 潟 商 )
彙

Ｈ 下

西

曽

|||

嗅

強

第
正
松高

,社 ,1 岡 綺 ・ 陣 内 (成 安 女 子 ) 秩 本 ・ 西 尾 (四 條 畷 学 □ )
日
崎 (成

第 22回
(1971)

善 通 寺 市

ツリ|| ,2 下 田  春 樹 (■ 山 商 ) 来 山  正 和 〈日 大 山 形 )
西

十
,1

田

丁

�

一　
条
正

三

美
雄

彙
証

|| 秋 本 ′ヽ 代 美 (四 條 崚 学 回 ) 佐 伯  智 子 (奈 良 条 )

代
子

成
理真

谷
尾西 匹

0: 米 山 ・ ,島 く日 大 山 形 ) 中 原 ・ 木 下 (高 松 商 ) 川
場

西
大 エ

強

．形

正
山

野
彙

佐
秋

,う 西 尾  ・ 秋 本 (四 條 畷 学 口 ) 佐 伯 ・ 古 谷 (奈 良 ― 条 )
玖
口

白
矢

．
南

第寺

庄
通善

新
根
間
矢
本
人

第23ロ
(l'72)

新  庄  市

"単

(|? 中 サ1 基 夫 (正 強 ) 辻 敏  弘 ( 添  上 )
須

原

一い 茂

夫

塾

工

機

立市

奥

沢

東

金崚

女単 01 秋 本   幸 子 (四 條 啜 学 口 ) 億 田   敦 子 (四 條 畷 学 □ )
能
多

沼
本

一＞

＞

一子

ロ

一女

学

一口
葉

真

千
子
子

久
動

',枝
|」

丼

田

中

南

夫

正

基

義 ( 正  強  ) 幸 員 (山 形 工 )井

霰

呻
辺

"
(111 形  東 )

(金 沢 市 立 ■ )
′、福 ,;

本

ｌｕ

秋

徳 義子(四條啜学口)
襦

田

楯
高

典

幹 (四 條 畷 学 園 )
田

ロ

三
矢

見
田

寺
今

(,lI 陽
南 )

第 21同
(19'3)

四 曰 市 市

|′」|. ,1 西 村  正 美 (`山 商 ) 池 田   文 昭 ( 正  強  )
工

辰

に

■己 (
・ 条 )

女単 ()| 徳 田   教 子 (四 條 畷 学 □ 〉 丼 上  昌 子 (成 安 女 子 ) 日
丼

朝
桜

子
子

昌
腱

子
崎

女

尼

安

立

成

市

'′」ヽ 93
西

梶
1,

"|

正 美 ′を
博 之

｀ロ 山  商 )

昭

二 ( 正  強  )恵

平 野
横

長 谷 川 〈
中  谷 〈

勝  tl
日大 ● ヶ丘

女複 95
田

田

徳

高 挙季く四條畷学口) (成 安 女 子 )
曰

田 )

〈真 岡 女 子 )

第 25日
(1071)

嗜  野  町
壇  田 町

り
'単
|| 長 谷 川 博 幸 〈 勝  山 ) 滝  ′|| 修 (全 沢 市 立 工 )

帯

田

小
成

男
茨

歯

勧
成

丘

開

ヶ●

子
人
一退
日

女単 構 野 意 美 ―F(四 條 啜 学 口 ) 山 本  部 子 (奈 良 条 )

一，

，

一陵

子

一，

女

一潟

疇

析

山
工
子

ノ
智

ソ
美

塚

田
・

大

原
一

ツ,1良 ,i
幸
博

博
方

谷
訪

長

諏 ( 勝   山  ) 滝  サ||
船  本

修
土 樹 (金 沢 市 立 工 ) 塚 本 ・ 小 倉 〈奈 良 )

海  老 青 陵 )
女技 ,ヽ

子

エ

和

ノツ

根

黎

関
大 (新 潟 青 陵 ) 子女儡山

子

子

智
敦

美
　
一

田
原
一

原
●
一

第 261・ 1

(1975)
水 
「
 市

''サ

|| 91 林 田  草 樹 〈九 州 学 院 ) 菅 原   教 二 ( 千  屁  ) 森
本

宮
坂

吉
志

Ｌ
宏

ェ
晨

立市

尾

沢金

七

女単 ,ヽ 植 野 恵 美 子 (四 條 曖 学 国 ) 米 倉 よ し 子 (藤 田 女 子 )
み

子

と

弥
ひ
寿

田
村

石

北
一

一，

，

一　
□

一花

学曖

晨

條四

"薇
95

岡

田

吉

富

治

夫

伸

章 ll:  強  )
森

井

官

洒 署戻〈金沢市I~三5 峰′1ヽ  倉
上 原 (

小 浜 ( 面条́
Ｆ
．
良

高

奈

々檀
構 野 意
石 サ|| 秀季〈四條畷学口)

一
＞
一
□学田口

弓

子

真

士富

藤

贅

佐

雑

資

本
r)

山

第 27同
(1076)

中 野  市

"単
宍 戸   隆 失 ( 菫  釜  ) 諸 多  II之 (奈 良 築

'

重  山
北  輌

成 生 (

進 (

一エ

ー一立「
一市
叡

一沢金

Ｈ

女単 1ヽ 百 サ|(  好 子 (四 條 崚 学 日 ) 河 村   茂 実 (四 條 暉 学 口 〉
雲

田

南
柴

渋

滋

子

弓

栄

真
川

賀

子

子

女

女

り複 ,1,
上  原
平 野 勝霞〈高松商)

西 友

弘 (伊  勢  
「

)

藤

浜

工

小

一
，

，

一形
条

一山

．

大
良

曰
奈

藤
多

伊

緒

々技
■
，
一
日
一
学
一
畷

一
叫

子

子

好
美久

石
平

丼

木
一

藤

■

７

ｆ

良

恵

一

(新 湯 青 餃 )
田  ・  田 (土 佐

喜 川 子 〉

第 211」

(l,77)
倉  敷  市

(11 西 山   博1 司 (廷唐寺学口比叡山 ) 漆  原 亨 (日 大 鶴 ヶ 丘 )
本
良

宮
喜

弘

文

幸

明

院

工

学

丼

州九
柳

女 ll |ヽ 原  日 恵 子 (四 條 畷 学 園 ) 高 野  和 代 〈新 場 青 陵 )
星

斎 '||態

一
，

，

一修

陵

百

青

幌

潟

札

新
子
子

意

桂

喜

ツ,複 01
部

山

矢

西 博: 3 (延 層寺学園比叡山 )
岡
村

樋

吉
児
高

性

憚 (奈 良  ・ 条 ) l,

■
村

鴨

)

(東 奥 ■ ● )
山 下

横 田 (

美

茂

久
　
・一
菫

平

河
一
量(四條畷学口)

弓

子

真

ミス

兼

田
一

末

北
一

(四 條 畷 学 国 )

第 2,1,1
(1'7ヽ )

会津 ■松 市

,う 権 藤  浩 二 (九 州 学 院 ) 吉 村  
“

高 (奈 良 条 )

貝
丼

須
桜

徳

人

英

雅

一形

形

Ｉ

コ

一
１

１

一大

大

女 11 北 ロ ス ミ 子

`四
條 畷 学 園 ) 中  沢 枝 (新 潟 青 陵 )

岡

口

月

原

美

子

広

恵
睦

園

青

ヤ畷

潟

條

新

四
|'サ 檀 11

石
壺

本

権 借雪(九 州学院)
工

業 (日 大 山 形 )
員 徳

一，

＞

一子

子

一女

女

ロ

ロ

真

藤
田

田
一

高

■

野

田

上

三
女薇

合

北

子

子

裕

ミス
(lЧ 條 畷 学 圏 )

"|田

沢

顧

中

薔 I事 (新 潟青腱)

-82-

枝 (真 岡 女 子 )

女単

男凛

女複

(

(東 奥 義 塾 )

1(

(



円催地 1位 2 位 3 位

第 莉 い|

(1979)
人 津  市

,単 || 権  晨    浩 (九 州 学 院 ) 馬 1●   良 浩 〈 今  市  ) ||坂
イ、
11

,:

喜
え
男
〈 t 尾 工 )
(金 沢 市 立 工 )外

女単 ,8 北 ロ ス ミ 子 (四 條 畷 学 国 ) 原 田  純 子 (国 田 学 口 )

|.,

山
■  f 代

美

〈 比  叡  山 )
〈成 安 女 子 )′′

男檀 !)0
藤

上

権

村 姜界(九 州学院)
岡 野
′
1ヽ  西

，

一

荀

一

ｉ

一

松

一

高
浩

太

佳 伊  藤
桜 場

“
井 上

( ヶ 谷 )

女複 98
北

富

ミ

千

ス

癸

田

田 ス(四條畷学園) 陣  内  貴 (熊 本中央女子 )
口

口

一原

植

原

田

河
松

園

園

学

や畷
田
條
園

四

第 31回
(1980)

善 通 寺 市

男 単 96 井 上   哲  章 (熊本商科大付属 ) 山 本   裕  幸 (廷層寺学国比叡山 ) "1 )

女単 9ヽ 高 峯   和 子 (熊 本中央女子 ) 陣 内 責 美 子 (熊 本中央女子 )
上
内

野

山

＞

＞

一

陵

央
一

青

■
潟
松

新

高
子

子

綺

佳

男複 01
本
杉

山

馬

幸

司

裕

武
(に磨寺学国比叡山)

大  島
大  堀

忠
円
( 今   市  )

本

野
西
松

田

７
高 岡 第
日   'II

女複
子

子

和

美■

峯

内

高

障 〈熊 本 中 央 女 子 )
一．

内

一野
山 羹7(新 綺青腱) サII ロ 野 (力 I口 女

第 32回
(1981)

平 爆 市
藤 沢 市

男単 16 進 〈 草  津  ) 松 野   修 (  日   ,11  )
松

田

村
壼

博

裕

■
高
立

学

市
大
沢
本
金

口

女 単
`,S

陣 内 貴 美 子 (熊 本中央女子 ) 山 内  佳 子 (高 松 中 央 )
Ｔ
向

一永

田

，
＞
一

央

子
一

中

女
一

松

岡

高

高
美

子
萌
和

男複 ||
松  野
宮

二
次

修

健 (  日   '||  ) 羽  田
村  松

薇 仁
|●
(金 沢 市 立 工 ) 木

囲
¨
々

片

佐

田

西

辻

薔
比  叡  山
東 奥 義 塾

女複 9ヽ

子

美

美

由

責内

村

障

井
(熊 本 中 央 女 子 ) 薯 瑠 咲 斎 7(新 潟 青 陵 2

森 山
山  内

女

央

愛

中

信本

松

熊

高

枕  綺  市
加 世 田 市

男単 98 柳 谷  辰 哉 (弘 前 南 ) 辻 田   泰 昌 (廷暦寺学国比叡山)
市

尾

見

山

弘

則

昌

克
条
工
二
立市
良
”
奈

金

女単 9ヽ 鴻 原   春 美 (四 條 崚 学 國 ) 松 口 太 喜 子 (四 條 暉 学 園 )
一丼

山

一水
森

美
美

明
弘

央

女

中

愛信

松

本

高

熊

男複 97
谷
市

中

見 瞥5(奈 良―条)
日
本

辻
杉

昌

雄

泰

古 (延唇寺学園比叡li)
田

川

(金 沢
(比

ェ

山西 川

女複
子

み

尚

よき

輩

木

一高

青 (熊 本 中 央 女 子 )
山

由

森

■ 驚1季 〈熊本信愛女考:生2
弘 前 学 院 聖 嚢 )

沢 山 )

第31回
(1983)

壼 橋 市

男単 ,S 江 藤   裕 樹 (廷層寺学口比叡山) 見 市  昌 弘 (奈 良 ― 条 )
出

籐佐

女単 98 澪 原   春 美 (四 條 畷 学 園 ) 小 泉  隕 子 (国 田 学 園 )
み

香

よ

美

・き一一木

村

一青

上
熊本中央女子 )
熊 本 信 愛 女 )

男複 08
川

林

本 ヽ 明
〈九 州 学 院 )

原

勇
河一使

咲

一効

藤
尚
(桐 生 市 立 商 業 )

富
力ll藤 ・

志  村 ( 日
長 谷 川 (日 大

サ|

山 形

女複 ,ヽ

原

木

鴻

新 言季〈四條畷学口) 〈熊本信贅女学院 )
真 111

幅 (小
本

大  山  市

男単 9' 江 藤   裕 樹 (延暦寺学口比叡山) 濱  ,ヒ    和 彦 (熊本商科大付属 )
行
美

直

勝沢
田
井

“

生
〈九 州 学 院 )

(  上   尾  )

女単 08 新 木   彙 子 (四 條 畷 学 口 ) 今  II 薫 (四 條 畷 学 国 )
須

野

永
今

香

子

実

裕
〈名 漢 学 園 )
( 上  尾  )

男複
工 ●
中  りll

裕 樹
健 霊瞥

絣
李里(日 大●サ丘)

木

條
荒
中

田
橋

字

石

ェ
原

立市

松
沢金

”

女複
り

崚

一一か
幸

一

林
(熊本信贅女学院 ) ，

二
日

一

学

一

葉

一

［

一一

美

子

一一恵

和

一　
美

一原

田

一高

西

口
陵

学
青新 潟

第33回
(,985)

金 沢 市

生 井 沢 田 美 〈 上  尾 ) 議 北   和 彦 (熊本商科大付属 )
佐

山 本 立 工 )

女単 98 北 滴   道 代 に 暦寺学□比叡山) 田 島   志 乃 (熊 本中央女子 )
，

，
一

口

口
一

学

学
一

畷

二

彙
葉
一

１

　
一

四
千
一

薫

美エ智

１

手

一今

検

男複 98
美

修
一

勝
　
．

沢
他

一井

１

一生
菊

上  尾  )
●

本

気

山 調_上二■空壁里
中

●

島

渕
西
岩

工
原

立市

松
沢金

‐

女複 98
志

智美

島

代
口

田 f rn*+*rr.r 今  村片 岡 { ruxx+ar
|サ

l 北 比 山 )

第 37回
(1986)

下  関  市

男 単 ,ヽ 町 田  文 ま (上 尾 ) 小 本  磯 久 (九 州 学 院 )
山  口 (比 山 )

女 単 乳 丼  智 秋 (千 葉 学 口 ) 匡  子 (新 湯 青 陵 )
尾

上

松

道

美

子

知

影

女

央

贅

中
信本

松
熊
高

男複
中

町
川

ロ 贅,〈 上 尾
本

村
小
中 精全〈九州t_生2

伊  藤
興  石

林

”
札 幌 第

日   ′||

女複
優

美

・　
一〓

一一達

辺

一安

渡 { r r++*r+r 一丼

●

一長

大

記

代

麻

和 (夙 川 学 院 )
上

尾

一道

堀

ッ

＞

一

央

条

一

十

二

―
　
二

松
良
一

高
奎

く

く

一

自

長

山

松

第38回
(1987)

整 別 市

男単 渡 辺  清  ‐ (花 北 商 業 ) 佐 ■  史 昭 (作 新 学 国 )
石

本 山 )

女単 9ヽ 宮 村   曖 子 (熊 本中央女子 ) |′● 匡  子 (新 湯 青 陵 )
乳

南

葉 学
劇

に(四 [キ

電複 ,ヽ

石

関
井

英麟〈越谷南)檀 需
~~秀

i秀 品〈上 尾 )

石
本

興

藤

佐

丼

岩

村
日   ,||
札 幌 第

女複 98
原

斐

中

甲

ｒ

和

崚

１
(熊 本 中 央 女 子 )

北

二
，
二
国

一

学

一

曖

一

條

一

四

一

―

一

て
二

子
貴
一

実川

ツ

‖! 四

畑 (熊 本 中 央 女 子

第 30回
(1988)

宝  塚  市

男単 98 須 質   隆 弘 ( 上  尾  ) 大 谷   知 昌 ( 上  尾  )
伊

千

誠

．

幡

本
八

日
大 学 付 属
大 学 高

女単 ,8 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 国 ) 宮 村   鸞 子 (蕪 本中央女子 )
崎

泉
( 田 日 )

男複 9ヽ
中 綺
平  井 I rrr++r*aurr 本

丼

藤

村 勢浪(札 幌第二2
本 商 科 大 イ1)
(4ヽ  松  原 )

女捜
原

斐

中

甲

ｒ

和

敬

美 (熊 本中央女子 )
子
忍

硼一　
木

一本

々

一藤

佐
(熊 本 中 央 女 子 )

近  嘔
吉 田

陵

国

青

学

潟

田

新

口

原

泉

第 10回
(1989)

高 知  市

男単 哺 都  和 弘 (常 総 学 院 ) 霜  上   和 宏 (熊 本商科大付属 )
＞
，
一

南
山
一

谷
菫

越
比
一

て

く

一

三

崇

一雇面
凛

一保
河

一久
小

女単 98 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 国 ) 宮 村   鶯 子 (熊 本中央女子 )
田
木

丼

朽

子

美

■

浩
埼 玉 栄
高 厠 女 子

男複 9ヽ

藤

路

佐

郷

=燎
(札 幌第 欠凛田是讐(越 谷南と

Ｌ

田
日
前

田
端

本
池

付

付

大
大
商

商

本

本

熊

熊

女複 98
一村

田

肩

松

子

子
一

一■

治 (熊 本 中 央 女 子 )
子

美

雅

由

一一　

真

一本

邊

一阪

渡
(熊本信受女学院 )

(金 沢 陽 )

本 ル ス ラ )

第 11回
(1990)

塩 竃 市
松 島 町

男単 98 岸 田  明 宏 〈此 花 学 院 ) 中 野   =昌 〈 勝  山 )
人

本

二
裕

慎

和

愛

付

敬

大商

業

本
千
熊

女単 9ヽ 井 田  量 子 (埼 玉 栄 ) 阪 本   整 r(熊 本信受女学院 )
一本

尾

一橋

寺

７
紀

一澪
美

ラ
子
ス
女

ウ

賀

聖

佐

ち禎
藤

山

斉

大 薔雪(■ 総学院)
清

尻

山

招 看譜(帝 総学院)
(

く
ス ラ

Ill 岡
山

(佐 費 女 子女複 |ヽ

燿

由■

本

邊
阪

渡 霙 (熊本信愛
女学院 )

4ヽ 吹
堤

，

一

院

一

学

一

総

一

常

一

子

美

■

由彙

栄 光 の あ と
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栄 光 の あ と

l位 2 位 3 位

第 12回
(1991)

古  t 市

男単 片 円 詔 市 郎 〈此 花 学 院 ) 太 田  慎 _(千 葉 敬 受 ) 平
石

u
1=

章

明
雄 〈前 橋 東 )
男 (金 沢 市 立 工 )

女単 水 井   春 子 (四 條 ■ 学 口 ) 大 田  貪 子 (四 天 王 寺 ) 佐
河
藤
口 奈

純
Υ者
子 (■

“

キ 院 )
美 (■  山 商 )

太
石

慎  二
秀  法 (千 葉 敬 ■ )

水
福
沢
田 需(札 幌第一)

山

福

浦

田

沼

片
尻 (常 t学 院 )
日 ( 芦  北  )

々ヽ
橋
III

本
田

淳
裕
子
美
(聖 ウ ル ス ラ ) 佐

川 崎
腱

由 紀
子
r
〈常 総 学 院 )

山

”

中

高
茂
村
増
宮

旭 力1実 業 )
熊本中央女子 )

第 13回
(1992)

高  鍋  町
西  都  市

り,「 ,ヽ 西  田 渉 (札 幌 第 一 ) 片 田   直 茂 〈 芦  」ヒ ) 尾
成

形

,
暢
lh
崇 〈宮 城 県 ■ )
穂 (絆 毬 学 院 )

女 単 ,ヽ 水 井   泰 子 (四 條 曖 学 口 ) 中 山 智 番 子 くな 川 実 業 ) 山
宮

田

,す

裕
亜 貴

美 (聖 ウ ル ス ラ )
子 (熊 本中央女子 )

"複

洋
人将

谷費
内

加
箭 ( 上  尾  〉 鈴

川

イ

■ 実轟〈関東第一)
渡

岡

樋
片

部

田

矢

野
(常 毬 学 院 )
( 芦  」ヒ )

女複 ,ヽ
tl

資

ロ
田

お 美

泉
(聖 ウ ル ス ラ )

本
富

坂

古 建季〈精華女子)
,
水
付
■

||

市
L(熊 本中央女子 )
● (四 條 曖 学 口 )

第 11回
(1993)

字 都 宵 市

り,|li 1)ヽ 中 村  祐 樹 (法 政 ■ ) 吉 サ|1 大 助 (高 松 商 棄 〉 樋
矢
渡

部

順
I:

也

1専

(常 総 学 院 )
(帝 総 学 院 )

女単 中 山 智 香 子 (旭 川 実 業 ) 水 丼   泰  ■ (四 條 躍 学 回 ) 秋 武 さ と
貴  田

み

泉

〈九州国際大付 )
〈聖 ウ ル ス ラ )

り控 0ヽ
渡

部

機

矢 盟稔(常 総学院)
下
・
口

山

田

, 本
書 ■ (関 東第一)

■

藤
川 静

藤  本
高 松 商 業
越 谷 南城

女複 ,ヽ
智

茂

山

増

中 葬
(旭 ′|1実 葉 )

水
川
井
ロ

F

香
(四 條 畷 学 回 )

井

本
石
山

子
院

女

学

和

総
昭
常

崎

城

山

安

第 151。 1
(1994)

高 岡 市

"単

9ヽ 山 田   英 孝 ( L 尾  ) 水 山  晴 隆 (常 総 学 院 )
祥

嘉
谷 仁 士 (

0(
高 田 工 芸

= 
山 商懐

女単 山 田  瀾 子 (高 田 女 子 ) 中 山 真 理 子 (常 総 学 院 )
(四 天 I

田  中 (

下 鳥
高  爛

洋

檀(常 総学院)
一几

一几

清
清

吾
大
敬
売

上  尾  )
宮

谷
一
深

．一
院
第
学
輌
総
札
常

木
島

馬
検

女薇
市

鬼 促(四 條啜学口)
日
田

山

山 響季(高 岡女子)
三 日
田  中 'I●

(`山 商 )

武 宙 (佐 贅 女 子 )

第 16同
(1195)

松  ir 市

"嘔
舛 田   圭 太 (金 沢 市 立 ■ ) 大 東  忠 ■ (八 代 束 ) 沈Ⅲ

逸

憲
文 (

尚 〈
尚
上

)

|」 )

女単 ,ヽ 園 本  祥 子 (埼 玉 栄 ) ●  薇 ( 尚  志  ) か  お  り 〈九州
(高山 1月 田 女 子 )

男れ
本

田

青

山 落雷(帝 総学院)
東

下

大

木
tsa -# ,| ' '\ 代 東 )

本
坂

松
億

丼

田

相

，

山

ェ立

叡

市沢

比

金

女複 澤彙由肇季〈金沢向疇)
田

田

山

山 響季(高 田女子)
村

富

中

吉

丼

石

亀

大
奈良市立―茶う
綺 華 女 子 )

第 171Ⅲ

(|,91,

甲 府 市
竜  I: 町

"単

OS 舛 田   主 大 (金 沢 市 立 上 ) 大 東  忠 司 (八 代 東 ) 川
清

ロ

水
馨 士 (比
裕 (前

rlr )
t)

女単 ,ヽ 問 敏  椰 (高 岡 女 子 ) 森   か お り く九州国際大付 ) r
理 子 (10川 実 業 )

"複

()ヽ

束

ド

人

木 将
(八 代 東 )

沈    逸  文 ′ き  士
竹 俣   洋 平  `'呵   ‐

島

形

杉
尾

川 日 (

藤 田 〈

山

院孝

叡

．総

比

常

・(複 9ヽ
杉

永

捕

峰
美  幸
弘 子 (熊本信愛女学院 ) 森 `,

充
お
峰
|]
(九 州 国 際 大 付 )

か 〈大 分 女 子 )

第 !8回
(1997)

長 岡 京 市

"`ト `)ヽ

中 西   洋 介 ( ■  尾  ) 坂  本   修 (常 総 学 院 )
古

久 "|保

水

商松

洛

高

輪

澤

祐

直

女単
`|ヽ

閲 敏  椰 (高  岡  西 ) ,1く 薇  薇 ( 尚  志  ) 〉

森   か お り (九州 藤 大 付 〉
|ケ
| ,ヽ

本

島

坂

小 塚層く常総学院)
西

田

中

鎌 霜3(上 尾 )

名
瓶
春

二

一＞

＞

一瀾
東

一一乙
代

西

八

日
東

筆
大

9ヽ
田 井
舛  田

美

憲(金 沢向口) 灸層
あ
舌學(埼 玉栄|)

黒
城

石

”

重

田

山
彙

，

，
更
ラ

．　
スウ

旭

聖

第 191・ 1
(191ヽ )

高  松  !"

9ヽ 大 東  真 也 (八 代 東 ) 平 山  政 史 (■ 尾 )

郎

由

太

転

信田
上

池

二
層 嘔 顧 天 雨
宮 城 県 工 )

女単 安 城  美 華 (四 人 王 寺 ) 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 〉 子

嗜

穂

千

美尾

上

松

田
●
女

大

彙

藤

言

回
‘

州

本

九

熊

リサ社
束
村

大
中 奢豊(八 代彙)

平

川
―――
崎

史
宗

政
和 上  尾  )

丼
億
酒
安

谷
官

茶

二 市商
市

松

一沢金

高

女複
綱

尾

末

赤 璽え(昭 和妥耳) 黒 
川

佐  ●
直 f; r s *rt+e r

田

継
子 )

第60回
(1999)

滝 沢 村

"学
佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木  翔 (関 東 第 一 )

開
垣

新
稲

介
僣
裕
翔

此 花 学 院
比 叡 山

女ψ 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 )

“

 琳 (書 森 山 田 ) 美

子

友

穂美
田
尾

松

松
長 崎 女 子 )
九州国際大付 )

''り ヽ 1)ヽ

安

全
康

仁 fi rx x x -r
権

青
木

翔

潟

(関 東 第 一 )

稲

山 `1

山 )

市 立 工 )

女複
目 _場

由 貴
孟
(綺 華 女 子 )

〔‖
松

11

本
r

舞 撃 (熊本信愛女学院 )
赤 尾 美・ 赤 尾 亜
謝       陳

一，
，

一子

．

一女
第

和

庄

昭
本

第 ,い |

(2(|||)
各 務 原 市

"単 `|ド

佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木  翔 (関 東 第 一 )

サ|1 前
種  本 山

原

―叡

柚

比

樹

永

直

良

1々'

'||

晶 (高 岡 龍 谷 ) 多 谷  郁 意 (滋 賣 女 子 )
一＞

，

一田
田

Ｉ

山

一―
―

一森
森
青

青

澪

子

誨

理栄瀬

場

廣

"複
,ヽ
佐

佐

藤 治

翔
(関 東 第 ・ )

々 木
劉

"|

志  達
佳 介 〈 高 岡 工 芸 )||

平  田 (

伊 藤 (

エ

此 花

女複
暑 瀬 栄 翼瞳 撃

(青 森 山 田 ) 寺Ｉ天四
佳

子

”

美久

”
棟

下

小
一

橋

賀

高
加
一

丘

疇

見
向

上

沢

官

金
野
村

多

西

波

第 521・ 1
(2001)

八

宮

竜

イヽ

原

北

市

町

町

'夕 1. 池  II   雄 (関 東 第 一 〉 ,11 佳  平 (青 森 山 田 )
劉

佐

芸

桑
エ

エ

関
島

高

水

遠

一

志

浩

女単 |] 詢  ■ (青 森 山 田 ) 品 (高 岡 籠 谷 )
一，

，

面

子

面

女

一森

賀

青

凛

子

恵

理

椰

栄瀬

谷

廣

多

罰
平 口

よ

諄〈高日工芸)
伯

生

佐

麻 奪二(水 島工業)
鉦

佐
(

(

田

一藤 ・ 山 浦

98
金
佐

上

野 志
子
梨
(聖 ウ ル ス ラ )

琳

子

“

理栄瀬

揚

贅 (青 森 山 田 )

田 (九 州 国 際 大 )

第 51〕 |・ 1
(2002)

| ,li

市牛

く

欠

ゴ

池 田  雄 ― (関 東 第 一 〉 新 開  慎 士 (関 東 第 一 )
山

庄

山

瞑

叡比

柏

洋

明

公
旭

女単 平  山 優 (聖 ウ ル ス ラ ) 廣 瀬 榮 電 子 (青 森 山 田 ) 田
尾

岩

松 静
・

|′1, 0ヽ
口

開

池

新 震I(関 東第 )

田

木

上

高
E墓       ~~
洋,(関 東第一

'

上

村

井

竹
井

下

新

堂
埼 玉 榮
北  越

女機
`)ヽ

“

脇
・′

糟(餃 阜商業)
水

本

清

同 菫言(澪 総学院)
秦

田

商

山
田
森

笠

青
田
府

黒

別今

原

瀬

浅

廣

-84-

宅 島 lll

嚇

(

輌 子
{寸



栄 光 の あ と

1期 t地 1位 2 位 3位

第 51ロ
(2003)

長  崎  市
大  村  市

′,単 ,ヽ 数 野   健 太 (延暦寺学口比叡山) (延暦寺学園比叡山,早  ,|1   賣
(■ 森 山 田 )

(柏 原 )

上

明

崇
旭

内川
L

女単 ,ヽ 今 別 府 香 里 〈青 森 山 田 ) ● (ヨ ウ ル ス ラ )平   山
央

疇

中
向
本

沢

熊

金

美

奈
征
可

村
東

吉

伊

|“
柱 |)ヽ 塔界〈埼玉栄)

田
尾

黒

中
洋 平
ス 崚 (l:0東 第

一 )木

本

高

松

芸

山

工岡

叡

高

比
澤
川

玉

早

瀬

谷
黒
多

女複 ,ド 星  陵  )子
億

裕

端
森
松

金

村
(聖 ウ ル ス ラ )

侵

”
平  山
村 松

略

嘔

向
向
沢
沢

金

金
綾
丼

村

今

木

′

咲

‘
ヽ

木

伊

第 55回
(2001)

鳥  取  市

111 |ヽ

`田
 真 生 (関 東 第 一 ) 早 綺   修 平 (廷薔寺学□比叡山) 柏  原  )

水 島 工 桑 )

也

行

文
祐

窪

伯

浦

佐

女 l“ 98 今 別 府 香 里 (青 森 山 田 ) 恵 (金 沢 向 陽 )檸  野
桑

央

商

中

阜

本

餃

熊
邪

み

幸

とひ

奥

岡

鵜
(小 松 原 )

壼

口

遠
山 』1 71(廷層寺学國比叡

山)早  ,1
早 崎

柏  原
|1東 第 一

菫

川

浦

堀

多

田

喜

藤

女裡 98 (聖 ウ ル ス ラ )
香

奈
彩

可

木々
間

佐
水 螢雷友菫更〈此花学院)

田
央
山
中
森
本
青

熊
今 別 府 ・ 藤 井 (

岡      西 〈

第 50回
(2005)

野  田 市

',Ⅲ
,S 佐 伯  祐 行 く水 島 工 楽 ) 高 島  雅 彦 (札 幌 第 一 )

山

山叡比

弘

平

直

修
松  ,11

早 崎

女単 幸  邪 (崚 阜 商 案 )
=

金 沢 向 陽
上  尾

恵

智  美
野
山

尋

作

り||| (埼 玉 栄 )

千

司

智

純
三 橋
林

(足 羽 )
司
弘

祐

真
藤

藤

斉
斉

(柏 原 )

(西 武 台 千 葉 〉

滝

戸

大

平
口
川

安

石

女複 ,S (高 岡 西 )

美

蘭
愛
友

淵

山
江
金

(越 谷 南 )
子

`ま

翔
ブみ

永
山

宙
秋

(西 武 台 千 葉 )
(香 川 中 央 )
サ||
本

本

西
松

"|

第57回
(2006)

奈 良 市

"単
9ヽ 田 児  贅 ― (埼 玉 榮 ) 上 回  拓 馬 〈 埼 玉 栄 )

山

原

勝
柏

弘

弥

直

和
りII
谷

松

井

女単 ,ヽ 藤 井  瑞 希 〈青 森 山 田 ) 意 〈 金 沢 向 陽 )樽  野
西
葉

城

商

崎

阜
岡
岐

か
那

づ
幸

田打
奥

り,, 9ヽ
llrnrxr児

丸
田
松 生 畠

木
拓 鷺
(埼 玉 榮 )

下 (関 東 第 一 )

下 (廷盾寺学目比a山 )
武

"|

畑

澤

峠

西

女檀 |ヽ 零理|(■ 森山田)
丼

岩
藤

垣 轟‐棗(伊勢崎清明)
石  り||
中 原

金 沢 向 陽 )
電
"ス

ラ学院美智)

村

山

木

村
野

藤

樽

伊

第 58回
(2007)

武  饉  市
4ヽ  壌  市
大  町  町
江  1ヒ  町

ツサll 98 (埼 玉 栄 )田 児   賣 周 (埼 玉 栄 )和  国
東
東

代
代

士
悟

健

啓

村

田

嘉

国

女単 野 尻 野 匡 世 〈 尚 志 ) 打 田 し づ か (岡 綺 城 西 )

南

子女
谷

‐ロ
越

滋
子
奈

里
杏

佑木

丼
三
上

|“

“
`|ヽ !1rn*xr児

丸
田
松

(埼 玉 榮 )

利

大

勝

裕
口
崎

野

山

明英

八

丼

田

藤

同
好
村

三
嘉

製 丼

上
み ど 孝

〈 金 沢 向 疇 ) 西城崎岡
か
子

づ
意

し

理
田
口

打

● "森
山 口

別 府 鶴 見 丘

一九

薔
嗜

来

加

山

内
西
宮

第 59回
(2008)

所  沢  市

|ヽ 周 (埼 玉 榮 )和  田 黎 (埼 玉 栄 )佐  藤
純 (福 田 大 大 濠 )

淳 希 (札 幌 第 一 )
茉  松
平 泄

女単 ,8 松 友 美 佐 紀 罐
"ス

ラ学院美智) 佐 藤   冴 香 〈常 磐 木 学 口 )
陽

田

向

山

沢
森

金

膏

津

表

菜

由

美谷

本
三
橋

(埼 玉 栄 )
口
●

和

佐

翔
勇〈埼玉榮)|ヽ

星

小

榮

榮

玉

玉

埼

崎
山

林

●

北
内

林

滝

北

,ヽ 〈聖

'1ス

ラ学院英智 )
申
紀

礼

佐美

橋

友

高

松 天後あ
^ケ

景(四 天王寺)
西

田■
岡
＝森

高

青
西

元

古

来
橋

本

高

橋

第60回
(2009)

大  阪  市

'',11 98 菫 野  翔 平 (埼 玉 栄 ) 長 谷 川 達 也 (埼 玉 栄 )
消 明綺

大
，
板
伊
妙

郎

人

太

直

売尾
滝

九

大

三 谷 美 菜 津 (金 沢 向 日 ) 松  友 美 佐  紀 (聖
'1ス

ラ学院美智 )
檜  蔭  東
青 森 山 田

子
徳

尚
志

万
中

福

田

りj ll ,S 〈 埼 玉 栄 )
'「

V
野
林

星

小 孵 評
埼 玉 榮 )

本

本
国

塚

東大阪大学相原 )
八 代 東 )

和

中

相

坂
高

村
小
嘉

女複 西関高
加

子

也

邦

沙

佳

嬌

西

高

古
(名 経 大 市 椰 )

郷

花

美

里晨

ニ

ロ

新

城

聖ウルスラ学院英智)
檸 蔭 東 )

野

口

脇

阪

野

万

今

福

第 31回
(2010)

糸 満  市

',「
和 田 治 久 (埼 玉 栄 ) 古   ■   暉 (埼 玉 栄 )

(東大阪大学柚原 )

(高 岡 第  ´ )
也

正

拓

容
4ヽ  高
山 ロ

女 |“ 高 嬌 沙 也 加 (高 岡 西 ) 福 島 由 紀 〈青 森 山 口 )
東

岡

宮大

古
望

花

希

百
原
村

奥
木

栄玉埼
気

憲
宏
薔

内
内

竹

竹
(埼 玉 栄 )

,ヽ

“

大

古

旭 川 実 業 )
作 新 学 院 )

部

藤

渡

佐
口
村

高

藪

女撻 ,S 〈青 森 山 田 )
椰
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バ ドミン トン競技の案内

〈バドミントン競技の歴史について 〉
バドミントンの歴史については諸説があり、謎が多く残されていますが、幾つかの確かな事実があります。それは、

バ ドミントンは昔の羽根つき遊びから発展したということと、その名前が英国のグロスターシャー (現エイボン)に
あるボーフォード公爵の邸宅バ ドミントンハウスから名付けられたとのことです。

1893年 に競技規則が統一されると急速に発展し、イングランド・パ ドミントン協会が設立されました。続いてアイ

ルランド、スコットランドにも協会ができ、1899年 にロンドンで第 1回全英選手権大会が開催されています。

1893年 にイングランドをはじめ、カナダ、デンマーク、フランス、アイルランド、ネザーランド(オランダ)、 ニュージー

ランド、スコットランド、ウェールズの 9つの団体で国際バドミントン連盟 (lnternational Badminton Federation

略称 IBF)を 設立し、1939年には現在に近い規則を制定しました。1948年からトマスカップ争奪世界男子選手権

大会が、1956年 からはユーバーカップ争奪世界女子選手権大会が、ともに 3年ごとに開催されていましたが、1984

年より両大会とも2年ごとの同時開催となつています。

オリンピックには、1988年のソウル大会で公開競技となり、1992年 のパルセロナ大会から正式競技として認めら

れました。わが国へ伝わったのは大正から昭和初期といわれ、1946(昭 和 21)年に日本バ ドミントン協会が設立され
たことにより全国に普及され、現在ではすべての都道府県に協会がおかれ、登録会員数も 20万人を越えています。

(国際舞台での日本の活躍 〉
男子国別対抗のトマス大会には第 3回大会 (1954年 )から参加し、第 7回大会と第 11回 大会でともに準優勝まで
進んだのが最高の成績です。

一方、女子国別対抗のユーバー杯大会は第 4回大会 (1966年)に初参加で優勝の偉業を成し遂げ、以後第 5回、第
6回、第 8回、第 9回大会と5度のチャンピオン国となりました。

87回の歴史を誇る全英選手権大会での活躍は、 日本人として初出場した小宮好雄が単でベスト8以後、秋山真男が
2位、小島一平、池田信孝・栂野尾昌―組、飯野佳孝・土田証雄組、松野修二・松浦進二組が、ベスト4の成績をお

さめています。女子の活躍はめざましく、湯木博恵と竹中悦子がンングルスとダブルスで、高木紀子、相沢マチ子、

竹中 (栂野尾)悦子、植野恵美子、徳田敦子、高田幹子がダブルスで全英のタイトルを獲得しています。
また、オリンピックではソウル大会 (公開競技)のシングルスで北田スミ子が銅メダルを獲得しました。バルセロ
ナ大会では、松野修二、松浦進二、宮康二、町田文彦、本山秀昭、陣内貴美子、森久子、鴻原春美、松尾知美、棒匡子、

水井妃佐子の 11選手が、アトランタ大会には、町田文彦、松尾知美、阪本雅子、水井妃佐子、水井泰子、宮村愛子、

宮村亜貴子の 7選手が、シドニー大会には、舛田圭太、山田英孝、井川里美、井田貴子、岩田良子、永峰弘子、松田治子、

水井泰子、米倉加奈子の 9選手が、アテネ大会には、佐藤翔治、山田英孝、舛田圭太、大東忠、米倉加奈子、森かおり、

田中美保、中山智香子、吉冨桂子、山田青子、山本静香の 11選手が出場しました。

2006年 4～ 5月 に国別対抗世界選手権 (第 24回 トマス杯争奪世界男子団体バ ドミントン選手権大会・第 21回ユー

バー杯争奪世界女子団体バドミントン選手権大会)が、仙台市・東京都で開催されました。
7月 には埼玉栄高校 2年の田児賢―選手が日本人で初めて 2006ア ジアジュニアバ ドミントン選手権大会で優勝を

飾り、第 15回 アジア競技大会では男子団体 5位、女子団体銀メグル、女子個人戦ダブルスで小椋久美子・潮田玲子
が銅メダルを獲得するなど、飛躍の年でもありました。

2007年には世界選手権大会において男子ダブルスで坂本修―・池田信太郎、女子ダブルスで小椋久美子・潮田玲子

が鋼メグルを獲得しました。男子でのメダル獲得は史上初の快挙でした。

2008年 には、北京オリンピックが行われ、女子ダブルスで末綱・前田組が中国NO.1ペアを倒してベスト4となり、
マスコミにもこれまでになく取り上げられました。

2010年の第 100回全英選手権大会において、田児賢一が 44年ぶりに準優勝の快挙を成し遂げました。
2011年の第 101回全英選手権大会では、女子ンングルスで廣瀬栄理子が 32年ぶりの準優勝。女子ダブルス藤井瑞希・

垣岩令佳組が 20年ぶりの準優勝を果たしました。世界で最も歴史のある全英選手権で 2種 目決勝進出は 77年以来の

快挙となりました。これからの日本人選手の活躍に期待がもたれます。
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〈′ヽドミントン競技の見方 〉
バドミントンはネットをはさみ、ラケットでシャトルコックを打ち合うスポーツで、シャトルは英語で左右、往復

という意味があリラリーの中で競い合う競技です。ラリーは緩急の差があり、スマッシュの初速は 300 kmを超えるの

ですが、手元では 50 kmほ どになります。ンャトルは水鳥 (ガチョウ)でできていて軽量のため非常に風の影響を受

けやすい競技で、今でこそ空調を効かせる体育館も増えてきましたが、以前は影響があることから風をシャットアウ

トしていました。

日本古来の追い羽根から連想して、女性的な軽スポーツだと考えている人が多いようですが、ノヽ ドミントンは前後左

右に素早く動く瞬発力、長時間のゲームに耐えられる持久力、相手の動きを読む予見力が要求され、同時に相手の予

測をはずし自分のペースに引き込むインサイドワーク (頭脳的作戦)を必要とするハードなスポーツです。このため

十分に鍛え抜かれた選手でも、急激な反動動作による負傷や極度な体力の消耗でけいれんなどを起こすことも珍しく

ありません。このような競技なので「より速く」「より高く」「より前で」が勝つための三原則であるといわれます。

試合は、単・複 (混合もある)2種類で、 1試合 (マ ッチ)は、 1ゲーム 21点 2ゲーム先取の 3ゲームマッチで

行われます。どちらかのサイドがラリーに勝ったときに
'点
を加算します。サービスは得点が 0も しくは偶数の時右

サービスコートから、奇数の時は左サービスコートから行います。なお、ダブルスでは、サープ権のある間に得点し

たときのみサービスコートを変えてサープします。

2006年のルール改正により、バ ドミントンにも他の球技にみられるデュースが取り入れられ、“延長ゲーム"と呼ば

れる制度があります。延長ゲームではスコアが 20点オールに達すると、先に2点 リードしたサイドが勝者となります。

なお、主審はサービングサイドの得点からコールするので、どちらが何点かすぐわかるようになっています。

〈主なフォルト(反則)について 〉

1.サービスの時にサーバーやレシーバーがラインを踏んだり、またいだりしたとき。 (パートナーは構わない)、 足

をずらしたり床から離したとき (一部でもついていれば良い)《フットフォル ト》。

2.サービスで最初にシャトルの台を打たなかつたとき。サーバーのラケットで打たれる瞬間、シャトルの一部分で

もサーバーのウエストより高かったとき 《アバブザウエスト》。サーバーの持っているラケットのシャフトがンヤ

トルを打つ瞬間に下方をさしていなかつたとき 《アパブザハンド滉 空振りしたとき。

3.サービスが始まってから故意に動作を中断したとき 《ディレイドサービス》。サービスの際、サープするのを故意

に遅らせたり、 レシープ態勢を故意に遅らせたりしたとき。
4.サービスでもプレー中でも、シャトルがコートの境界線の外に落ちたとき。ネットを通り抜けるか、ネットの下

を通つたとき、ネットを越え損なったとき。天丼や壁に触れたとき。プレーヤーの身体や着衣に触れたとき。

5.プ レー中にシャトルの打点がネットよりも打者側でなかつたとき 《オーバーザネット》。

6.プ レー中にプレーヤーのラケット・身体・着衣がネットやネットの支持物に触れたとき 《タッチザネット》。相手

を妨害したとき。

7.1回のストロークで、シャトルをラケットでとらえ保持して振り投げたとき 《ホールディング》。同じプレーヤー

が 2回のストロークで 2回連続して打ったとき 《ドリブル》。ダブルスにおいて、シャトルが同一ペアのプレーヤー

によって連続して打たれたとき 《ダブルタッチ》。
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大会参加者への医療 。救護の案内

□競技会場練習会場における医療・救護について

すべての競技会場に救護室を設けました。

救護室では、医師もし<は看護師が応急処置にあたります。また、最寄りの医療機関の紹介も
行いますので、お気軽にご相談<ださい。
なお、医師もしくは看護師を配置していない練習会場には係員を配置しております。

□宿舎における要医療・救護の発生について

宿舎で発生した患者の処置については、最寄りの医療機関を紹介しますので、宿舎の管理者に

ご相談ください。

□医療・救護における経費について

医療機関で受診される場合の医療費は、受診者負担となります。

「健康保険証」(コピー等では不可)と、お金を必ず持参してください。
保険証を持参されない場合は、医療費の金額が自己負担となります。

□休日の医療 。救護について

医療機関一覧表を参照して受診して<ださい。

□間い合わせについて

医療機関に関する問い合わせは、各競技会場 。救護室もし<は下記までお願いします。

平成24年度全国高等学校総合体育大会
バドミントン競技会場救護本部 (福丼県営体育館 仮設電話・仮設 FA× )

丁EL・ FA×  0776-63-5030
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緊急時の医療機関

■
」ヒ
フ丁ヽ

電話番号所在地市町名

福井市月見2丁 目4番 1号 0776-36-3630福井市 福井赤十字病院

0776-54-5151福井県立病院 四ツ丼2丁 目8番 1号′′′′

0776-23-1111′′ 和田中町舟橋 7番地 1福井県済生会病院

0776-22-2119′′ 大手2丁 目3番 1号′′ (医 )慈豊会田中病院

0776-59-1300′′ 江上町58-16-1′′ 福井総合病院

′′ 下六条町201 0776-41-3377′′ 福井厚生病院

′′ *fiR2-228 0776-54-5660福井心臓血圧センター福井循環器病院′′

0776-52-2800′′ 大和田町30-7′′

0776-54-5588′′ 開発町第24号 15番地の 1′′ 開発整形外科クリニック

′′ 松本4丁 目4番24号 0776-22-7441長谷川外科胃腸科医院′′

0776-33-1111′′ 加茂河原3丁 目8番6号′′ (医)宮崎整形外科医院

0776-61-3111永平寺町松岡下合月23-3永平寺町福井大学医学部附属病院

センター

診療科目 診療時間所在地 電話番号市町名 医療機関名

内

」ヒ 19:00～ 23:00
日・祝・振休 9:00
^´ 23100

福井市城東4-14-30 0776-22-2099福井市 福井市休日急患センター

電話番号 診療科目 診療時間医療機関名 所在地市町名

福井市大願寺3丁 目2-
12福井県歯科医師会
館別館

0776-26-8468 歯 日・祝・振休 9:00～ 18:00福井市 福井市休日急患歯科診療所

内

区 域 電話番号名  称

県内全域 0120-987-199福井県広域災害・救急医療情報センター

http://www.qq.pref .f ukui jp / qq /
men,/qqtpmenult.aspx医療情報ネットふくい
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大会各会場 (開会式・競技会場 。練習会場 )一覧

交通手段県

市町村

日

会

時

場 タクシー最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅・最寄り:Cから会場まで

§
=1蔦
tTF識
ll里1°…彎憚鵞))徒歩すぐ

OJR北陸本線 福井駅

8∞円
(10分 )

福丼県
福丼市

3月 1日 (水 )14・∞～
フエニックス・プラザ
福丼市田原1-13-6
1〔 t・ 0,76-20-5060

0北陸自動車道 福丼北IC 国道416号 約7km(約 10分 )

△
〓

量朗
交通手段県

市町村
場

タクシー最寄り駅・最寄りlC 最寄り駅・最寄りlCから会場まで

0京福バス福丼運動公回線71番
「福新町2丁 目」下車 290円 (17分)徒歩すぐ

1970円
(10分 )

OJR北 陸本線 福井駅福丼県書体育館
福井市福町3-20
la:0776-30-0960 公園通り 約10km約 15分0北陸自動車道 福井IC

:鋼
:茫醐署fr

‐~‐ +吉肉バス
'0■
υフリ‐O京福バス

嘱龍 鷺 理 島円淑 徒歩すぐ

OJR北陸本線 福丼駅

800円

(10分 )

福丼県
福丼市 福丼市体育館

福丼市松本4-10-1
Ta・ 0776-20-5394

O北陸自動車道 福井北IC 国道416号 約7km約 10分
0えちぜん鉄道勝山永平寺線
「観音町」下車320円 (15分 )徒歩650m3分

2.720円

(20分 )
OJR北 陸本線 福井駅北陸電力福丼体書館フレア

吉田部永平寺町松岡室2■ 5-3
1■ 10,76-61-4016 0北陸自動車道 福丼北IC 県道111号 約lkm約 3分

0えちぜん鉄道勝山永平寺線
「永平寺口」440円 22分 徒歩9∞lm 10分

4.320円

(30分 )
OJR北陸本線 福丼駅

福丼県
永平寺町 永平寺録の村 ふれあいセンター

吉田部永平寺町山10-1
1■ :0776-63-4222 0北陸自動車道 福井北IC 国道410号 約6km約 10分

交通手段県

市町村
場

最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅・最寄りiCから会場まで タクシー

OJR北陸本線 越美北線「越前花堂駅」
1“円電車 4分 徒歩2km 20分
0福丼鉄道 赤+字前駅 掟歩5分
0コミュニティ′ヽスすまいるパス・南ルート
「木田さぎんか児童館」下車 1∞円(10分)徒歩すぐ
0京福バス駅前のりば西大味線

OJR北 陸本線 福丼駅

960円

(10分 )

福井市木田小学校
福丼市木日1-1000
1[ti0776-36-380()

0北陸自動車道 福井IC 国道 158号 約61m約 10分

0京福バス駅前のりば 学回線12番
嗜 校前」下車 200円 (6分 )
0コミュニティバスすまいるバス・西ルート
「照手4丁 目」下車 100円 (10分)徒歩すぐ

OJR北 陸本線 福丼駅
1.120円

(10分 )

福井市湊小学校
福丼市学園1-4-3
1■ :0776-22-3805

0北陸自動車道 福井IC 国道158号 約7km約 10分
O京福バス福丼総合病院線26番
「県立美術館・藤島高校」下車 200円 (11分 )
0コミュニティバスすまいる北ルート
〈日原・文京方面)で「田原町商店街」下車
100円 (10分)徒歩700m
Oえちぜん鉄道三国芦原線田原町150円 (7分)徒歩

OJR北陸本線 福井駅

,コ 20円

(10分 )

福井市春山小学校
福丼市文京3-'3-1
■t:0,76-22-3808

国道416号 約7km約 10分0北陸自動車道 福井北IC

0京福バス駅前のりば大学病院線34番
「日之出校前」下車 200円 (6分 )徒歩すぐ

640円

(10分 )

OJR北陸本線 福井駅福井市日之出小学校
福井市日之出5-11-1
1■・0776-54-1551 O北陸自動車道 福丼北IC 国道416号 約7km約 15分

0京福バス駅前のりば大野線55池田線50
「西方二丁目」下車 徒歩5分

1120円

(10分 )

OUR北 陸本線 福井駅福井市和口小学校
福井市和口1-2-1
TL・ 0776-22-8817 0北陸自動車道 福井IC 口道158号 約3km約 5分

0えちぜん鉄道三国芦原線・三国港行
越前開発駅下車 150円 (6分 )徒歩1分
0京福バス大学病院線34番
「啓蒙校入口」下車 210円 (16分)徒歩すぐ

OJR北 陸本線 福井駅
●2∞円
(10分 )

福丼市啓家小学校
福丼市開発1-1008
1a10,76-54-2319

O北陸自動車道 福井北IC 国道416号 約5km約 10分
0コミュニティバスすまいるバス・西ルート
「足羽ふれあいセンター」下車 100円 (18分)掟歩すぐ

880円

(10分 )

OJR北 陸本線 福井駅福丼市足羽小学校
福井市足羽3-1-1
1■
‐0776-35-3804 0北陸自動車道 福丼IC 国道158号 約,km約 10分

Oえちぜん鉄道三国芦原線・三国港行
西別院駅下車 150円 (7分)徒歩,∝lm
O京福バス競久・新田塚線20番
「松本校前」下車 200円(9分)掟歩すぐ

OJR北 陸本線 福井駅
960円

(10分 )

福丼県
福井市

福丼市松本小学校
福丼市町屋3-14-20
lL0776-22-3813

国道416号 約6km約 10分0北隆自動車道 福井北IC

-90-



電 話 番 号会  社  名

0776-23-0109

0776-27-5511

0776-53-5100

0776-36-8363

0776-23-2534

0776-22-2288

0776-23-4309

0776-25-5658

0776-23-1522

0776-89-2177

0776-22-8880

有限会社福丼相互タクシー

有限会社日ノ出タクシー

すいせんタクシー株式会社

有限会社日の丸タクシー

株式会社 ドリームタクシー

福丼交通株式会社

京福タクシー株式会社

有限会社共栄タクシー

三栄タクシー有限会社

光タクシー有限会社

共栄交通有限会社

電 話 番 号会  社  名

0776-52-0555

0776-61-0580

有限会社高志タクシー

松岡交通株式会社

電 話 番 号交 通 機 関 名

076-251-5655
(7:○ ○～ 21:00)

JR西日本北陸案内センター
http://vvv′ぃムvvestir.CO.jp/

0120-840-508
(8:OO～ 21:OO)

えちぜん鉄道
http://ぃ〆wvv.echizen―tetudo.co.jp/

0778-21-0700
8:30へ′17:30(平 日)

福丼鉄道
http://ぃハ″vv.fukutetsu.lo/

0776-30-0330
「コミュニテイバスすまいる」
まちづくり福丼株式会社

http://vⅥ″、v.ftmO.cO.ip/(D201_exchange/bus.php

0776-57-7700
8:30～ 17:30(平日)

京福バス
http://bus.keifuku.co.jo/

-91-

福 丼 市 内 タ ク シ ー 会 社

永 平 寺 町 内 タ ク シ ー 会 社

公 共 交 通 機 関



1.「 NHK 放送

平成 24年度全国高等学校総合体育大会放送予定

※ 放送日時や内容は、変更となる場合があります。

2.「 J SPORTS」 放 送 予定

※ 放送日時や内容は、変更となる場合があります。

3 公式サイ ト

4 競技記録結果インターネット検索サービス

5.競技記録結果電話案内サービス :「 2012北信越かがやき総体」記録センター

8月 15日 (水 )
陸上競技 3日 日・4日 目
【録画】

東北電カビッグスワンスタジアム
(新潟市 )

15100～ 16:30 NHK Eテ レ

バレーボール男子・決勝
【録画】

氷見市ふれあいスポーツセンター
(富山県氷見市 )

8月 16日 (木 )
サッカー女子・決勝
【録画】

松本平広域公園総合球技場〔アルウィン〕
(長野県松本市 )

15:00´‐17:00 NHK Eテ レ

ハンドボール女子・決勝
【録画】

リージョンプラザ上越 (新潟県上越市 )

8月 17日 (金 )
相撲・団体決勝トーナメント
【録画】

長野市オリンピック記念アリーナ〔エムウェーブ〕
(長野市 )

15:00～ 17100 NHK Eテ レ

8月 18日 (■ )

8月 19日 (日 )

8月 20日 (月 )

水泳 (競泳 )
ダイエープロビスフェニックスプール
(新潟県長岡市)

15100´‐16:00 NHK Eテ レ

3月 10日 (金 )
サッカー男子・決勝
【録画】

松本平広域公園総合球技場〔アルウィン〕
(長野県松本市 )

18130～ 20:30 J SPORTS2

8月 11日 (■ )
バレーボール女子・決勝
【録画】

高岡市竹平記念体育館 (富山県高岡市 ) 14:00～ 16:00 J SPORTS2

8月 12日 (日 )
バスケットボール女子・決勝
【録画】

いしかわ総合スポーツセンター(石川県金沢市) 14:00～ 16:00 J SPORTS2

8月 12日 (日 )
バスケットボール男子・決勝
【録画】

いしかわ総合スポーツセンター(石川県金沢市) 16100～ 18:00 u SPORTS2

8月 24日 (金 ) 大会ハイライト
自転車 (トラック)、 弓道、バドミントン、カヌー、
新体操 他

16i30～ 1フ :30 J SPORTS2

http://www.2012kagayaki 」p/

httpi//www.2012kagayaki.」 p/

http://www.kirokukensaku com/2012kagayaki/

http://Www.keital kyoglkekka.com/2012kagayakl/

7月 28日 ‐́8月 20日 9100～ 21100 025-290-5898

-92-

放送日 競技名等 会 場 放送時間 チャンネル

PCサイ ト

携帯サイト

PCサイ ト

携帯サイ ト

放送日 競技名等 会 場 放送時間 チャンネル

設置期間 案内時間 電話番号



競技会場専用仮設電話 OFAX番号一覧

施 =′
■,
面5Z

イン
〔⊃ 電 話・FA×番号

A 福丼県営体育館 競技本部
丁EL
080-1031-7622

B 福丼市体育館 競技本部
T tt L
090-5826-4970

C 北陸電力福丼体育館
フレア

競技本部
T巨 L
080-4080-0957

D 永平寺緑の村
ふれあいセンター

競技本部
TEL
080-1039-0949

巨 福丼県営体育館 救護本部
丁EL・ FAX
0776-63-5030

-93-



「2012北信越かがやき総体」福丼県企業協賛プログラム
支援企業の御紹介

「2012北信越かがやき総体」開催にあたり、

大会の趣旨・内容等を広く周知するとともに、大会の円滑な開催に資するため、

企業協賛活動を実施しました。

この取組に賛同された福井県内の企業・団体の皆様を御紹介させていただきます。

各団体に深く感謝申し上げます。

平成24年度全国高等学校総合体育大会

福井県実行委員会 会長 八田 幸明

学校法人福丼仁愛学園

学校法人新田塚学園 福井医療短期大学
学校法人大原学園

江守商事株式会社

北陸電力株式会社

キャンパスは、「つくるチカラ」であふれてる。

未来をつくる。同じ目標を目指す仲間たちとの絆をつくる。

福井工業大学はつくるチカラを伸ばす大学。

そのための環境が、ここには広がっています。

電気電子情報工学科 /機械工学科

建築生活環境学科 /デザイン学科

経営情報学科 /産業ビジネス学科

環境生命化学科 /原子力技術応用工学科 諷

ピ 福丼工業大学
11:口'    Fu tu,υ

 olver,ity o`To(h nolo9 y

夢で世界を

変えていく
tZI」
‐L/1=/株式会社1

―
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1
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口10中 内菫
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御支援ありがとうございました

(平成 24年 7月 5日現在 )
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2012北 信 越 か が や き 総 体

平成 24年 度全国高等学校総合体育大会
高松 宮 記 念 杯

第 63 全国高等学校バドミントン選手権大会

福 井 県 バドミントン協 会
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2012北 信 越 か が や き 総 体

平成 24年 度全国高等学校総合体育大会
高松 宮 記 念 杯

第 63 全国高等学校バドミントン選手権大会ロ
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福 井 市 バ ドミ ン トン協 会

敦 賀 市 バ ドミ ン トン協 会

越 前 市 バ ドミ ン トン協 会

鯖 江 市 バ ドミ ン トン協 会

大 野 市 バ ドミ ン トン協 会

勝 山市 バ ドミ ン トン協 会

坂 井 市 バ ドミ ン トン協 会

あわ ら市バ ドミン トン協会

永平寺町バ ドミン トン協会

高 浜 町 バ ドミ ン トン協 会

おお い町バ ドミン トン協会
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暴||‐1電巡
ヽノ
医療法人 長生会 長 :谷lll医院

心療内科  精神科
外科  胃腸科  肛門科
院 長 多田 紀彦
理事長 長谷川 寛

福井市松本 4丁目 4-24
丁EL 0776(22)7441

田原町駅 西別院駅

西別院
ス センター

Ｎ
И
Ｔ
Ｉフ

ェ
ニ
ツ
ク
ス
通
り

卍
お
泉
水
通
リ

長谷川
医院

0診療 ☆カウンセリング ー休診 *第 5土曜日は.心療内科・精神科休診議心療内科 書精神科

月 火 水 木 金

09100^´ 12:30 0★ 0★ ○ ★ ○ ★ O★

15100～ 17:30 ○ ★ O☆

外科  胃腸科  月I門科
診療時間 月 火 水 木 金 土

09:00^´ 12100 ○ ○ ○ ○ ○

13:00～ 17:00 ○ ○ ○ ○

学生向けマンシ∃ン!

VILLAGE

ESPOIR
エスポワール
福井大学医学部徒歩 3分 !

福井県吉田郡永平寺町松岡御公領801号

連絡先 0776-61-2315

0

西別院前   C⊃

「

~¬
層:「]医
郵便局

||

診療時間 土

○



福丼県スポロツ用品協同組含11盟店
☆坂丼地区 ☆奥越地区

MKス ポ ー ツ
0カ ナヅスポーツ

い ヤ ギ ス ポ ー ツ

0776-66-6870

0776-73-0277

0776-78-7777

0スポーツガイド野辺

いオザキスポーッ

0779‐ 87-1111

0779-66-0436

☆丹南地区

★福丼地区 スポーツョップカタヤマ

いスタースポーッ

武 生 ス ポ ー ッ

0778-52-5013

0778-22-0961

0778-22-1829

ア サ ヒス ポ ー ッ

い と うス ポ ー ッ

スポーツカ トウい

い 太 陽 ス ポ ー ツ

バ ン ス ポ ー ツ

い 福 丼 ス ポ ー ツ

0フ ジタスポーッ

いフレンドスポーツ

スポーツシ∃ップ羽つと

0776-23-2555

0776-35-3380

0776-35-0915

0776-21-4741

0776-53-0999

0776-23-5700

0776-23-2122

0776-25-3385

0776-36-6866

☆嶺南地区

0スポーツコバヤシ

い 宮 本 ス ポ ー ッ

大 谷 ス ポ ー ッ

0スポーツムラカミ

0オ ンユアマーク

0770-22-0204

0770-23-3311

0770-32-1555

0770-52-1030

0770-52-0055

ラインパウダー無害くん・ガイアフィールドライン

「体育の日」に健康と共にスポーツ用品を贈ろう!!

私たちは、環境・安全・経済的なことから、
このラインパウダーを選びました。

J SERAお かげさまで、組合創立 50周年

福丼県スポーツ用品協同組含
■ 事務局 〒910-0015福丼市二の宮2丁目27-25

TEL:0776-23-5700 FA× :0776-23-5701

E― mail:fsp2@fukul―spOrts.com

● ●
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お近くの小川床を検索
httpノ/www.sauce‐katsudonjp/

饉繭モぼ

」ヽlQ要賓

阪 丼 広 志

〒910-0858
福丼市手■1-11-23

コーボ山口 lF
TEL 0776-27-6538
携帯 090-7088-3373

小料理 成の橋

■L‐■MPド・

個室2室 (4～18名様)、 多目的ホール・会議 (20～5D名様)、 ホール (0名様)
・・・<目的にあわせて、ご利用いただけます>・ ・・

*               *               *

福丼県永平寺町松岡兼定島34-3-7 (福 丼県立大.福井大学医学者3・ 間)

【無料・駐車場完備 (大型パスOK)】 TEL_0776‐ 61‐ 3230

http://www.a maya.a c j p

日本料理.フレンチ.イタリアン.中国料理.デザート.ケーキ.カフェ
“体力強化メニュー".健康長寿料理.ふるさと郷土料理.持ち帰りお弁当.宴会・パーティー料理

・ `・ く専門スタッフが、「お好み」に応じて>11・ ・

学校法人 天谷学園 天谷調理製某専用学校

第63
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学園直営レストラン
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デオエス ト・クール

[消臭]+[涼感・吸汗速乾]
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団 国

消臭ボクサープリーフ

¥32∞ 懺.=   ロロ国

「

l
こ注文・お問い合わせはこちらまで

受付時間 月～金 9:00～ 18:00(土・日・祝日は除く)
西顧コ0120‐469-028

消臭ビジネスソックスS
¥1&Ю Li  ロロ国目
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消臭ショーツ
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デオエス ト

『デオエスト」で検索してください。
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旅行も送迎もレンタカーも …

SUPPORT KANK0
―般賃切旅客自動車運送事業,自家用自動車有償貨演事業

有限会社サポート観 光
本社事業所 福井県坂井市丸岡町西瓜晨12字 3番 1号

TEL(0776)67-2863//FAX(0776)67-2878

URL=http://suppOrt― kanko.」p

′■■●■ .●

TI111,1

■‖|
l口
「

J/療〃πど膀7旨を

代表取締役 内 藤 主 税
CHIKARA

J祟
■`.Iど
ロロに,さしい

〒9]●つい0■丼市江喘町5,8番地
TEL(0776)35-00()3
FAX(0フ フ6)35-0044
」11● 090-1632-7345
E‐man1 7020380,ln.or.ip

福井市みのり 1丁目24番29号

TEL(代)0776-36-0733番
FAXi   0776-35-6088番
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株式会社日本旅行
丁iS福井支店

土・日・祝日も営業しております

福井市中央1-1-lJR福井駅構内
営業時間 11:00～ 19:00
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巧速で魅せる。
Luminasonic 7,.-
7TB-10762  ¥19.950(本
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新機能インパクトナビゲーション搭載により、

ラケットの自け方向への日性アップ。

より軽い打撃感、面安定を向上させました。

竹● 輌 (JR北 海道 )
2010年 日本ランキングサ~キ ント2位
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祝
平成 24年度全国高等学校総合体育大会
第 63 全国高等学校バドミントン選手権大会

福井県高等学校定時制通信制教育振興会連合会

:GARttHl
UN:FORM1lCC)MPANY

ユニフォームカンパニー

五十嵐株式会社
■丼県趙前●府■1-12-10/〒 915-0071
TEL 0773-22-0002 1AX O,78-24-3221

未来へ向けて、スポーツシーンをリードする情熱の創造集団。

北陸ジヤックマン株式会社

〒 915‐0052 福丼県越前市矢放町 13号 8‐8
TEL 0778(23)8050Cや
FAX 0778(23)8053

トンボ 単菫服
ιlつもクラスのスタ者

福井県代理店

福井トンボ株式会社
〒91H“2福井県越前市姫川2丁目4-20

TEL 0778-23-8225

FA)( 0778-23-8013
スクールウエア/スポーツウェア
ケア&コンフォートウエア

□

・・・ らしさ応饉全■ ・・・
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空気を切り裂く直径6.5mmシャフトを搭載。振り抜きやすさを追求した「サテライト6.5シリーズ」。
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′(ポララケットの中で最も錮い直径

“

mmシャフトを澪用。■●をしなりで.
空気を切り製くよ

うな轟い姜り晨さ

を実現しました。
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トンプライトで
アレーを加速する
オフェンスモデル.

オーパーヘ′ドからの
シヨソい 冴える
オフェンスモデル.

掟書の安定感で

輌広く鸞いこなせる
オールラウンドモデル

テクニカルな
シヨントが決まる嵌いやすい

デイフェンスモデル.
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東
東

火災保険株式会社 代理店
あんじん生命保険株式会社 代理店

代表取締役 中 嶋 光 司
福丼市御幸4丁目19‐5 TEL.0776・ 21日8001

^             
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有限会社I・ブラザ

動
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上
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一思
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[体育館シューズ][校内履きサンダル]

学校体育用シューズ・サンダル総合商社

金沢市彦三
%丁∩風跨1ュ 1468TEL 07:-231-100b .

株式会社 山善

¥24,150   ¥119,950  ¥12,600

□T'癬0′(為 )
椰丼市文京7丁目

'1-9 
●0776-22・ 11∞ (11崚 )

●彙時間/平日 AM10(Ю ～ PM8:(Ю
土日檎AM10100～ PM8(κ

定休日/水■日

歩きやすく履き心地の良い靴アシックス

…
・ スクスクロつ
■:`l ラ,のため
,アレ :Eしい●

さ爵を幅

G[no Oasrs

■,I市松本3T日 04● 077623470Ⅸ 崚 )'
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株式会社含同経富会計事務所

税理士法人含同経営会計事務所

顧客企業の繁栄に総合力で奉仕する

含同会計グループ

超保険

TOK101AAプ咀uNE
NICHIDO
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福丼本ネ土富(0776)57-2370
福丼北支所 IB(0776)67-0758,  奥越支所 13(0779)87-3304
三 国 支 所 8(0776)82-6945 武生支所 8(0778)23-8140



大和田エコライ
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′ 行中!
大和田エコライン
福丼駅前～田原町～二の宮経由

料金

●福丼駅前～エルバ 200円
●田原町～エルバ  100円

営業時間

10100am
▼

8:00pm

I pcu<t. >www.Ip-lpa.co.jp コ:'レノヽ 堕園
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本家かまとや
丸岡一本田中店

■

本家かまどや
丸岡一本田中店
坂井市丸岡町一本田中32字 27‐ 1
TEL.FAX.0776(68)0608

お待たせしない電話注文をこ利用下さい。

代   表

荒 井 健 ヨユ

[X-E Seta 56atrtt:t
〒O10-0015

1日丼市このB4丁 目3-21

'0:003m‐
0:30p n

水ナイター 10:00am― 日:3〔,pm
日・視   10:00an-4:30p m

月日・■ 3日 口定休
phOn3.`aX.0フ フ8-23-8012

(完全予約鋼 )
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30分毎に運行!!(土日祝のみ)

福丼駅前～アピタ。エルバ間のバス
路線です。是非こ利用くださいませ。
詳しくは、Webサイトや携帯サイトで
こ確認ください。

Lovely 福丼市大和田32‐2牛 1
TEL.0776‐ 57‐2525

1携帯サイト)ip:pa.ip

檄⌒嘔

1日

'お

待たせしない電話注文も承ります

携帯サイトヘのアクセスはコチラから →蝠

憮
/

“
■ ●
0■ 4

福井市顧化 1丁目17-8勝ビノンlF
TEL 0776‐ 26‐ 0195
携帯 090-1632‐ 9379

ヽ



① 第63回全国高等学校バドミントン選手権大会

平成 国 校総合体育大会バド ントン競技大会
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〒919‐0598福井県坂井市坂井町長屋78 http:″www.sodick‐ dac co.lp

TEL.0776‐ 66‐8167 FAX.0776‐ 67‐ 4685 e‐ ma‖ :dOCuart@sodick.co」 p
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詳細は.弊社ホームページをご覧下さい.

P&P浜 松 検索 ■●

感
動
贅饉
鯉目) 〒

ｆ

撃

者
●

囲
株式会社ホリタ

HORITA BUNGU
TEL:0776‐ 23‐1609

FAX:0776‐ 21‐3731

ホリタ文具店

文具Labo HORITA
ホリタ書店

Anfang店

福井市大願寺3-9-1
福井市花堂中2-29-12
福井市文京3-3-5
福井市文京2-3-15

BUNGU SUPER EXPRESS

餅い
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鳴 Photostudio
大切な瞬間と d-,:neo!a * Ixar tr;;p
色あせない

～ヨヨ■■写真館―ン
思い出をつく
転]_ あわら市春宮―丁目9-35 JR芦原温泉駅前L(0776)73』 451

『 Eヨ固』

‐覆鵬誕回巨回璽ロロ四日
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団□

株式会社ソディックDAC

留
ック記念誌

/ 他

σ

～あなたの一瞬を、永遠の思い出に～

大型写真パネル
各種記念写真企画制作

各●イベン ト、率熟・ 事団記念な どの

撮影 も行っております.

918-3003福井県福井市毛矢 3丁 目1-12

代表取締役  り:! 村  治  男
TEL(0776)36-2376 FAX(0776)36-3204

Eメー,レアト
・レス kawa― bun@car.ocn.nejp

‖l村文具有限会社
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

日本バドミントン専門店会加盟店

③全国56加盟店、総店舗数96店舗、当加盟店はパドミントンに関して

熟知しているプロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ち

しており讃す。個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界の

レベルアップまで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店・Webショップで !!
Wobショップで、こ注文

http://www.badm inton-psu.com
上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。

′

¨~~~¨ ~~…
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′

お電話でのこ注文

携帯へURLをメールで送る

ORコードで簡単にアクセス

できます。

お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問い合わせ下さい。

日本バドミントン専門店(株 )ネットショップでは常時、加盟店の協力で

アウトレット商品・廃盤品等のお買い得商品を掲載しております。

又、新製品の情報・販売も素早く対応しておりますので来店をお待ち

しております。

FAXで、こ注文

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。

曇寄りの加盟店、又は日本バドミントン

専r,店会Wobショップ迄、FAXして下さい。

FAX番号

ウエンフレー秋コ凛店

ウエンブレー饉沢暦

ウエンプレ 11浜店

ウエンフレ姉 むケ丘喘

ミノヤスポーツ T〔 L03・

“

,21`“ fMЮ 3・ 3`,2・ 606

ラケットシヨッフフ́ 粉寺
`
πL●2-322“ 26 FAr∝ 2・32年,`,`

ラケットショップフジ●綺●

ラケットショッフフジ所沢店

ラケットシヨンプフジ町田店

ラク,ントン,ップンソツ疇
`

ラケットシヨンフフジ川崎店 てし∝牛,1,,"F…
"1・

9“8

ラケットシヨンフフジ●11店

ラケットショッフフジサ||」占 T〔 t,FAX 049‐ 223・
'444

うケットショッフフジ立jl,E

ラケットショッフフジ赤羽店

ラケットショッフフジ1腱者 T〔 [&FAX 046 2,4-9444

′ヽロータックスポーッ

フアミリースポーツ足刊店

フアミリースボーツ六田店

フアミリースポーツ」■■店

ラケットシヨップミッキー

8-WAY甲府 I[t∞

`-2“

・828,F想10S・2“

“

2“

も注文が出来ます

Eヨ 0フフ4¨32‐ 1041

（
○

´
Ｏ

スボーツプラス

ラケットショップササ■
日因□

ラケットショッ,広瀬

ラケットシヨツフ広11豪店

ラケットシヨンフ広コ嘔日嗜

ラケットショップ山膨

リトリレビル

I=し ol ι

“

3・ 11,l FA】 1018・ 883-11,3千軟スボーッ

ラケットシヨツフキ,ビン大日2

ラケツトショップキ,ビ)|::〔 : ■L眸71眸η

“

fAχ

"71“
舅●

ラケットハウスクリップ T:し
`FAX.048・

“

4-3115

ビークスボーッ千コ苫

ピークスポーツ●チヽ店 T〔 L`FAX 03・ 36210255

ウエンプレー学芸大学本店

ウエンブレー讀省店

ウエンフレー泄鮨
'店

IL03-5,52 707o fAX 03・ S,`}“ 77

ブロショップサイトウス

“

―ツ

ラケットショッフロ山

フレンドスポーツ面, T〔 t07る 2,・ 3,8S fぶ 07・ 622・ 2",

スボーッコバヤシ

マスタカスポーツ中ヽ 1,::

マスタカスポーツ佐久平店

スボーッショップロ新

プロショッフシャトル

E四■
■[02● 24SЮ 2,2 FAX 026245・ 2,;,

■И】

8-ヽVAY太晏店

BヽVAY宇泊店

8-WAY晏周京店

BWVAY縮山店

It 07,31コ 18 FAX 07,枷 1・ 1,"

スポーツサンメイト πし072・ 286α 68 FAX o72・ 2“恐

“
'

四困■
T[t`FAX o7“

`7‐
33,5

■L`FAX.088`54-035'

フレイヤーズクラブ

,ケ′トシ,,′′マナカ■1山店

ラタ外シ,力 マヽ
"■
出露

スポーツショヮ″ ットワーク T[し0“・32-9,,F☆ xo“・832“

“

0

コ
ラケットショップノナカ πし0∫ 2741・ フ,,Fl■0,2・・ 41・3,01

オノダスボーツ

■

it`FAX 0852・ 2●54,

膨狂】
スボーツあぃしん ■LCttB417・ 21 62FAX"2,23380,

コ ヨ:員 ■

T:L`FAX O,2・ 6'1‐ 1124

体■8うケゥトワー,スWJW,,

スポーッショップ′( ド

ラク,トンつフカ■―ス麟 3● TEし
`FAX 099・

226る 362

シナカ ブカ■―ス●

“
ラケットツンフカ■―ス長

“

饉

片ロスボーツ tL",7・ 5牛 ,72,f^え
"7-,'0254

東海プロック

曰圏■■
目目ロロ

口圏ロロ

屁日口■

E目□■

JAPAN BADMINTON

駒礼 ③田珈皿

盟 L編而

■

■■

北海道プロック 多

“

■D
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19kgf 衝撃。
彙

―撃でポイントを奪う、破壊力のあるスマッシュ。

その決定打に
'フ
ォース」を与えるNEWモデル rボルトリック Z‐フォース」が

“

生。

2‐フォースから放たれたスマッシュは、レシープ時、相手ラケットになんと19k9forceO● 撃を与える。

例えるなら、菫さ19kgのダンベルを手にした時の■量感に近いだろう。

建■■OHEAVYス マッシュを敵のコートヘロき込め。
●イン人クト時の衝摯力を表す収値て.19k gの 働体を受け止める衝摯とは異なります./kgf:kilo9 ra mイorce帷量キログラム )

,E_rr~I¬R口 G=]
-4=フ 沢 」EI=

ボルトリック 2‐フォース/¥25.200(本 体価僣24.000)/日 本製

〓

― f acebook.com/YONEXBadmintonJapan WWW.YONEX.CO.」 P/Z
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TOUR SHUTTLE 100 PRO SHUTTLE 80
プロシャトル 第二●検定合格崚

MADEIN CHINA

「
ｄ
狙

申
　
　
　
　
　
´
ラ
．′
・
」

″

】
●

●

使用球

"

ツアーシャトル 第一種検定合格球

MADEIN CHINA
¥4,095

(本体価格 i¥3.900) (本体価格 :¥2.3(X))

①

ヽ
ヽ

「

T∈AM SHUTTLE 60

(本体価格
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あなたの荀の■人に
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MUL丁lLADE
アール・フォー・エツクス・インスバイア
品番:eS100 価格:¥■ 0〔Ю(本体価格子1,000)

0ロールあり
2¨ m BS1002‐NA¥16.800(本 体価格¥16.∝ 0)
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どんなブレーヤーでも、よリシャトルを飛ばせるように開発されたラケット

「パワーショットナノシリーズ」.Kumpooの代名詞ともいわれる

「 4Uト ップライト設計」で誰が打っても「軽い」「飛ぶ」を実現しロングセラー

"
シリーズとして愛され続けております。

ロレイ

′

4

慶
°
魔

オフェンス型

軽量てありなから攻撃型として幅広い層のフレ
ーヤーに親しまれているハワーショットナノ900
の後継機として誕生

КR-990ハワーシ]ットナノ990

POWER SHOT NANOi 990
KR‐ 770ハワーショットナノ770

POWERSHOT NANOR 770
素材 :カーボンナノチュープ含有
ハイモジュラスカーボングラフアイト
カラー:オレンジ全長:675mmバ ランス:290mm平均
重量・グリップサイズ:4U65(80～ &lg)

適正張力:18～24ポンド

素材 :カーボンナノチューブ含有
ハイモジュラスカーボングラフアイト
カラー:ピンク全長:675mmバランス:280mm平均
重量・グリップサイズ:4UG5(80～ 849)
適正張力:18～24ポンド

打球感 い一一―一e +Tl*E n+,+.
¥15,750
(本体価格Y15βЮ/フルカバー付き)

“

日本バドミントン協会検定合格品

(≡コ製品安全協会検査合格品

全国主要量販店・全店舗お取り扱い中 !

SPO■7S
ヒ7ラ
"

Yiclorio
ズとコ0

DEPO

薫風スポーツ株式会社 ()お問合せ TEL:047-383-931l FAX:047-383‐ 9312
Mail.infOc)kump00‐spOrts.cO.jp WEBSITE.http:〃www.kumpoo‐ sports.co.jp

Humpoo 4Uト ップライトで
^l:1を風靡したロングセラー

モデルの 2機種が待望のリニューアル

」

国内で最初にカーボンナノチュープを採用し、
軽量・高反発ラケットとして話題を呼んだパワー

ショットナノ7∞の後継機として誕生。

¥15,750
(本体価格 ¥15劇Ю/フルカバー付き)
●嘔 日本バドミントン協会検定合格品

∈]製品安全協会検査合格品

Kumpoo商 畠ガ.■書の身近てご菫いただけます.=た .●打用ラケツトもご用意してきり,す ..

実臓に見て●つて.Kump● oブランドの良さを実0してくださtヽ .

(各店■て0お口い0わせ先畷 :WEBサイトでもご■8t'ただけます〕

お近くのスポーツ用品店につきましては弊社WEBサイトよりお探し頂けます。|
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口l● Prince′ (ドミントンラケットは.日本′(ドミントン協含
=査
合格品です.

Nグ
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∫十
十

EXO。 ベガサス NSC

∈ DCD=p句
“

嗚 ‖

“
(フレーム)¥19,950
(本体●格 判 9 0CЮ )

1"=材.ナノスボンジカーボン

●フレームカラー アンティークゴールトXシルバー

EXO'ヴ ィーナス

eC)'VE‖ uS
(フレーム)¥18,900
(本体●情 ¥10.αЮ )

●1中レ■,Hlカーボン

0'レームカラー́ ブラッシュビンクXシ |り
`

高次元の打球感、ホールド感を実現。

フェースフレーム4カ所(2・ 4・ 8・ 10時の位置)に柔軟性に優れた特殊カーボン

素材を最適な角度で貼り合わせることにより.イ ンパクト時のストリングの

撓みにシンクロし、フレームも中心に向け携む最適なフレームフレックスに

設計。これらの働きが、シャトルの乗り、

捕える感覚をより高次元で実現します。

シンクロ率が高く瞬時に反応。よリリ

アルに快適なホールド感を手元に伝

えます。この機能特性が、よリコント

ロール性能を高め、しつかりとした

ホールド感、操作性を実現します。
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,o-7 il t-lf*,** fEL I 042-479-7771 URL: prince.globeride.Co.ip
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イ・ヨンデは韓国バドミントンの男子ダブルス・混合ダブルスの主力選手です。2008年北京オリンピックでは混合ダブルス金メダルを獲得しており、

世界のトップで活躍している選手の一人です。イ・ヨンデは攻守を兼ね備えた若いプレーヤーの代表的な選手で、相手の攻撃を防ぐレシーブ、

攻撃時のスマッシュスピードの速さは素晴らしいものがあります。

今回彼の為に製作された BRS― LYDはブレイブソードの特徴であるソードシステム等の技術はそのまま受け継ぐと共に、イ・ヨンデのスピードとパ

ワーをよリー層発揮できる様に開発された、まさにイ・ヨンデのオーダーメイド的モデルとなつています。
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株式会社 ⅥCTOR SPORTS

〒550-0012

大阪市西区立売堀 5-4-1六甲立売堀ビル 2F
TEl_:06-4394-7660

．，

ロ

¥21,000
(本体価格¥20,000)

L■ Lヽ

回
=晰
回

識www.victorsport jp



体操着づ■ 〓目
仲 間が い る。思 い 出が ある 。

0

スポーツは動かす。人を、人の心を。

スポーツが、さらなるオ…ラを発して動けば、

人も。人の心も、もつと動く。
ロヽ
ニ)も、スポーツを動かしていたい。

式会社
井県福井市照手1丁目6…13

Move Sport

79 FAX:0776…21‐8040

G00D SCH00L L]FE
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TOIN UNIVERSITY OF YOKOHAMA

〒225-8503横浜市青葉区鉄町1614番地 O TeL 045-974-5423 0 URL:hnp:″ wwW■ oin.aC.ip′ UNIV

ヽ

ヽＦ
＝

―
末
「

◆法律学科

‐ ‐

"■■―

黄日未
■ ヽ

」卜だ当
八 子

◆スポーツ教育学科

◆スボーツテクノロジー学科

◆スボーツ健康政策学科

◆生命医工学科

◆臨床工学科工 学 部

医 用
法 学 部

TOIN GAKUEN
学校法人桐蔭学園

F"nd“

狡い″″力と豊″ヽな夕をグ

″立をめざして。

」

須
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
口
Ｌ
■

１

●
Ｅ

■

■
Ч

Ｉ

Ⅷ
■ 鬱

″
・
　
，ヽ

‐

ヽ

１

ヽ

悩隣螺
静゛

¬

スポーツ
健康政策学部

■卜、ジ

/
Ｌ
＝

■

１

胎名̈Ｌ

‖」:| :■

=



国際武道大学
所在地 :千葉県勝浦市新官 841番 地

≪体育学部≫ ◆武道学科 (6コ ース)◆ 体育学科 (8コ ース )

国際武道大学は

2012北信越かがやき総体を

応振しています
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オープンキャンパス 8/25(■ )9/29(■)10/27(■)10:00～ 15:00 事前予約不要

お 問 い合わ せ 先     ス́、言式三フ:リ ー ダ イ‐ヤル  : 0120-654-210      n― center@budo―u.ac_」 p
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こども学科 [2年制]
幼稚園教諭/保育士コース

プロ育成に適した理想的な学習環境。
ロロ■

|
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日本工学院

硼 :■

P'   ~・ ―“
¬

等:疑色
アリーナ

l`

弩

テニスコート ボウリング場

横浜F。マリノスと提携:

最先端のサッカーを学べる ! 賜
ゼビオ株式会社と産学連携。
生きたノウハウを習得できる !

」彙ロロ

“ricl。『:α

翻

ヽ

己

ヽ

匡
=コ

スポーツトレーナー科三年制 スポーツ健康学科三年制
スポーツコーチンク/スポーツビジネスコース

スポーツトレーナー科 [2年制]
スポーツ健康学科 [2年制 ]
スポーツインストラクター/スポーツビジネス/
サッカー(男・女)/テニスコース

メディカルフィットネスセンター  プール&総合グラウンド

伊
・　
、

オープンキヤンパス+体験入学開催中

本工学院ス 11 ll E=コ
■■■■ ■■

′ ヽ

,リエーr9-ズ
"レ
リブ ミューゴリク

"レ
ップ
・
:T"レップ スポーツカレップ

本工学院八王子専門学校
〒192‐ 0983東京都八王子市片倉町1404-1
目目0120-444‐ 700(入学相談室)
●Pc http://www.neec.ac.ip/
onlobile http://neec.mobl/
姉妹校
・
日本工学硫専門学校′日本工学院北海道専円学校′東京工科大学

´口な、

私たちは 従ツ 2012北信越かがやき総体を応援しています。



kank〔硯 DREAM PROJEC丁 :ま
「2012北信越かがやき総体」を
応援しています。

kankQ
カンコースクールウエア
カンコースポーツウェア

ー

(公財)全国高等学校体育連盟協賛  J囲目b(公財)日本中学校体育連盟推凛
インターハイ協賛      :ЧIIP(公財)日本中学校体育連盟シンボルマーク付

尾崎商事株式会社
〒700‐0024岡山県岡山市北区駅元町15番 1号岡山リットシティビル5F
TEL 086(898)2500 FAX086(898)2510

LI′ |

%]挙71∫1営露晶農1.:ユ:ζか131鰍閤 l http:〃ozakLjpノ
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{公財)

ヽ
ヽ

ヽ崚

は、cza《 i を通して学校に係わる体育・スポーツ活動をサポートしています。

制服・体操服なら実績と信頼のオザキ。

kankO" Xtprfnrcr kanl@" x<p1=tziten Reebok
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日を除く)ロ ート製薬株式会社

トウォッシュ(ロー AC)
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OXYは 高校生アスリー トを応援 しています。
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これからι新幹線は、あなたの夢
`葉

せてたりたし1。

あ`かげせまでⅢ今年、JR東日本の52の好峰牟線 :よ領F日の年aじんま丸ありが
`う

Jぜいました。

叙 口新 幹 絃 1朔午 (|"ワキ3月 22日閥■)1東北 新 幹 線 30周キ (l,"46月 2,酬栞)1山形 新 幹 線 20■年 (|"2年 7月 |口問■)
、人ウ́ ■月間               ・■■‐山彰′.1

長野新幹線 1明年●■1410日 ln朗■)1上起新幹線 30日午
“"24‖
月中間業,1詳 しくは 匡コ |

R20(2E

.^t-$E$ hrl.t ' e.. shink.6t.^ - y. ai0t2. co,t
ー

■
『屁●:

鬱

葉るたびに、,1,tち
`,と
ワタフクしたノ。

1コじめて葉。た。キのこと
`、

しヽくつになoて
`'応
んでいたり。

新幹線 :`彙ろニヒロ_や,ぼッ少し特 別なこと。

新幹燎 うヾ働 く二とに、ただの人の移レじ■なく(

スのキモチバ勧くことだとえうのて・す。

そんなたくさんのキモチを余せて、新幹線,1今日」て・たってきました。

スレドや扶不子の進歩し

“

に。

20`2年 は、JR東日本の新幹

`来

の11日 のキ。

これ0｀らt新幹尉LI■ .あなたのキ
`チ
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あなたのキモチ
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ん`される、

そんな未り物で'あり続けた・.と 浄レ'ま す。
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2012年 の 輝 く 夏 の 日 々 。

夢 に む か って

つ な が って い る 。
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σoconno

き ょう の 頑 張 りは 、

き っ と あ した の 笑 顔 に
,ど‐

メ
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インターハ イ公 式 応 援 サイト

→  :http://Ouen― soutai.jp/

walk with you

麒 顧

「ミンナのキロク」2012
み んなで 高 校 生 を応 援 しよう !
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碕 |

ドコモ は「 平成 24年 度 全 国高等学 校 総合 体育 大会 」を応 援 してい ます。
⌒

【お問い合わせ】ドコモの携帯電話からは局番なしの 151(無料 )一般電話等からは|■10120-800-000 F罰雪万葛lLヽJソ
(番 号をよくお確かめのうえ、おかけください。なお、一部のIP電話からは接続できない場合があります。)リ オフト' 日

マナーもいっしょに

携帯しましょう。

手 の ひ らに、明 日をの せ て。
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歩 い て ゆ くキ ミ と と も に 。

及
亀
■
〃

■

○
で
疇

'｀
¬



●

コカ・コーラは2012北信越かがやき総体を応援しています。
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